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すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

東京教育技術研究所

令和元年10月15日発行（毎月1回15日発行）第515号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「日づけとよう日」 算数「繰り下がりのあるひき算」
小学2年　国語「さけが大きくなるまで」 算数「式を矢印でつなぐ」
小学3年　国語「もうどう犬の訓練」 算数「『はかり』の読み方」
小学4年　国語「アップとルーズで伝える」 算数「計算する順番」
小学5年　国語「天気を予想する」 算数「分数のたし算とひき算」
小学6年　国語「意見文の作文」 算数「適切な手法を選択」

中学校の授業実践
体育「中学校の跳び箱授業」
英語「できない子ができるようになる
　　  工夫をし続ける」

特集 できない子が熱中し
満点を取る指導
できない子が熱中し
満点を取る指導
―向山型指導法 ２・３学期教材 リニューアル最新版――向山型指導法 ２・３学期教材 リニューアル最新版―

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

子供が実力を付ける秋
一人の例外もなく子供の学力を保障する指導法‼



がいっぱい！ががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

u 6 4 n p b
（ユー・ろく・よん・エヌ・ピー・ビー）

※有効期間：
　2019年10月15日～ 2020年1月14日ID：TL11ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「入門期の国語授業」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、許鍾萬氏の
「特別支援学級担任の心得」

3

デジタ
ル・トークライン

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

五色名句百選かるた
　スタートキット　3,000円（税込）
　取り札　　　　　1,500円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料無料
でお届けいたします。
パスワード：afv6lp

鉄棒くるりんベルト　
　2,200円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料
無料でお届けいたします。
パスワード：8zai5z

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

とびなわキング　
　800円（税込）
１回のご注文につき「級別シール」を
２種類プレゼント！
パスワード：uhp8s4

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年9月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。
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で紹介！

12月号
で紹介！

お申込み先

＆
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サークルで何をしたらいいのか

向山洋一に聞く　　教育　 ＆
第３回

回答：向
むこう

山
やま

 洋
よう

一
いち

質問：師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

（TOSS代表）

（TOSS中央事務局）

ル
に
参
加
す
る
人
は
、
基
本
的
に
手
ぶ
ら
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
研
究
授
業
の
と
き
の
指

導
案
や
学
級
通
信
、
自
分
で
つ
く
っ
た
テ
ス
ト

や
教
材
な
ど
、
自
分
の
実
践
を
持
ち
寄
っ
て
勉

強
会
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
私
も
石
黒
氏
も
井
内
氏
も
、
学

級
通
信
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
今
か
ら
五
十
年

も
前
の
話
で
す
。
当
時
は
ま
だ
、
学
級
通
信
を

毎
日
出
し
て
い
る
よ
う
な
教
師
は
あ
ま
り
い
ま

せ
ん
で
し
た
。「
日
本
作
文
の
会
」
の
先
生
な

ど
で
出
し
て
い
る
方
が
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
ち
ら
は
子
供
の
作
文
な
ど
を
掲
載
し
て

い
る
学
級
新
聞
で
す
。
私
た
ち
が
出
し
て
い
た

の
は
、
教
師
の
主
張
や
授
業
の
内
容
を
掲
載
し

た
＂都
会
型
＂
学
級
通
信
で
し
た
。

　

今
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
サ
ー
ク
ル
で
は
私
の
著
書
を

は
じ
め
、
様
々
な
本
の
読
み
合
わ
せ
を
し
て
い

る
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
は
良
い
こ
と

で
す
。
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
く
だ
さ
い
。
し
か
し
、

ど
ん
な
に
拙
く
て
も
、
自
分
で
つ
く
っ
た
授
業

実
践
や
学
級
通
信
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
勉
強
会

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

本
の
読
み
合
わ
せ
だ
け
で
時
間
の
全
て
を

使
っ
て
し
ま
わ
ず
、
ぜ
ひ
、
自
分
自
身
が
考
え

て
つ
く
っ
た
も
の
を
基
に
勉
強
す
る
時
間
も

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
研
究
授
業
の
指
導
案
や
学
級
通
信
を
持

ち
寄
っ
て
、
勉
強
会
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

私
が
大
学
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
る
石
黒
氏
、

井
内
氏
と
つ
く
っ
た
サ
ー
ク
ル
は
、
当
時
、
十

人
足
ら
ず
の
メ
ン
バ
ー
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。

京
浜
工
業
地
帯
の
真
ん
中
に
あ
る
の
で
「
京
浜

教
育
サ
ー
ク
ル
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
サ
ー
ク

　
サ
ー
ク
ル
を
つ
く
っ
た
も
の
の
、
ど
ん

な
こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
の
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
向
山
先
生
は
、
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
ま
し
た
か
。

　

現
在
（
二
〇
一
九
年
八
月
）、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の

サ
ー
ク
ル
は
七
一
五
あ
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動
す
る
上
で
参
考
に
な
る

よ
う
に
、
向
山
先
生
の
最
初
の
頃
の
活
動
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。



12 「次に何をしますか」に子供が即答できるように、
「点」でなく「線」をつくれ  木村重夫

13 高い定着率を実現させる
教科書チェックシステム 石坂　陽

14 条件を押さえた上で「先生が一目見て分かるように、
解いて持って来なさい」を使おう 山本東矢

15 ノート作業をきっちり丁寧にさせれば、どんな
子でも算数はできるようになる  河田孝文

16 最難関記述式問題を解く
魔法の指導 椿原正和

17「ゆび書き」のポイントを
しっかりと押さえて指導をする  小嶋悠紀

18「ごんぎつね」を中学入試という
「新たな切り口」で授業する 鈴木良幸

38 国語 日づけとよう日
 勇　和代

39 算数 「繰り下がりのあるひき算」の指導
 関澤陽子

40 国語 「さけが大きくなるまで」
 溝端久輝子

41 算数 式を矢印でつなぐノートの型で
書かせる  小松裕明

42 国語 大事な言葉や文を見付け、書かれて
いることを要約しよう 笠井美香

43 算数 「はかり」の読み方の導入は
数直線から 黒滝誠人

44 国語 「アップとルーズで伝える」
 安江　愛

45 算数 計算する順番を
見えるようにする  河野健一

46 国語 言語感覚を鍛える
発問ツール  石坂　陽

47 算数 通分の基本型を教える
 村野　聡

48 国語 意見文はサンドイッチで
 竹岡正和

49 算数 新学習指導要領を先取り！
 林　健広

32 概念づくりのための
「TOSSメモ」活用法 赤阪　勝
クラス全員が熱中するこの教材！

34 あやとびが簡単にできた
 河野健一

35 使い方と手本が載っている「あかねこ
漢字スキルノート」（光村教育図書） 森元智博

35 簡単！　熱中！　参観日にお薦め
「くすりテキスト」の授業 太田政男

36 十一月の外国語主任
 平山　靖

60 読書への障害のある児童に対して
「速読の指導」は効果的か？ 松本一樹

61 文部科学省が示すＢ分類を
授業する 平山　靖

62 日本一の授業者への挑戦！　
挫折と夢、その間にある努力 岩永将大

63 「かけ算九九の助」の
学問的原理を探る 板倉弘幸

64 授業のベーシックスキル６
「授業での対応・応答」⑳ 谷　和樹

65 「結果を出す教師」に
子供は付いて来る 伴　一孝

66 部活動経営≒学級経営
 長谷川博之

67 Ｔ２の立ち位置は
前？　後ろ？ 門間政博

68 段落を要約するとき、
主語は一貫させなくてよいか 木村重夫

69 指導過程とテストの工夫
 Ⓐ 小井戸政宏

70 師尾喜代子
71 向山恵理子
72 美崎眞弓

73 特別連載  脳科学と教育　第八回
キーザーズ「共感脳」の問題提起
 髙橋史朗

78 地域と学校をつなぐ社会貢献教育　教育コミュニティ
日本のカタチを授業する
 松藤　司

56 神経発達症の子供たちに対する
支援について 安原昭博

57 過敏性のある子供の
アセスメント2 小嶋悠紀

58 日記が書けない
 小野隆行

59 不器用への対応についての
健常と障害の違い 福田恵美子

37 原稿を執筆する際、兼業届は出さなければ
ならないのか Ⓐ 中井　光

50 理科 ３年「太陽の光を調べよう」の
基礎・基本 安藤京祐

51 理科 ３年「太陽の光を調べよう」の
主体的・対話的で深い学び 安藤京祐

52 道徳 「定義」を教え、「考え、議論する」
道徳授業を提案する 堀田和秀

53 英語 「小学校の思い出について伝え合おう」
過去形の指導 永住若菜

54 体育 中学校の跳び箱授業
 横田泰紀

55 英語 できない子ができるようになる
工夫をし続ける 森田健雄

26 特別連載
新時代の学校物語 20
芸術の秋に思う 向山行雄

28 オピニオン
今、教育界で起こっていること
SDGsの授業プラン（その３）
 谷　和樹

30 向山洋一が教育界に
創ってきたもの
「全市全郡に法則化サークルを作る」
という前代未聞の発想 吉川廣二

19 対比・象徴・討論によって
主題へ迫る 田丸義明

20 資料集作業とノート指導で
テストは平均10点上がる 川原雅樹

21 向山式サイクル図で森林を守り育てる
工夫を考えさせる「木育」の授業  塩谷直大

22 見開き２ページにまとめる
 小森栄治

23 たくさんかいた子を褒めて
観察に熱中させる  上木朋子

24 内容項目に沿った
偉人の金言を覚えさせる  林　健広

25 秋って不思議！
秋っていいな！  勇　和代

No.515CONTENTS 表紙：信吉 デジタル連動

できない子が熱中し
満点を取る指導
ー向山型指導法 ２・３学期教材 リニューアル最新版ー
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 1 向山洋一に聞く　教育Q&A　第３回
サークルで何をしたらいいのか
 A　向山洋一

 4 子供が変わる！　授業が変わる！
超凄腕　板書術・ノート術
子供が活躍！　思考の共有！
板書活用のコツ（算数編） 松島博昭

 6 大成功の絵画工作授業
擬人化して
多様なテーマを発想する  酒井臣吾

 8 教師の微差力
教科書とノート回収で
忘れ物防止 久野　歩

特別支援教育　専門家の視点＆全国で大人気
小嶋・小野二人の“特別支援教育の指導システム”

教師必読！ トラブルに巻き込まれないための予備知識

授業が激変！　TOSS指導法最前線

新しい時代の教育課題

授業技量向上の法則

75 ◆ TOSS 最新セミナー情報　手塚美和　
◆ 全国のTOSSサークル紹介　前田吉法／柴山佳月

76 ◆ 向山・谷日記　向山洋一／谷　和樹
80 ◆ 今月のデジタル・トークライン／次号予告／編集後記①本誌の内容の全部または一部を無断でインターネット等で転載することを禁じます。

②向山著作をはじ めとするTOSS関連論文を追試、その他の名目でインターネット上で
公開することも禁じます。③授業または研究等で必要な場合は、TOSS代表向山洋一ま
でご連絡下さい。④著作権法を無視し続けた場合には、法的措置を取らせて戴きます。

警
告

人気女性ライター
トークライン
だけの裏話

道標：教師としての高みを目指して

１
年

６
年

２
年

３
年

４
年

５
年

写真で解説！　一目で分かる指導のコツ

[国算]　現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問

「基礎・基本の授業例」と
「主体的・対話的で深い学びの授業例」

新学習指導要領対応　道徳・英語の授業実践

中学校の授業実践

デジタル・トークライン　http://talkline.tos-land.net
大好評の「お悩み解決!　谷編集長の5min.アンサー」。今月のテーマは「入門期の国語授業」です。
その他、必見・必聴の動画や画像、音声を本誌読者に限定公開中!　本誌連動の画像も満載です。

特集

₁12019
月号



子供が変わる！　
授業が変わる！

超
凄
腕

板書術 ノート術・
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で解説！　一目で分かる指導のコツ写真

松ま
つ

島し
ま 

博ひ
ろ

昭あ
き

群
馬
県
太
田
市
立
沢
野
小
学
校

問
題
の
難
易
度
・
実
態
か
ら
考
え
る
板
書

　

黒
板
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
毎
時
間
同
じ
で
は
な

い
。

　

問
題
の
難
易
度
は
子
供
の
実
態
に
よ
っ
て
変

え
る
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、

「
板
書
が
考
え
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
か
」「
時
間

差
が
で
き
す
ぎ
な
い
か
」
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
、「
い
つ
」「
何
を
」
書
か
せ
る

の
か
を
考
え
、
板
書
を
計
画
す
る
。

　

基
本
は
、
黒
板
を
八
等
分
す
る
。
八
問
違
う

問
題
を
や
る
場
合
も
あ
る
が
、
計
算
が
速
い
子

と
遅
い
子
で
の
時
間
差
が
で
き
な
い
よ
う
、
半

分
の
四
問
に
分
け
、
同
じ
問
題
を
二
問
ず
つ
書

か
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
や
り
方
が
分
か
ら
な
い

場
合
、
黒
板
を
ヒ

ン
ト
に
や
っ
て
も

よ
い
こ
と
を
伝
え

る
。

　

上
図
は
、
問
題

が
六
問
あ
る
場

合
。

　

一
番
は
全
員
で

や
り
方
を
確
認
。

「
二
番
が
で
き
た

ら
持
っ
て
来
な
さ

い
」

と
言
い
教
師
が

ノ
ー
ト
に
丸
を
付

け
る
。

　

正
解
し
た
子
は

残
り
の
四
問
の
問
題
に
取
り
組
む
。
全
部
の
問

題
が
解
け
た
子
か
ら
板
書
さ
せ
て
い
く
。
板
書

し
た
子
が
式
、
答
え
を
発
表
し
丸
付
け
。
ノ
ー

ト
に
自
分
で
丸
を
付
け
さ
せ
る
。

「
全
部
で
き
た
ら
花
丸
」

と
伝
え
、
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
。
こ
の
間
に
ま

だ
六
問
終
わ
っ
て
い
な
い
子
を
待
つ
。
全
員
が

で
き
た
こ
と
を
確
認
し
、
次
の
問
題
に
進
む
。

全
員
が
で
き
て
い
る
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

様
々
な
板
書
レ
イ
ア
ウ
ト
を
紹
介
す
る
。

子
供
が
活
躍
！
　
思
考
の
共
有
！

板
書
活
用
の
コ
ツ
（
算
数
編
）

子
供
た
ち
の
板
書
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

黒
板
に
い
つ
・
何
を
書
か
せ
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

＜１　左側にヒントを残す板書＞
　左側にやり方を示し、黒板に残す。単元の最初や難しい
問題のときに使う。
「Aの店と同じようにBの店もやってごらん」
と言って、問題に取り組ませる。

＜２　１問だけを扱う板書　その１＞
　１問だけを扱う場合である。
　全部やり方は同じであるが、難易度が高く時間差ができると判断したため、１問で確認した。
「数直線」「式・計算・答え」の全てを書かせると時間差が生まれるので、ポイントとなる「数直線」
ができたらノートチェックをし、板書をさせた。その結果、上段に数直線が８個ずらっと並ぶ。数直
線でつまずいている子は板書をヒントに数直線を書く。
　次に「式・計算・答え」ができた子が下段に板書する。だから、16名の名前が黒板にある。
　問題が難しい場合、スモールステップで板書を使って授業を進める。

＜３　１問だけを扱う板書　その２＞
　やり方を説明する問題など、問題を解く方法が違う場合に使う。
　実態を踏まえ、図を板書しても印刷した図を使ってもよいことにした（授業中、「図がかけない」と
キレる特別支援を要する子がいたため）。

＜４　より多くの考えを共有する板書＞
　たくさんの意見が出る問題。
　例えば「オリジナル問題を作ろう」などは、黒板を16等分する。
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で解説！　一目で分かる指導のコツ写真
絵画工作授業大成功の絵画工作授業

　

左
の
Ｅ
を
よ
く
見
る
と
、
猫
や
木
の
蛍
光
レ

モ
ン
の
縁
取
り
が
月
の
光
を
生
か
し
て
美
し
い
。

　

こ
れ
は
、
意
識
的
に
縁
の
レ
モ
ン
色
を
残
し

た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
夜
空
は
、
藍
色
か
ポ
ス

タ
ー
カ
ラ
ー
の
ブ
ル
ジ
ャ
ン
ブ
ル
ー
も
い
い
。

　

蛍
光
レ
モ
ン
で
大
中
小
の
星
を
ち
り
ば
め
る

と
、
夢
の
よ
う
な
美
し
い
画
面
に
な
る
。

　

後
ろ
の
二
匹
の
猫
が
ち
ょ
っ
か
い
を
出
し
て

い
る
な
ど
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
遊
び
心
。

　

ま
ず
、
Ａ
の
よ
う
に
、
猫
や
後
ろ
の
林
を
描

き
、
描
線
の
外
側
の
縁
を
蛍
光
レ
モ
ン
の
絵
の

具
で
し
っ
か
り
と
な
ぞ
る
。
こ
の
な
ぞ
り
が
後

で
生
き
て
く
る
の
で
、
丁
寧
に
、
し
か
も
濃
い

め
に
な
ぞ
る
こ
と
。

　

次
に
、
Ｂ
の
よ
う
に
、
ド
ロ
ド
ロ
気
味
の
黒

い
絵
の
具
で
猫
を
し
っ
か
り
と
塗
る
。
失
敗
が

あ
っ
た
ら
、
乾
く
ま
で
待
っ
て
か
ら
修
正
す
る
。

　

最
後
は
Ｃ
の
よ
う
に
、
草
原
と
山
と
夜
空
を

塗
っ
て
完
成
。
草
原
は
黄
緑
に
少
し
蛍
光
レ
モ

ン
を
混
ぜ
て
塗
る
と
、
月
夜
の
美
し
さ
が
出
る
。

　

目
は
蛍
光
レ
モ
ン
の
周
囲
を
少
し
黄
緑
で
ぼ

か
す
と
、
よ
り
明
る
く
見
え
る
。

　

最
後
に
青
色
系
の
色
で
影
を
付
け
る
と
、
一

層
画
面
が
引
き
立
つ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
足
元

だ
け
に
し
て
、
し
つ
こ
く
な
ら
な
い
こ
と
。

擬
人
化
し
て
多
様
な
テ
ー
マ
を
発
想
す
る

蛍
光
絵
の
具
の
明
る
さ
と
黒
の
絵
の
具
で
、
色
彩
対
比
を
学
ぼ
う
。

　
初
心
者
の
た
め
の

　
　
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

　

先
生
、
こ
こ
失
敗
し
ち
ゃ
っ
た
！　

と

言
わ
れ
た
と
き
、
ど
う
対
応
す
る
か
。

　

一
～
四
の
中
か
ら
選
ん
で
み
て
ほ
し
い
。

一
、
絵
の
具
・
修
正
液
な
ど
で
消
す
方

法
を
教
え
る
。

二
、
そ
の
部
分
に
同
じ
用
紙
を
貼
り
付

け
て
、
描
き
直
す
こ
と
を
教
え
る
。

三
、
そ
の
部
分
を
切
り
取
っ
て
、
裏
か

ら
同
じ
用
紙
を
貼
り
付
け
て
、
描
き

直
す
方
法
を
教
え
る
。

四
、
そ
の
部
分
は
、
間
違
っ
て
い
な
い

こ
と
を
説
明
し
、
そ
の
部
分
の
生
か

し
方
を
教
え
る
。

　

正
解
は
四
。
子
供
た
ち
が
失
敗
し
た
と

言
う
場
合
の
九
割
は
失
敗
で
は
な
い
。

　

そ
こ
を
見
抜
く
目
を
鍛
え
、
そ
れ
を
生

か
す
指
導
が
で
き
る
力
を
付
け
て
ほ
し
い
。

酒さ
か

井い 

臣し
ん

吾ご

酒
井
式
描
画
指
導
法

目や口は大きめに描いておく。目鼻がつぶれたら乾いてから修正。

　目、鼻、口、手足は画面のポイントになるので、しっかりと
目立つように塗る。絵の具かポスカがよい。

　

こ
の
よ
う
な
参
考
作
品
を
見
せ
な
が
ら
、「
あ

な
た
が
黒
猫
た
ち
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
ら
、
ど

ん
な
遊
び
を
し
た
い
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い

に
答
え
さ
せ
る
形
で
授
業
を
進
め
る
と
よ
い
。

自
分
が
や
っ
て
み
た
い
遊
び
が
そ
の
ま
ま
絵
の

テ
ー
マ
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

私
の
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
―Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
ダ
イ
ア
リ
ー（
八

月
二
日
付
）
に
た
く
さ
ん
の
テ
ー
マ
が
紹
介
し

て
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　この絵も含めて全ての絵が、下方に猫がいて上方に夜空
という構図になっている。上の夜空は大切なので、なるべ
く省略は慎むこと。

　上のように、猫の手が人間の手のように描いてあるのは
擬人化のうま味である。これなら楽器も楽に演奏できる。
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微
差
力

の教 師写真 で解説！　一目で分かる指導のコツ

イラスト：井手本 美紀

教
科
書
と
ノ
ー
ト
回
収
で
忘
れ
物
防
止

特
別
支
援
を
要
す
る
子
を
、
叱
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

久く

野の 

歩あ
ゆ
む

東
京
都
目
黒
区
立
五
本
木
小
学
校

１
対
象
学
年
・
準
備
物

　

全
学
年
・
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
保
管
で
き
る

棚
や
段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
。

２ 

ア
イ
デ
ア
の
ね
ら
い 

　

書
写
や
道
徳
な
ど
、
家
で
の
復
習
が
必
要
の

な
い
教
科
は
、
授
業
が
終
わ
る
と
教
科
書
や

ノ
ー
ト
を
回
収
し
、
集
中
管
理
を
す
る
よ
う
に

す
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
の
忘
れ

物
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

回
収
は
、
毎
時
間
、
授
業
の
終
わ
り
に
、
子

供
た
ち
に
提
出
さ
せ
る
方
法
を
取
っ
て
い
る
。

子
供
た
ち
が
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
提
出
し
た
ら

授
業
終
了
と
す
る
。

　

ま
た
、
配
付
の
方
法
は
、
五
分
休
憩
の
と
き
、

当
番
に
配
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。こ
れ
に
よ
り
、

忘
れ
物
が
減
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
が
軽
く
な
る
た

め
、
子
供
た
ち
か
ら
も
好
評
だ
。

　

た
ま
に
し
か
使
わ
な
い
教
科
書
や
ノ
ー
ト

は
、
回
収
し
て
お
く
と
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん

あ
る
。

３ 

ポ
イ
ン
ト

　

保
管
場
所
に
も
限
り
が
あ
る
た
め
、
学
級
の

実
態
に
合
わ
せ
て
回
収
す
る
も
の
を
決
め
る
よ

う
に
す
る
。
保
管
場
所
を
決
め
て
お
く
と
、
当

番
に
管
理
な
ど
を
任
せ
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

ノ
ー
ト
を
回
収
し
て
お
く
と
、
空
い
た
時
間

に
評
価
を
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

４ 

実
践
前

「
家
に
持
ち
帰
っ
た
が
最
後
、
二
度
と
学
校
に

戻
っ
て
く
る
こ
と
が
な
い
」
と
い
う
忘
れ
物
の

仕
方
を
し
て
し
ま
う
子
は
、
ど
の
学
級
に
も
い

る
。

　

教
師
側
も
思
う
よ
う
に
授
業
が
で
き
ず
に
イ

ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
い
、忘
れ
た
子
供
も
毎
時
間
、

自
尊
感
情
を
傷
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
う
。

５ 

実
践
後

　

全
員
の
ノ
ー
ト
を
学
校
に
保
管
し
て
い
る
た

め
、
忘
れ
物
が
減
る
。
忘
れ
物
に
対
す
る
ス
ト

レ
ス
が
減
り
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
 ※
の
子
供
な
ど
、
忘

れ
物
を
し
や
す
い
症
状
を
も
つ
特
別
支
援
を
要

す
る
子
を
、
叱
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。
教
師
も
授
業
を
安
定

し
て
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

６ 

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
ア
ド
バ
イ
ス

「
保
護
者
か
ら
、
我
が
子
の
ノ
ー
ト
を
見
た
い

と
言
わ
れ
た
」「
授
業
時
間
内
に
課
題
が
終
わ

ら
ず
に
、
続
き
を
家
庭
で
行
い
た
い
」
な
ど
、

持
ち
帰
り
た
い
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
持
ち
帰

ら
せ
る
よ
う
に
す
る
。
学
級
で
保
管
し
て
い
る

の
で
、
個
人
面
談
や
保
護
者
会
な
ど
で
保
護
者

に
見
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
。

実践前

実践後

※ 

注
意
欠
如
・
多
動
症
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2019年

11月号
特集

ー向山型指導法 ２・３学期教材 リニューアル最新版ー

が

取る指導
子 熱中し
を

できない

を
きき いい子子子子子子子子子子で

き
な
い
子
が
熱
中
し
満
点
を
取
る
指
導
ー
向
山
型
指
導
法 

２
・
３
学
期
教
材 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
最
新
版
ー

特集

１

「
向
山
型
」
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
。

「
向
山
型
算
数
指
導
法
」
を
例
に
し
て
、
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

①
教
科
書
を
教
科
書
ど
お
り
に
教
え
る
指

導
法
。

②
市
販
テ
ス
ト
の
ク
ラ
ス
平
均
が
九
五
点

以
上
に
な
る
指
導
法
。

　

こ
の
二
つ
の
条
件
で
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

確
か
に
、「
向
山
型
算
数
指
導
法
」
で
は
こ

の
二
つ
が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
告
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
「
何
か

が
微
妙
に
違
う
」
と
い
う
感
覚
も
あ
る
よ
う
で

す
。

　

教
科
書
を
教
科
書
ど
お
り
に
教
え
て
い
る
つ

も
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
市
販
テ
ス
ト
の
ク
ラ
ス
平
均
も
だ

い
た
い
九
〇
～
九
五
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
何
か
が
違
う
の
で
す
。

　

向
山
洋
一
氏
は
別
の
条
件
も
示
し
て
い
ま
す
。

③
で
き
る
子
も
で
き
な
い
子
も
満
足
す
る

指
導
法
。

　

①
と
②
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
先

生
も
め
っ
た
に
い
ま
せ
ん
が
、
③
は
更
に
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

（
ア
）
指
導
を
極
限
ま
で
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
に
す
る
。

（
イ
）
活
動
を
重
ね
る
よ
う
に
、
ス
ピ
ー
ド

感
の
あ
る
指
示
を
す
る
。

（
ウ
）
教
科
書
の
ジ
ャ
ン
プ
を
見
抜
い
て
ブ

リ
ッ
ジ
を
架
け
る
。

（
エ
）
ノ
ー
ト
の
書
き
方
を
明
確
に
教
え
る
。

（
オ
）
一
時
間
に
一
回
は
、
全
員
の
ノ
ー
ト

に
教
師
が
◯
を
付
け
る
。

（
カ
）
早
い
子
に
「
意
味
の
あ
る
作
業
」
を

さ
せ
て
空
白
を
な
く
す
。

（
キ
）
で
き
る
子
が
知
的
に
満
足
す
る
「
奥

行
き
の
あ
る
」
問
題
を
出
せ
る
。

（
ク
）
そ
の
他
の
瞬
間
的
な
対
応
・
応
答
が

で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
向
山
氏
は
次
の
こ
と
も
述
べ
て
い

ま
す
。

④ 

全
て
の
子
が
、
教
科
書
の
問
題
を
全
て

ノ
ー
ト
に
解
い
て
あ
る
こ
と
。

⑤ 

教
師
が
全
て
の
子
の
ノ
ー
ト
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
る
こ
と
。２

　

こ
う
し
た
全
て
の
こ
と
が
十
分
に
ク
リ
ア
さ

れ
な
い
限
り
、「
向
山
型
」
に
は
近
づ
け
な
い

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
て
分
析
し
た
一
つ
一
つ

の
こ
と
が
あ
る
程
度
ク
リ
ア
さ
れ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
で
も
な
お
、
何
か
が
違
う
と
い
う
感
覚
が

残
り
ま
す
。

　

向
山
氏
の
授
業
と
は
、
何
か
ム
ー
ド
と
い
う

か
、
質
的
な
違
い
が
あ
る
気
が
す
る
の
で
す
。

・
自
分
の
授
業
は
ど
こ
か
形
式
的
な
感
じ

が
す
る
。

・
自
分
の
授
業
は
ど
こ
か
強
圧
的
な
感
じ

が
す
る
。

・
自
分
の
授
業
は
ど
こ
か
楽
し
さ
に
欠
け

て
い
る
。

・
自
分
の
授
業
は
ど
こ
か
子
供
に
冷
た
い
。

⋮

　

そ
う
い
っ
た
感
覚
が
ど
う
し
て
も
拭
え
な
い

わ
け
で
す
。

「
向
山
型
」
を
正
確
に
定
義
す
る
の
は
、
思
っ

た
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
と
私
は
考
え
ま
す
。

３

　

と
は
い
う
も
の
の
、
実
際
に
挑
戦
し
な
け
れ

ば
、
向
山
氏
の
授
業
で
実
現
さ
れ
て
い
た
「
教

室
の
事
実
」
に
近
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
向
山
型
に
挑
戦
す
る
た

め
に
実
際
に
教
室
で
実
行
で
き
る
、

超
具
体
的
な
ポ
イ
ン
ト

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
し
た
。

　

算
数
授
業
に
限
ら
ず
、
物
語
文
の
指
導
、
社

会
科
の
指
導
、
理
科
の
指
導
、
そ
し
て
道
徳
。

　

今
回
の
特
集
が
、
真
に
効
果
の
あ
る
指
導
を

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
本
誌
編
集
長　

谷	

和
樹
）

◆ 向山型算数指導法
 子供が算数授業に集中する３つの「中核技術」を徹底解説
 クラス平均95点をキープするためにプロがやっているこの手入れ
 この単元で多様な意見が出る ― 私の最新発問・指示例
 ２・３学期の難単元をビジュアルに理解させるノート例
◆ 向山型国語指導法
 学テＢタイプ問題でみんな正解する３つの「指導ポイント」
 漢字テストでどうしても満点が取れない子にはこう指導する
 この有名教材を新しい切り口で授業する ― 私の最新発問・指示例
 この教材で討論になる ― 私の最新発問・指示例
◆ 向山型社会指導法
 学期末まとめ ― この指導で知識が定着する
 この単元で子供が思考する ― 私の最新発問・指示例
◆ 向山・小森型理科指導法
 学期末まとめ ― この指導で知識が定着する
 観察単元を熱中する展開に ― 私の最新発問・指示例
◆ 道徳
 内容項目は「知識」の集合体
  ― 知識を意識させる発問・指示例
◆ 生活
 「語彙」を教えて見方・考え方が育つ
  ― お薦め発問・指示例

 この有名教材を新しい切り口で授業する ― 私の最新発問・指示例

イラスト：柳岡 紋佳
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１ 

言
葉
を
削
っ
た
心
地
良
い
テ
ン
ポ

　

う
ま
い
授
業
は
速
い
。
テ
ン
ポ
が
良
く
て
心
地
良
い
。

　

へ
た
な
授
業
は
遅
い
。
も
た
も
た
し
て
い
て
退
屈
だ
。

「
か
け
算
の
筆
算
」（
東
京
書
籍
・
三
年
下
）。
教
科
書
の

挿
絵
と
問
題
文
「
５
人
が
け
の
長
い
す
が
30
こ
あ
り
ま
す
。

全
部
で
何
人
す
わ
れ
ま
す
か
。」
こ
こ
を
ど
の
く
ら
い
の

時
間
を
掛
け
て
扱
う
か
。
私
は
模
擬
授
業
で
30
秒
だ
。

　

教
室
で
子
供
と
授
業
す
る
場
合
、
様
々
な
対
応
が
入
る

が
、　

基
本
的
に
サ
ラ
ッ
と
扱
う
。

２ 

教
え
て
言
わ
せ
て
褒
め
る

「
式
を
書
き
ま
し
ょ
う
」。
説
明
な
し
で
書
か
せ
る
。

「
そ
の
式
に
な
る
わ
け
が
い
え
る
か
な
」。
ス
ル
ー
し
て

も
よ
い
が
、扱
う
な
ら
ば
「
説
明
の
ま
つ
だ
く
ん
」
を
使
っ

て
、「
説
明
の
型
」
を
教
え
、
言
わ
せ
、
褒
め
る
。

３ 

基
本
型
か
ら
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し

　

５
×
30
の
基
本
型
と
な
る
「
説
明
」
は
教
科
書
に
載
っ

て
い
る
が
、
肝
心
の
式
が
な
い
。
な
い
な
ら
教
師
が
提
示

す
る
。
こ
こ
で
教
師
の
腕
が
問
わ
れ
る
。
深
い
教
材
研
究
、

で
き
な
い
子
供
の
間
違
い
を
分
析
し
た
授
業
実
践
の
積
み

重
ね
が
必
要
だ
。

　

私
が
教
え
た
基
本
型
は
右
下
の
図
だ
（
白
抜
き
数
字
は

赤
チ
ョ
ー
ク
）。

「
５
×
30
の
答
え
は
、
５
×
３
の
答
え
の

10
倍
だ
か
ら
、」

教
師
：
５
×
３
の
答
え
は
幾
つ
で
す
か
。

　

15
で
す
ね
。
赤
鉛
筆
で
15
。

「
15
の
右
に
０
を
１
こ
つ
け
た
数
に
な
り

ま
す
。」

教
師
：
15
の
右
に
黒
で
０
。

　

赤
い
数
字
が
際
立
つ
。
そ
の
10
倍
だ
か

ら
０
を
１
個
付
け
る
原
理
が
一
目
で
見

や
す
い
。

　

シ
ン
プ
ル
で
明
快
な
基
本
型
は
、
向
山

洋
一
氏
に
介
入
授
業
で
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

基
本
型
を
書
か
せ
、
追
い
読
み
を
さ

せ
、
言
わ
せ
て
み
る
。

　

子
供
の
四
割
は
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
。

「
念
の
た
め
」
３
×
20
を
同
じ
よ
う
に
言
わ
せ
る
。

「
念
に
は
念
を
入
れ
て
」
６
×
50
も
言
わ
せ
る
。

「
難
し
い
問
題
だ
ぞ
」
７
×
80
も
言
わ
せ
る
。

　

だ
ん
だ
ん
声
が
大
き
く
な
り
、
滑
ら
か
に
言
え
る
よ
う

に
な
る
。「
次
に
何
を
し
ま
す
か
」（
赤
で
56
と
書
き
ま

す
！
）
子
供
は
点
で
な
く
線
で
理
解
す
る
の
だ
。

（
詳
し
く
は
「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
の
映
像
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
）

※ 

太
字
は
、
教
科
書
の
文
。

で
き
な
い
子
が
熱
中
し
満
点
を
取
る
指
導
ー
向
山
型
指
導
法 

２
・
３
学
期
教
材 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
最
新
版
ー

「次に何をしますか」に
子供が即答できるように、
「点」でなく「線」をつくれ
心地良いテンポ・教えて褒める・
変化のある繰り返し。

東京都・日本文化大學 講師

木
き

村
むら

 重
しげ

夫
お

向山型算数指導法
クラス平均95点を
キープするために
プロがやっている
この手入れ

向山型算数指導法
子供が算数授業に
集中する３つの
「中核技術」を
徹底解説

特集

　

子
供
た
ち
は
、
自
分
が
ど
の
問
題
が
で
き
て
い
て
、

ど
の
問
題
が
で
き
て
い
な
い
か
把
握
し
て
い
ま
す
か
？

　

こ
れ
は
、
算
数
の
テ
ス
ト
平
均
点
九
〇
点
、
九
五
点
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
極
め
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

　

教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
が
有
効
で
あ
る
。
教
科
書

チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
は
、
教
科
書
の
問
題
の
番
号
に
印
を

付
け
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。

　

で
き
た
問
題
に
は
、
で
き
た
印
（
／
）、
で
き
な
か
っ

た
問
題
に
は
で
き
な
か
っ
た
印
（

）
を
付
け
さ
せ
る
。

そ
し
て
、
で
き
な
か
っ
た
問
題
に
再
度
取
り
組
ま
せ
、
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
で
き
た
印
（
／
）
を
付
け
さ
せ
る
。

①
そ
の
都
度
確
認
す
る
。

　

「
教
科
書
に
で
き
た
印
・
で
き
な
か
っ
た
印
を
付
け
て

い
ま
す
か
？
」

　

私
は
ほ
ぼ
毎
時
間
、
右
記
の
よ
う
に
、
子
供
た
ち
に
確

認
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
四
月
に
教
科
書
チ
ェ
ッ
ク
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
指
導
は
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け

で
全
員
が
徹
底
で
き
る
わ
け
が
な
い
。
少
な
く
と
も
、
私

の
力
量
で
は
無
理
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
教
科
書
に
で
き

た
印
・
で
き
な
か
っ
た
印
を
付
け
て
い
ま
す
か
？
」
と
聞
く
。

「
あ
っ
、
忘
れ
て
い
た
！
」
と
言
っ
て
、
慌
て
て
印
を
付

け
る
子
供
も
い
れ
ば
、
教
師
に
言
わ
れ
ず
と
も
印
を
付
け

て
い
る
子
供
も
い
る
。
教
師
に
言
わ
れ
ず
と
も
印
を
付
け

て
い
た
子
は
、「
算
数
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
習
慣
が
付

い
て
い
ま
す
ね
」
と
褒
め
る
。

②
授
業
時
間
内
に
、
再
度
、
で
き
な
か
っ
た
印
の
問
題
に

取
り
組
ま
せ
る
。

　

「
〇
分
時
間
が
余
り
ま
し
た
。
で
き
な
か
っ
た
印
の
問

題
を
も
う
一
度
解
き
な
さ
い
」

　

私
は
、
授
業
時
間
が
五
分
ほ
ど
余
る
よ
う
に
授
業
を
組

み
立
て
る
。
そ
の
上
で
、
余
っ
た
時
間
で
、
で
き
な
か
っ

た
印
の
問
題
に
再
度
取
り
組
ま
せ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、

確
実
に
教
科
書
の
全
て
の
問
題
に
で
き
た
印
が
付
く
よ
う

に
な
る
。

　

最
初
か
ら
全
て
の
問
題
に
正
解
し
て
い
た
子
供
に
は
、

「
今
日
や
っ
た
問
題
の
中
で
最
も
難
し
か
っ
た
と
思
う
問

題
に
再
度
取
り
組
み
な
さ
い
」
と
指
示
を
出
し
た
り
、
発

展
問
題
を
出
し
た
り
す
る
。

③
自
学
ノ
ー
ト
で
、
で
き
な
か
っ
た
印
の
問
題
に
取
り
組

ま
せ
る
。

　

「
で
き
な
か
っ
た
印
の
問
題
に
、
自
学
で
再
度
取
り
組

ん
で
き
な
さ
い
」

　

多
く
の
学
校
で
、
家
庭
学
習
で
の
自
学
が
奨
励
さ
れ
て

い
る
だ
ろ
う
。
私
は
、「
で
き
な
か
っ
た
印
の
問
題
に
、

自
学
で
再
度
取
り
組
ん
で
き
な
さ
い
。
算
数
の
力
が
も
の

す
ご
く
高
ま
り
ま
す
」
と
告
げ
る
。
当
然
、
や
っ
て
き
た

子
供
を
強
く
強
く
褒
め
る
。

高い定着率を実現させる
教科書チェックシステム
「教科書チェックシステム。これをしなければ、向山型算数は
骨抜きも同然である」2013年の向山型算数セミナーで
向山洋一氏が語ったことである。多くのTOSS教師が知っている
はずだが、本当に徹底できているかどうか？　
確実に徹底させるための３つの方法を紹介する。

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら
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１ 

ノ
ー
ト
は
思
考
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

　

算
数
の
文
章
題
に
臨
ん
で
、
授
業
で
書
い
た
ノ
ー
ト
が

頭
に
浮
か
ん
で
く
る
な
ら
ば
、
良
い
指
導
で
あ
る
。

　

頭
に
浮
か
ん
で
く
る
ノ
ー
ト
に
は
条
件
が
あ
る
。

①
型
が
あ
る

②
手
順
が
明
確
で
あ
る

③
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る

　

三
つ
の
条
件
を
備
え
た
ノ
ー
ト
は
、
子
供
が
再
現
を
し

や
す
い
。

　

算
数
が
得
意
な
子
も
そ
う
で
は
な
い
子
も
、
繰
り
返
し

教
え
た
と
お
り
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
。
繰
り
返
し
書
く

こ
と
で
、
頭
の
中
に
回
路
が
で
き
る
。
そ
の
単
元
の
文
章

問
題
に
特
化
し
た
回
路
だ
。
こ
の
回
路
が
、
算
数
科
に
お

け
る
い
わ
ゆ
る
「
考
え
方
」
で
あ
る
。「
考
え
方
」
と
は
、

何
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
出
て
く
る
ひ
ら
め
き
と
は
違
う
。

　

回
路
は
、
単
元
ご
と
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
。
蓄
積
さ
れ

た
回
路
同
士
は
、つ
な
が
り
あ
い
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
っ

て
い
く
。
強
大
な
回
路
で
あ
る
。
こ
の
強
大
な
回
路
が
、

思
考
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ノ
ー
ト
指
導
は
、
考
え
方
の
指

導
で
あ
る
。

　

一
旦
で
き
た
回
路
は
、
強
固
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
、
よ
く
よ
く
考
え
て
ノ
ー
ト
紙
面
を
完
成
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２ 

ノ
ー
ト
指
導
の
原
則

　

ノ
ー
ト
指
導
に
際
し
て
心
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

⑴
単
元
を
貫
く
型
を
決
め
よ

⑵
丁
寧
に
作
業
さ
せ
よ

　

型
は
、
問
題
ご
と
に
変
化
さ
せ
る
と
回
路
に
な
ら
な
い
。

　

一
旦
教
え
た
な
ら
ば
、
単
元
の
最
後
ま
で
そ
の
型
を
貫

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
教
え
た
と
お
り
に
解
き
な
さ

い
」
と
。

　

貫
く
型
を
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
作
業
は
、
丁
寧
に
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
丁
寧
な
ノ
ー
ト
で
な
け
れ
ば
、
頭

に
浮
か
ば
な
い
。
丁
寧
と
は
、
具
体
的
に
は
、「
定
規
を

使
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

小
学
校
算
数
最
難
関
「
割
合
」
の
ノ
ー
ト
は
、
次
の
よ

う
に
な
る
。

①
解
き
方
が
三
つ
以
上
あ
る
。

②
一
つ
目
の
問
題
は
自
分
で
解
く
が
、
二
つ
目
以
降

は
友
達
や
班
と
協
力
し
て
考
え
て
も
よ
い
。

　

算
数
で
多
様
な
意
見
が
出
る
条
件
は
、
大
き
く
二
つ
。

　

①
は
当
た
り
前
だ
が
、
②
が
意
外
と
大
事
だ
。「
友
達

や
班
と
協
力
し
て
考
え
て
も
よ
い
」
と
し
な
い
と
、
勉
強

が
苦
手
な
子
は
何
も
出
て
こ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
意
欲
が

下
が
る
。

　

二
つ
の
条
件

を
満
た
す
単
元

は
、
基
本
図
形

単
元
だ
。
計
算

領
域
で
解
き
方

が
三
つ
以
上
あ

る
も
の
は
少
な

い
。
十
一
月
教

材
。
四
年
生
な

ら
ば
何
か
。
複

雑
な
形
の
面
積

の
求
め
方
が
ふ

さ
わ
し
い
。

⑴
「
こ
の
形
の
面
積
を
求
め
ま
す
」

「
ノ
ー
ト
に
か
き
ま
す
」（
少
し
ず
つ
、
か
か
せ
る
）

⑵
「
ノ
ー
ト
に
、
先
生
が
一
目
見
て
分
か
る
よ
う
に
、

解
い
て
持
っ
て
来
な
さ
い
」

　

※
少
し
し
て
「
図
、式
、答
え
を
入
れ
な
さ
い
」と
言
う
。

⑶ （
持
っ
て
く
る
子
が
数
名
出
て
く
る
の
で
）
点
数
を
付

け
る
。
図
、
式
、
途
中
式
、
答
え
、
説
明
が
入
っ
て
い

れ
ば
一
〇
〇
点
で
、
次
の
解
き
方
を
考
え
さ
せ
る
。

　

※
八
〇
点
以
上
で
次
の
解
き
方
を
さ
せ
る
こ
と
も
あ
る
。

⑷
二
つ
目
が
で
き
た
子
は
黒
板
に
か
く
。
二
人
ぐ
ら
い
。

　

※
勉
強
が
苦
手
な
子
に
は
、
写
し
て
よ
い
と
指
示
。

⑸
三
つ
目
が
で
き
た
子
は
新
た
な
解
き
方
を
黒
板
に
か
く
。

　

※
三
つ
目
以
降
は
、
隣
や
班
で
考
え
さ
せ
て
も
よ
い
。

⑹
一
つ
目
が
全
員
で
き
て
い
て
、
解
き
方
が
黒
板
に
四
つ

以
上
あ
れ
ば
、
答
え
合
わ
せ
を
す
る
。
発
表
を
聞
く
。

※
解
き
方
が
三
つ
以
上
な
い
子
は
写
す
。

⑺
時
間
が
あ
れ
ば
、
更
に
ほ
か
の
解
き
方
を
考
え
さ
せ
る
。

　

※
こ
の
問
題
は
、
七
つ
は
解
き
方
が
存
在
す
る
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
で
多
様
な
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
る
。

で
き
な
い
子
が
熱
中
し
満
点
を
取
る
指
導
ー
向
山
型
指
導
法 

２
・
３
学
期
教
材 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
最
新
版
ー

ノート作業をきっちり丁寧に
させれば、どんな子でも
算数はできるようになる

「きっちり」とは、教えたとおりにさせるということである。
「割合」のノート作業手順を動画にしてアップしている
（https://youtu.be/vvwbdZOcw1Y）。
参考にしていただきたい。

条件を押さえた上で
「先生が一目見て分かるように、
解いて持って来なさい」を使おう
向山洋一氏の発問と流れをうまく使いこなすと、
子供は喜んで勢いよく多様な意見を出す。
そのための条件は、大まかに言って２つある。
東京書籍・４年下・p.19山口県下関市立楢崎小学校

河
かわ

田
た

 孝
たか

文
ふみ

大阪府箕面市立豊川北小学校

山
やま

本
もと

 東
はる

矢
や

向山型算数指導法
２・３学期の難単元
をビジュアルに
理解させるノート例

向山型算数指導法
この単元で多様な
意見が出る ― 
私の最新発問・
指示例

特集

※教科書をもとにかき起こしました。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

基本の３つ

複雑な４つ
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で
き
な
い
子
が
熱
中
し
満
点
を
取
る
指
導
ー
向
山
型
指
導
法 

２
・
３
学
期
教
材 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
最
新
版
ー

向山型国語指導法
漢字テストでどう
しても満点が取れ
ない子にはこう
指導する

向山型国語指導法
学テＢタイプ問題
でみんな正解する
３つの「指導
ポイント」

特集

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
供
の
中
に
は
、
漢
字
の
苦
手
な
子

供
は
多
い
。
し
か
し
、
漢
字
指
導
を
見
て
い
る
と
、
大
切

な
ポ
イ
ン
ト
を
外
し
て
い
る
先
生
も
多
い
。

　

特
に
向
山
型
漢
字
指
導
で
は
「
ゆ
び
書
き
」
を
ど
の
よ

う
に
指
導
す
る
か
で
成
果
が
大
き
く
変
わ
る
。

ポ
イ
ン
ト
１　

爪
で
書
か
せ
ず
、
指
の
腹
で
書
か
せ
る

　

教
室
の
映
像
な
ど
を
見
る
と
、
子
供
た
ち
の
ゆ
び
書
き

の
パ
ー
ツ
で
「
カ
ツ
、
カ
ツ
」
と
音
が
聞
こ
え
る
こ
と
が

あ
る
。
写
真
①
の
よ
う
に
「
爪
」
で
書
い
て
し
ま
っ
て
い

る
の
だ
。

　

そ
こ
で
、
写
真
②
の
よ
う
に

「
人
差
し
指
の
お
腹
で
書
く
ん
で
す
よ
」

と
指
示
を
す
る
。

　

指
は
多
く
の
脳
部
位
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
。
爪
で
は
入
力
さ
れ
に
く
い
刺
激
が
、
ち
ゃ

ん
と
脳
に
伝
わ
っ
て
い
く
。

ポ
イ
ン
ト
２
「
シ
ャ
ッ
シ
ャ
ッ
」
で
は
な
く
、

「
グ
ッ
と
止
め
て
書
く
」

　

指
先
が
流
れ
て
し
ま
う
、「
シ
ャ
ッ
シ
ャ
ッ
」
と
い
う

書
き
方
で
は
筆
順
を
覚
え
に
く
い
。

　

そ
う
で
は
な
く
、「
止
め
」
の
部
分
で
「
グ
ッ
と
止
め

て
書
く
」
ゆ
び
書
き
を
さ
せ
る
。

　

す
る
と
、
机
の
上
に
書
く
文
字
が
、
正
確
な
形
に
な
る
。

筆
順
と
と
も
に
正
確
な
「
形
の
認
識
」
を
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
。

ポ
イ
ン
ト
３　

鉛
筆
を
持
つ
タ
イ
ミ
ン
グ

　

ゆ
び
書
き
で
覚
え
て
い
な
い
の
に
、
鉛
筆
を
持
っ
て
し

ま
う
子
供
も
多
い
。

　

そ
こ
で
次
の
よ
う
に
教
え
る
。

　

ゆ
び
書
き
を
す
る
と
、
最
初
の
段
階
で
は
、
写
真
③
と

同
じ
よ
う
に
「
ス
キ
ル
の
書
き
順
」
の
部
分
に
目
が
い
っ

て
い
る
。

　

慣
れ
て
く
る
と
、
写
真
④
の
よ
う
に
「
自
分
の
指
」
に

目
線
を
落
と
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、

ま
だ
こ
こ
で
鉛
筆
を
持
た
せ
て
は
い
け
な
い
。

　

写
真
⑤
の
よ
う
に
「
ス
キ
ル
」「
自
分
の
指
」
か
ら
目

線
を
外
し
て
書
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
持
っ
て
い
い
と
教

え
る
。

　

こ
れ
が
「
頭
の
中
に
文
字
が
浮
か
ぶ
」
状
態
で
あ
る
。

 

四
つ
の
作
業
で
み
ん
な
同
じ
答
え
に
な
る

　

全
国
学
テ
Ｂ
タ
イ
プ
問
題
で
の
最
難
関
は
、
記
述
式
問

題
だ
。
今
年
実
施
さ
れ
た
問
題
で
正
答
率
が
最
低
だ
っ
た

の
は
、
大
問
１
の
記
述
式
問
題
だ
っ
た
。
正
答
は
、
二
八
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
。
お
よ
そ
七
十
万
人
の
六
年
生
は
、
０
点

だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

私
が
開
発
し
た
向
山
型
「
国
語
Ｂ
問
題
」
指
導
法
で
解

く
と
全
員
の
答
え
が
同
じ
に
な
る
。
今
年
の
サ
マ
ー
セ
ミ

ナ
ー
で
は
、
参
加
者
千
名
全
員
の
答
え
が
一
字
一
句
同
じ

に
な
っ
た
。

　

指
導
は
、
四
つ
の
作
業
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。

　

作
業
一　

丸
で
囲
む

　

作
業
二　

線
で
結
ぶ

　

作
業
三　

エ
ア
ー
ラ
イ
ン

　

作
業
四　

＋
α
（
①
題
名　

②
条
件
）

　

以
下
に
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

ポ
イ
ン
ト
１　

題
名
を
書
く

　

記
述
式
問
題
は
、
僅
か
三
行
程
度
の
作
文
で
あ
る
。
し

か
し
、
子
供
た
ち
は
、
作
文
の
基
本
中
の
基
本
で
あ
る
、

何
を
書
く
の
か
と
い
う
「
題
名
」
が
曖
昧
な
の
だ
。

　

題
名
は
、「
設
問
」
の
中
か
「
条
件
」
の
中
に
書
い
て

あ
る
。
そ
れ
を
見
付
け
て
、
マ
ス
目
の
上
に
視
写
さ
せ
る
。

こ
れ
で
、書
く
べ
き
こ
と
が
ぶ
れ
な
く
な
り
、資
料
に
戻
っ

て
何
を
見
付
け
れ
ば
よ
い
か
が
明
確
に
な
る
。

ポ
イ
ン
ト
２　

段
落
番
号
を
書
く

　

全
国
学
テ
の
記
述
問
題
は
、
本
文
か
ら
「
答
え
を
見
付

け
て
写
す
」
と
い
う
の
が
原
理
だ
。
実
に
シ
ン
プ
ル
で
あ

る
。
本
文
か
ら
答
え
を
見
付
け
る
と
き
に
、
該
当
す
る
文

章
を
読
み
、
段
落
の
番
号
を
書
か
せ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、「
答
え
は
何
段
落
に
書
い
て
あ
る
の
か
」
と

い
う
思
考
法
に
な
る
。
三
段
落
で
あ
れ
ば
、
三
択
問
題
へ

と
変
化
す
る
。
こ
れ
な
ら
子
供
た
ち
も
解
こ
う
と
い
う
意

欲
が
湧
く
。

ポ
イ
ン
ト
３　

文
を
整
え
る

「
答
え
を
見
付
け
て
写
す
」
こ
と
が
原
理
だ
と
書
い
た
。

言
語
感
覚
の
優
れ
た
子
供
は
、
見
付
け
た
答
え
を
日
本
語

と
し
て
修
正
し
な
が
ら
写
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

そ
う
で
な
い
子
供
も
い
る
。
そ
こ
で
、
私
は
「
文
を
整
え

る
」
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
導
入
し
た
。
通
常
二
か
所
あ
る

答
え
を
一
文
で
答
え
る
と
き
に
は
、
助
詞
が
重
要
と
な
り
、

二
文
で
答
え
る
と
き
に
は
、接
続
詞
が
重
要
と
な
る
。「
文

を
整
え
る
」
の
原
則
は
、
必
要
な
い
言
葉
を
削
る
と
い
う

作
業
だ
。

「ゆび書き」のポイントを
しっかりと押さえて指導をする
「指の腹で止めて書く」「目線で鉛筆を持つタイミングを教える」

最難関記述式問題を解く
魔法の指導
「題名を書く」「段落番号を書く」「文を整える」で
どの子も同じ答えになる。

長野県長野市立川田小学校

小
こ

嶋
じま

 悠
ゆう

紀
き

熊本県相良村立相良南小学校

椿
つばき

原
はら

 正
まさ

和
かず

③

④

⑤

①
②
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１ 

対
比
・
象
徴
・
主
題

　
死
に
近
き
母
に
添
寝
の
し
ん
し
ん
と
遠
田
の
か
は

ず
天
に
聞
こ
ゆ
る 

（
斎
藤
茂
吉
）

　

何
度
か
音
読
を
さ
せ
、
言
葉
の
確
認
を
行
う
。

「
し
ん
し
ん
」
と
は
静
か
な
様
子
の
こ
と
、「
か
は
ず
」

と
は
か
え
る
の
こ
と
、
な
ど
を
確
認
し
た
。

　

対
比
さ
れ
て
い
る
も
の
を
ノ
ー
ト
に
書
き
出
し
ま
す
。

　

死　

︱　

天　
　
　
　
　

添
寝　

︱　

遠
田

　

母　

︱　

か
は
ず　
　
　

し
ん
し
ん　

︱　

聞
こ
ゆ
る

　

近
き　

︱　

遠
（
き
）

　

こ
の
句
を
絵
に
表
し
ま
す
。

　

家
が
あ
り
、
母
と
話
者
が
い
る
こ
と
、
外
で
は
田
か
ら

の
か
え
る
の
声
が
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

か
え
る
は
何
を
象
徴
し
て
い
ま
す
か
。

　

絵
に
表
す
こ
と
で
、
対
比
さ
れ
て
い
る
も
の
の
イ
メ
ー

ジ
が
浮
か
び
や
す
く
な
る
。
死
に
近
い
母
に
対
し
て
、
鳴

い
て
い
る
か
え
る
は
、「
生
」
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

死　

︱　

生

　

こ
の
句
は
、
死
と
生
の
ど
ち
ら
を
言
い
た
か
っ
た

の
で
す
か
。

　

白
は
白
だ
け
の
中
で
は
表
れ
ず
、
黒
が
あ
る
か
ら
白
が

表
れ
て
く
る
こ
と
を
話
し
、
こ
の
句
で
は
、
死
と
生
の
、

ど
ち
ら
を
言
い
た
い
が
た
め
に
対
比
し
た
の
か
を
問
う
た
。

　

討
論
を
通
し
て
、
句
の
主
題
へ
と
迫
る
こ
と
が
で
き
た
。

２ 

ほ
か
の
教
材
で
も
活
用
で
き
る

　

先
ほ
ど
の
授
業
で
扱
っ
た
対
比
・
象
徴
・
主
題
を
変
化

さ
せ
る
と
、
ほ
か
の
教
材
で
も
授
業
が
で
き
る
。

「
一
つ
の
花
」
で
は
、
次
の
よ
う
に
指
示
・
発
問
す
る
。

・
対
比
さ
れ
て
い
る
も
の
を
ノ
ー
ト
に
書
き
出
し
ま
す
。

・
こ
れ
ら
の
中
で
、
最
も
重
要
な
対
比
は
ど
れ
で
す
か
。

　

ま
た
、
そ
の
理
由
は
何
で
す
か
。

　

討
論
を
す
る
と
、
次
の
二
つ
に
絞
ら
れ
る
。

　

一
つ
だ
け　

︱　

み
ん
な
ち
ょ
う
だ
い　

　

一
輪
の
コ
ス
モ
ス　

︱　

い
っ
ぱ
い
の
コ
ス
モ
ス

　

一
つ
、
一
輪
は
何
を
象
徴

し
て
い
ま
す
か
。

「
幸
せ
」
と
な
る
。

発
問
1	

か
け
よ
っ
て
行
く
時
、
兵
十
は
何
を
考
え

ま
し
た
か
 ※
。

「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
つ
い
て
高
校
生
に
発
問
1
を
投
げ

掛
け
た
。
す
る
と
、「
ご
ん
は
生
き
て
い
る
か
な
」「
ご
ん

の
傷
は
ど
れ
ぐ
ら
い
か
な
」
と
い
う
回
答
が
出
た
。

　

黒
板
に
「
ご
ん
は
ど
う
な
っ
た
か
と
い
う
こ
と
」
と
書

き
、「
お
お
む
ね
、
こ
の
意
見
に
賛
成
の
人
？
」
と
聞
い
た
。

大
部
分
が
手
を
挙
げ
た
。「
ど
こ
に
そ
う
書
い
て
あ
る
か

探
し
な
さ
い
」
と
指
示
し
た
。
生
徒
は
答
え
ら
れ
な
い
。

説
明	

書
い
て
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
答
え
る
の
が
国

語
で
す
。
正
解
は
「
分
か
り
ま
せ
ん
」
で
す
。

　

そ
し
て
次
の
詩
を
提
示
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

名
乗
る
ほ
ど
の
者
で
は
な
い

伊
藤
芳
博

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
恐
喝
が
あ
っ
た

そ
れ
を
止
め
て

丸
く
収
め
た
高
校
生
が
い
た
と
い
う
こ
と
だ

彼
は
店
主
に
名
前
を
聞
か
れ
る
と

「
名
乗
る
ほ
ど
の
者
で
は
な
い
」
と
だ
け
言
っ
て

そ
そ
く
さ
と
立
ち
去
っ
た
そ
う
だ

し
か
し　

感
激
し
た
店
主
に
よ
っ
て

す
ぐ
に
彼
の
身
元
は
判
明
し

本
校
の
２
年
生
の
生
徒　

小
山
君
だ
と
分
か
っ
た

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が

（
言
う
必
要
が
あ
っ
て
言
え
ば
）

本
県
で
は
高
校
生
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
出
入
り
は
禁
止
さ

れ
て
い
る

「
名
乗
る
ほ
ど
の
者
で
は
な
い
」
だ
な
ん
て

実
は
名
乗
れ
な
か
っ
た
ん
だ

本
校
の
生
徒
指
導
担
当
で
あ
る
僕
は

こ
の
話
が
大
い
に
好
き
だ

＊
著
作
権
の
都
合
上
、
こ
れ
以
降
は
省
略
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

発
問
2	

な
ぜ
僕
は
こ
の
話
が
大
い
に
好
き
な
の
で

す
か
。

　

中
学
入
試
問
題
に
は
、
こ
の
よ
う
な
発
問
が
多
い
。
も

ち
ろ
ん
「
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
い
う
答
え
が
出
る
。

指
示	

こ
の
問
題
は
、
ど
こ
に
そ
う
書
い
て
あ
る
の

か
、
根
拠
と
な
る
部
分
が
あ
り
ま
せ
ん
。
答
え
に

根
拠
が
あ
る
問
題
を
自
分
た
ち
で
作
り
な
さ
い
。

　

生
徒
が
問
題
を
作
っ
た
後
、
見
本
と
し
て
入
試
問
題
と

模
範
解
答
を
見
せ
る
。
面
白
い
こ
と
が
起
こ
る
。
向
山
実

践
は
入
試
の
観
点
か
ら
切
り
取
れ
る
。

※ 

『
子
ど
も
が
論
理
的
に
考
え
る
！

＂楽
し
い
国
語
＂
授
業
の
法
則
』

 

（
向
山
洋
一
著　

学
芸
み
ら
い
社
）

で
き
な
い
子
が
熱
中
し
満
点
を
取
る
指
導
ー
向
山
型
指
導
法 

２
・
３
学
期
教
材 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
最
新
版
ー

対比・象徴・討論によって
主題へ迫る
討論をする中で、象徴されているものや、
主題につながる意見が出てくる。

「ごんぎつね」を中学入試という
「新たな切り口」で授業する
「書いていないことを問う入試問題」が「国語の答えは
一つに決まらない」という誤解を生んでいる。
「類推」という美辞麗句に酔わず、「書いてあることを
正確に読む向山実践」こそが子供の真の国語学力を伸ばす。

神奈川県川崎市立大谷戸小学校

田
た

丸
まる

 義
よし

明
あき

東京都立八王子東高等学校

鈴
すず

木
き

 良
よし

幸
ゆき

向山型国語指導法
この教材で討論に
なる ― 私の最新
発問・指示例

向山型国語指導法
この有名教材を
新しい切り口で
授業する ― 
私の最新発問・
指示例

特集
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発
問
1	

日
本
の
森
林
は
現
在
、
増
え
て
い
ま
す
か
。

減
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
と
も
変
化
な
し
で
す
か
。

　

予
想
し
て
挙
手
さ
せ
る
。
林
野
庁
が
公
開
し
て
い
る

「
日
本
の
森
林
面
積
の
推
移
」
と
い
う
資
料
を
提
示
す
る
。

面
積
（
広
さ
）
に
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

森
林
蓄
積
（
生
長
し
た
量
を
体
積
で
表
し
た
も
の
）
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。
上
の

よ
う
な
グ
ラ
フ
を
提

示
す
る
。
森
林
蓄
積

は
、
人
工
林
を
中
心

に
毎
年
お
よ
そ
八
千

万
立
方
メ
ー
ト
ル
ず

つ
増
え
て
い
る
。
一

秒
で
ト
ラ
ッ
ク
一
台

分
、
八
秒
で
家
一
軒

分
の
森
林
が
増
え
て

い
る
。
子
供
た
ち
か

ら
驚
き
の
声
が
上
が
る
。
さ
ら
に
「
国
産
木
材
利
用
量
の

変
化
」
と
い
う
資
料
を
提
示
す
る
。
量
は
増
え
て
い
る
の

に
、
木
材
自
体
は
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
つ
ま

り
日
本
の
森
林
は
生
長
し
た
木
が
大
量
に
余
っ
て
い
て
、

そ
の
手
入
れ
も
行
わ
れ
て
い
な
い
飽
和
状
態
な
の
だ
。

発
問
2	

こ
の
状
況
が
続
く
と
、
日
本
の
森
林
は
ど

う
な
る
と
思
い
ま
す
か
。

　

山
は
荒
れ
果
て
、
環
境
破
壊
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。

何
が
原
因
な
の
か
。
子
供
た
ち
に
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
を

渡
し
、
調
べ
学
習
を
さ
せ
る
。
林
業
の
仕
事
を
一
つ
ず
つ

メ
モ
に
書
か
せ
る
。
そ
れ
を
、
仕
事
が
行
わ
れ
る
順
番
に

矢
印
で
結
ば
せ
る
。
向
山
実
践
の
サ
イ
ク
ル
図
の
よ
う
に

循
環
し
て
い
る
形
に
な
る
。

発
問
3	

サ
イ
ク
ル
図
の
中
で
「
プ
ッ
ツ
ン
」
し
て

い
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
で
す
か
。
バ
ツ
を
付
け
な
さ
い
。

　

多
く
の
子
が
「
伐
採
す
る
」「
利
用
す
る
」
の
間
に
バ

ツ
を
か
き
入
れ
て
い
た
。
理
由
を
発
表
さ
せ
る
と
「
利
用

さ
れ
な
い
か
ら
、
木
を
切
ら
な
い
ん
だ
」「
木
を
た
く
さ

ん
使
え
ば
い
い
ん
だ
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

学
習
の
最
後
に
、
欧
州
で
開
発
さ
れ
た
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ
 ※
工
法
」

を
紹
介
す
る
。
板
を
直
交
す
る
よ
う
に
張
り
合
わ
せ
た
厚

型
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
工
法
で
あ
る
。
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た
建

築
は
地
震
に
も
強
く
、
海
外
で
は
木
造
の
ビ
ル
な
ど
も
作

ら
れ
て
い
る
。
日
本
で
も
林
野
庁
を
中
心
に
推
進
し
て
い

る
こ
と
を
教
え
る
と
、
子
供
た
ち
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
た
。

　

社
会
科
で
ど
ん
な
に
楽
し
い
授
業
を
し
て
も
、
テ
ス
ト

の
点
が
悪
い
と
子
供
は
社
会
科
が
嫌
い
に
な
る
。

１　

資
料
集
の
作
業
ペ
ー
ジ
を
必
ず
や
ら
せ
る
。

２　

ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
テ
ス
ト
を
さ
せ
る
。

　

こ
の
二
つ
で
平
均
点
は
一
〇
点
以
上
上
が
る
。

１ 

資
料
集
の
作
業
ペ
ー
ジ

　

授
業
終
わ
り
の
五
分
間
、
正
進
社
資
料
集
の
作
業
ペ
ー

ジ
を
や
ら
せ
る
。「
で
き
た
ら
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
指
示
す
る
。
合
格
し
た
ら
休
み
時
間
。
学
級
崩
壊
し
た

ク
ラ
ス
は
「
や
ら
な
く
て
い
い
や
」
と
何
も
し
な
い
子
が

数
人
い
る
。
や
る
ま
で
休
み
時
間
に
し
な
い
。
資
料
集
に

は
答
え
が
書
い
て
あ
る
の
で
簡
単
に
で
き
る
。
こ
れ
で
学

習
に
参
加
し
な
い
子
が
皆
無
に
な
る
。
作
業
す
る
だ
け
で

最
低
限
の
知
識
も
身
に
付
く
。

　

さ
ら
に
テ
ス
ト
前
、
巻
末
の
「
作
業
帳
」
も
や
る
。
こ

れ
も
で
き
た
子
か
ら
休
み
時
間
。
答
え
も
あ
る
。
問
題
を

読
ま
な
く
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
を
写
す
だ
け
で
い
い
。
だ
か

ら
知
識
も
自
然
に
身
に
付
く
。

　

こ
の
二
つ
で
テ
ス
ト
の
点
は
少
し
上
が
る
。

２ 

ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
テ
ス
ト
を
や
ら
せ
る　

　

ノ
ー
ト
見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
単
元
を
ま
と
め
さ
せ
る
。

最
初
に
「
そ
の
ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
テ
ス
ト
を
や
っ
て
も

い
い
で
す
か
ら
ね
」
と
言
う
。
子
供
た
ち
は
必
死
に
書
く
。

社
会
科
で
必
ず
暗
記
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
「
四
十
七

都
道
府
県
」「
六
大
陸
と
三
海
洋
」
の
名
称
と
位
置
だ
け

だ
。
こ
の
二
つ
だ
け
は
何
も
見
ず
に
答
え
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
ほ
か
は
違
う
。「
点
数
に
差
が
付
か
な
い
」

と
い
う
人
も
い
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
し
、
み
ん
な

一
〇
〇
点
に
な
る
方
が
公
立
学
校
と
し
て
は
望
ま
し
い
。

ノ
ー
ト
を
見
な
が
ら
な
の
で
資
料
活
用
能
力
も
身
に
付
く
。

　

向
山
学
級
の
あ
る
子
供
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
説
明
を
シ

ン
プ
ル
に
表
に
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
テ
ス
ト
に
出
そ
う

な
問
題
も
予
想
し
て
い
た
。
自
然
に
こ
の
よ
う
な
工
夫
も

出
て
く
る
。
こ
の
や
り
方
で
、
平
均
一
〇
点
は
上
が
り
、

知
識
も
確
実
に
身
に
付
く
。

で
き
な
い
子
が
熱
中
し
満
点
を
取
る
指
導
ー
向
山
型
指
導
法 

２
・
３
学
期
教
材 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
最
新
版
ー

向山式サイクル図で森林を守り
育てる工夫を考え
させる「木育」の授業
５年「森林を守る人々」の単元で、森林飽和を扱った。
「サイクル・プッツン」を考えさせる発問は、
思考を促す。CLTという技術を教え、
日本の林業の未来に目を向けさせる。

資料集作業とノート指導で
テストは平均10点上がる
資料集の作業ページ、更に巻末の作業帳ページを、
授業最後に必ずやらせる。「ノートを見ながらテストを
やってもいいですからね」と指示する。この２つで
テスト平均点も上がり、社会科嫌いを防ぐこともできる。

北海道斜里町立斜里小学校

塩
しお

谷
や

 直
なお

大
ひろ

兵庫県丹波篠山市立味間小学校

川
かわ

原
はら

 雅
まさ

樹
き

向山型社会指導法
この単元で子供が
思考する ― 私の
最新発問・指示例

向山型社会指導法
学期末まとめ ― 
この指導で知識が
定着する

特集

〈キーワードと説明の例〉

〈テストに出そうな問題（実物ノート）〉

※ C
ross Lam

inated Tim
ber

の
略
。
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１ 

見
開
き
二
ペ
ー
ジ
に
ま
と
め
る

　

教
科
書
・
資
料
の
丸
写
し
は
認
め
な
い
。
単
に
写
し
た

だ
け
で
は
、
頭
に
残
ら
な
い
。

　

文
章
だ
け
で
は
、
観
察
実
験
の
様
子
を
イ
メ
ー
ジ
で
き

な
い
。
イ
ラ
ス
ト
・
図
解
が
必
須
で
あ
る
。

　

き
れ
い
に
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
化
し
な
い
よ
う
に
注

意
す
る
。
必
要
以
上
に
装
飾
す
る
必
要
は
な
い
。

　

ま
と
め
な
が
ら
、
学
ん
だ
こ
と
を
振
り
返
り
、
不
確
か

な
部
分
を
教
科
書
や
ノ
ー
ト
を
見
返
し
て
確
認
し
た
り
、

友
達
や
先
生
に
聞
い
た
り
し
て
、
納
得
し
て
理
解
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

隣
の
児
童
と
ペ
ア
に
な
り
、
出
来
上
が
っ
た
ノ
ー
ト
を

基
に
説
明
し
た
り
、
質
問
し
合
っ
た
り
す
る
と
よ
い
。
書

く
だ
け
で
な
く
、
口
頭
で
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ト
ま
と
め
を
す
る
と
、
単
元
で
学
ん
だ
個
々
の
知

識
が
関
連
付
け
ら
れ
、
確
か
な
も
の
に
な
る
。
向
山
洋
一

氏
は
「
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
て
い
た
頭
の
中
が
整
理
さ
れ
、

論
理
的
に
も
の
を
考
え
る
習
慣
が
身
に
つ
く
」
と
い
う

（『
ど
ん
な
子
だ
っ
て
勉
強
で
き
る
子
に
な
れ
る
！
』
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
）。

２ 

学
習
の
歩
み
で
自
己
評
価

　

私
は
中
学
校
で
大
単
元
ご
と
に
「
学
習
の
歩
み
」
と
い

う
自
己
評
価
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
た
。
三
回

チ
ェ
ッ
ク
し
、
不
確
か
な
と
こ
ろ
（
×
）
を
最
終
的
に
は

○
に
し
て
い
く
。
定
期
テ
ス
ト
を
こ
の
シ
ー
ト
に
沿
っ
て

作
問
し
た
の
で
、
テ
ス
ト
の
点
数
が
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。

　

平
成
十
年
版
学
習
指
導
要
領
時
代
の
も
の
を
、
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
新
学
習
指
導

要
領
の
内
容
と
評
価
の
観
点
に
準
じ
て
改
訂
し
て
利
用
し

て
ほ
し
い
。

＊ 

本
誌
九
月
号 

五
ペ
ー
ジ
に
家
根
内
興
一
氏
の
児
童
の
「
優
秀
ノ
ー
ト
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

＊ 

「
向
山
式
ノ
ー
ト
指
導
」
に
つ
い
て
は
、
河
田
孝
文
氏
作
成
の
サ
イ
ト
が
あ
る
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
：N

o. 1700010

）。

　

四
年
生
で
は
継
続
的
に
自
然
観
察
を
行
う
。
野
外
で
た

く
さ
ん
経
験
を
積
ん
で
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
を
体
感
さ

せ
た
い
。
し
か
し
、
野
外
観
察
は
開
放
的
で
気
が
散
り
や

す
く
、
危
険
が
伴
う
の
で
、
敬
遠
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

秋
・
冬
に
も
行
う
観
察
で
、
子
供
を
熱
中
さ
せ
る
た
め

の
工
夫
を
紹
介
す
る
。

１ 

た
く
さ
ん
か
く
こ
と
に
熱
中
さ
せ
る

　

ま
ず
、
室
内
で
観
察
の
授
業
を
行
う
。
花
を
摘
ん
で
き

て
一
人
に
一
つ
ず
つ
渡
す
。
そ
し
て
、
ど
の
教
科
で
も
使

え
る
向
山
洋
一
氏
の
指
示
を
出
す
。

　

分
か
っ
た
こ
と
・
気
が
付
い
た
こ
と
・
思
っ
た
こ

と
を
箇
条
書
き
で
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
か
き
ま
す
。

　

観
察
中
、
た
く
さ
ん
か
い
て
い
る
子
を
褒
め
て
回
る
。

時
間
に
な
っ
た
ら
、
か
い
た
数
に
よ
っ
て
、「
Ａ
」「
Ａ
Ａ
」

と
評
価
を
書
か
せ
る
。

２ 

自
分
の
木
を
決
め
さ
せ
る

　

観
察
す
る
範
囲
を
示
し
、
そ
の
中
で
ど
の
木
を
一
年
間

観
察
す
る
か
を
決
め
さ
せ
る
。
四
季
に
よ
っ
て
変
化
の
分

か
り
や
す
い
サ
ク
ラ
や
イ
チ
ョ
ウ
が
よ
い
が
、
マ
ツ
を
選

ん
だ
子
も
微
細
な
変
化
を
発
見
で
き
る
の
で
悪
く
な
い
。

「
自
分
の
木
」
を
決
め
る
と
、
迷
わ
ず
観
察
に
取
り
掛
か

る
こ
と
が
で
き
、
休
み
時
間
に
自
主
的
に
観
察
で
き
る
。

３ 

限
ら
れ
た
時
間
で
熱
中
さ
せ
る

　

観
察
時
間
が
長
い
と
遊
び
出
す
子
が
い
る
。
た
く
さ
ん

観
察
さ
せ
る
た
め
に
は
、「
短
い
時
間
で
何
度
も
」
が
よ
い
。

　

私
は
理
科
室
を
出
て
戻
る
ま
で
を
十
五
分
ほ
ど
で
行
う
。

　

前
回
の
観
察
で
す
ば
ら
し
か
っ
た
カ
ー
ド
を
紹
介
し
て
、

「
今
日
は
誰
が
一
番
た
く
さ
ん
か
け
る
か
な
」
と
や
る
気

を
も
た
せ
る
と
、
一
目
散
に
自
分
の
木
に
向
か
う
。

　

観
察
中
は
、
カ
ー
ド
に
か
い
て
あ
る
こ
と
を
褒
め
な
が

ら
読
み
上
げ
る
と
、
ほ
か
の
子
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
七
分

ほ
ど
で
観
察
を
終
え
る
。
か
き
足
り
な
い
子
は
、
理
科
室

で
か
き
加
え
る
よ
う
に
言
う
と
、
急
い
で
戻
っ
て
か
く
。

色
塗
り
を
し
て
仕
上
げ
る
子
も
い
る
。
最
後
に
評
価
を
書

か
せ
る
。

「
早
く
行
き
な
さ
い
」「
遊
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
」
と
い
っ

た
注
意
を
す
る
こ
と
な
く
観
察
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
な
い
子
が
熱
中
し
満
点
を
取
る
指
導
ー
向
山
型
指
導
法 

２
・
３
学
期
教
材 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
最
新
版
ー

たくさんかいた子を褒めて
観察に熱中させる
評価で意欲を高め、限られた時間の中で
たくさんかく子を育てる。

見開き２ページにまとめる
ノートまとめにより、単元の学びの振り返りができる。
学んだ知識の関連が見え、確かなものになる。

福井県越前市立吉野小学校

上
うえ

木
き

 朋
とも

子
こ

日本理科教育支援センター

小
こ

森
もり

 栄
えい

治
じ

向山・小森型
理科指導法
観察単元を熱中
する展開に  ― 
私の最新発問・
指示例

向山・小森型
理科指導法
学期末まとめ ― 
この指導で知識が
定着する

特集
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知
識
を
意
識
さ
せ
る
発
問
・
指
示
は
、
次
の
組
立
て
が

良
い
。

発
問	

（
登
場
人
物
の
名
前
）
に
、
ど
ん
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
送
り
ま
す
か
？

指
示
１	

ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

　
　
　
　
　
　

←

︿
説
明
﹀
偉
人
の
言
葉
で
す
。

指
示
２	

一
つ
覚
え
た
ら
、先
生
の
所
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

　

例
え
ば
、「
手
品
師
」。
将
来
、
大
き
な
劇
場
で
手
品
を

す
る
こ
と
を
夢
見
て
い
る
登
場
人
物
が
出
て
く
る
。

「
大
き
な
劇
場
で
手
品
を
し
た
い
と
い
う
手
品
師
に
、
ど

ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
す
か
？
」「
ノ
ー
ト
に
書
き

な
さ
い
」
と
言
う
と
子
供
た
ち
は
、
様
々
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
書
く
。大
き
な
劇
場
の
そ
ば
に
住
め
ば
よ
い
、コ
ン
ク
ー

ル
に
応
募
す
れ
ば
よ
い
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な
い
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
な
ど
。

そ
の
後
で
、
夢
を
か

な
え
た
偉
人
の
言
葉

を
紹
介
す
る
。

　

例
え
ば
、
松
下
幸

之
助
「
何
が
何
で
も

や
る
の
だ
、
と
い
う

意
気
込
み
で
や
る
の

で
す
」
の
言
葉
。
夢
を
か
な
え
る
た
め
の
金
言
だ
。「
一

つ
覚
え
た
ら
、
先
生
の
所
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
数
分
後
、

覚
え
た
子
供
た
ち
が
来
る
。
合
格
し
た
ら
、
二
つ
目
に
進

ん
で
も
よ
い
。
授
業
の
感
想
で
も
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
必
ず
ど
の
子
も
一
つ
は
合
格
す
る
よ
う
に
す
る
。

　

内
容
項
目
が
「
親
切
、
思
い
や
り
」
な
ら
ば
、
次
の
よ

う
に
す
る
。

「
友
達
に
優
し
く
で
き
な
か
っ
た
太
郎
（
登
場
人
物
の
名

前
）
に
、
ど
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
す
か
」「
ノ
ー

ト
に
書
き
な
さ
い
」
↓
「
偉
人
の
言
葉
で
す
」

　

左
の
紙
を
配
る
。「
一
つ
覚
え
た
ら
、先
生
の
所
へ
い
ら
っ

し
ゃ
い
」。
教
え
ら
れ
た
か
ど
う
か
、
身
に
付
い
た
か
ど
う

か
分
か
ら
な
い
道
徳
科
で
は
い
け
な
い
。
知
識
を
確
実
に

習
得
さ
せ
る
に
は
、
偉
人
の
名
言
は
極
め
て
有
効
で
あ
る
。

　

私
の
サ
ー
ク
ル
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
下
関
教
育
サ
ー
ク
ル
」
で
、

道
徳
科
の
内
容
項
目
に
沿
っ
た
偉
人
の
名
言
暗
唱
テ
ス
ト

を
作
成
し
た
。
詳
し
く
は
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
を

見
て
ほ
し
い
。

　

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
分
け
る
。
み
ん
な
で
分
類
す
る
と
、
初

め
て
の
言
葉
も
互
い
に
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
。

「
葉
っ
ぱ
が
赤
く
な
る
こ
と
を
『
紅
葉
』
と
言
う
の
で
す

よ
」
と
い
う
よ
う
に
、
難
し
い
言
葉
も
教
え
る
。

２ 

集
め
た
言
葉
を
使
っ
て
絵
に
表
す

⑴
「
秋
の
味
覚
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
秋
に

は
お
い
し
い
食
べ
物
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

ど
ん
な
お
い
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？　

探
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

⑵
隣
の
人
と
言
い
合
い
ま
し
ょ
う
。

⑶
あ
な
た
が
お
店
の
店
長
だ
っ
た

ら
、
ど
ん
な
ご
ち
そ
う
を
作
り

ま
す
か
？　

絵
に
描
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
お
薦
め
の
理

由
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

⑷
料
理
の
発
表
会
を
し
ま
す
。

１ 

見
付
け
た
秋
を
言
葉
に
す
る

　

ま
ず
は
、
学
校
で
「
秋
見
つ
け
」
を

す
る
。
ま
た
、
公
園
や
神
社
、
身
の

回
り
か
ら
も
「
秋
見
つ
け
」
を
す
る
。

　

以
下
は
、
そ
の
後
の
指
示
で
あ
る
。

①
カ
ー
ド
に
見
付
け
た
秋
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

②
カ
ー
ド
一
枚
に
、
一
つ
の
言
葉
を
書
き
ま
す
。

③
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ポ
ス
ト
イ
ッ
ト
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
）
を
使
い
、
カ
ー
ド

に
言
葉
を
書
く
。

　

体
験
で
見
付
け
た
も
の
を
言
語
化
す
る
。

④
カ
ー
ド
を
仲
間
に
分
け
ま
す
。
隣
の
人
と
一
緒
に

相
談
し
な
が
ら
分
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

⑤
み
ん
な
で
秋
の
言
葉
を
集
め
ま
し
ょ
う
。	

分け方の例

▲見付けた秋の名前

▲みんなで分類

で
き
な
い
子
が
熱
中
し
満
点
を
取
る
指
導
ー
向
山
型
指
導
法 

２
・
３
学
期
教
材 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
最
新
版
ー

秋って不思議！
秋っていいな！
「秋見つけ」の体験を通して、秋に関係のある言葉を集め、
語彙を増やしていく。
ポストイットで言葉を分類したり、絵に表したりして、
語彙を定着させる。

内容項目に沿った
偉人の金言を覚えさせる
教師が教えられたかどうか分からない、
子供に身に付いたかどうか分からない
道徳科から脱却しよう。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

生活
「語彙」を教えて
見方・考え方が
育つ ― お薦め
発問・指示例

道徳
内容項目は「知識」
の集合体 ― 知識
を意識させる発問
・指示例

特集

※このページのスライドは、肖像権の関係
　で、一部イラストに差し替えています。
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向む
こ
う

山や
ま 

行ゆ
き

雄お

敬
愛
大
学
国
際
学
部
教
授

全
国
連
合
小
学
校
長
会
顧
問

学校

20

の

物
語

新
時
代芸

術
の
秋
に
思
う

の
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

演
劇
の
指
導
と
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
の
解
釈

や
セ
リ
フ
・
演
技
の
指
導
、
舞
台
装
置
、
衣

装
や
道
具
類
の
手
配
な
ど
が
必
須
で
あ
る
。

そ
の
上
で
人
間
洞
察
力
、
表
現
方
法
の
伝
達

力
が
必
要
だ
。
併
せ
て
、
舞
台
上
の
人
間
の

配
置
や
沈
黙
場
面
の
表
情
な
ど
を
総
合
的
に

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
総
合
力
も
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
力
を
身
に
付
け
る
に
は
、
多
く

の
書
物
で
人
間
観
を
養
う
蓄
積
が
大
切
だ
。

映
画
、
舞
台
、
美
術
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
見

て
、
感
動
し
た
体
験
が
必
要
だ
。

　

さ
て
、
近
年
の
教
師
は
、
幼
少
期
か
ら
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
そ

こ
そ
こ
に
勉
強
し
、
そ
こ
そ
こ
に
遊
ん
で
来

た
だ
け
で
は
、
前
述
し
た
力
量
は
形
成
で
き

な
い
。
幼
少
期
に
欠
け
て
い
た
の
な
ら
、
こ

れ
か
ら
の
教
師
人

生
で
そ
れ
を
カ

バ
ー
す
れ
ば
い
い
。

　

若
干
の
お
金
と

時
間
が
必
要
だ
が
、

や
る
気
に
な
れ
ば
、

あ
る
程
度
は
で
き

る
。

三 

学
芸
会
の
劣
化

　

な
ら
ば
、
前
者
の
子
供
た
ち
が
直
接
演
じ

た
り
表
現
し
た
り
す
る
作
品
の
鑑
賞
は
ど
う

だ
ろ
う
。

　

近
年
の
タ
イ
ト
な
授
業
時
間
の
せ
い
に
し

て
、
お
ざ
な
り
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。「
平
素
の
学
習
活
動
の
成
果
の

発
表
」
と
い
う
文
言
ば
か
り
に
目
を
奪
わ
れ

て
、「
自
己
の
向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
る
」

と
い
う
視
点
が
抜
け
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

少
な
く
と
も
、
学
芸
会
に
つ
い
て
い
え
ば
、

数
十
年
前
に
比
べ
て
、「
地
味
」
に
な
っ
て

い
る
の
で
な
い
か
と
い
う
印
象
を
も
つ
。
こ

こ
で
い
う
「
地
味
」
と
は
、
レ
ベ
ル
が
高
く

な
い
（
低
い
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

音
楽
会
や
展
覧
会
、
幼
稚
園
・
保
育
所
の

発
表
会
は
、
数
十
年
前
に
比
べ
て
大
き
な
進

歩
を
遂
げ
た
。

　

こ
の
両
者
の
現
状
に
違
い
が
あ
る
の
か
、

現
時
点
で
私
は
調
べ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、

自
信
は
無
い
。
も
し
か
す
る
と
、
地
域
差
も

あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
読
者
の
方
々
は
、

ど
う
考
え
る
だ
ろ
う
。

　

私
は
、
そ
こ
に
、
指
導
す
る
教
師
の
力
量

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
置
か
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
、

か
な
り
の
格
差
に
な
る
。

　

メ
デ
ィ
ア
の
発
達
に
よ
り
、
か
な
り
情
報

量
格
差
は
改
善
さ
れ
た
。
し
か
し
、
本
物
を

生
で
鑑
賞
す
る
機
会
は
地
域
差
が
影
響
す
る
。

　

東
京
都
校
長
会
の
役
員
時
代
、
島と

う

嶼し
ょ

地
区

や
山
間
地
区
に
毎
年
訪
問
し
て
要
望
を
聞
く

機
会
を
設
け
て
い
た
。
要
望
事
項
の
一
つ
に
、

子
供
た
ち
に
音
楽
や
演
劇
の
鑑
賞
の
機
会
を

設
け
た
い
と
い
う
項
目
が
あ
っ
た
。

　

私
た
ち
も
、
補
助
金
の
申
請
や
教
師
の
出

張
旅
費
の
増
大
、
主
催
団
体
の
僻へ

き

地ち

訪
問
な

ど
の
対
策
を
講
じ
た
。
し
か
し
、
今
で
も
ま

だ
道
半
ば
で
あ
る
。

　

全
国
的
に
見
る
と
、
そ
の
格
差
は
も
っ
と

大
き
い
も
の
に
な
る
。

　

将
来
の
文
化
や
伝
統
を
担
う
若
い
才
能
が
、

島
嶼
地
区
や
山
間
地
区
に
も
眠
っ
て
い
る
。

若
い
日
の
文
化
や
伝
統
と
の
出
会
い
が
、
そ

の
人
の
一
生
を
左
右
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

チ
ャ
ン
ス
が
な
い
ば
か
り
に
、
そ
の
才
能

を
開
花
さ
せ
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
。
そ
の
厳
し
い
現
実
は
、
こ
れ
ま
で

も
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
少
な
か

ら
ず
続
く
で
あ
ろ
う
。

は
、
や
が
て
公
共
の
質
を
堕
落
さ
せ
る
。

　

ど
こ
か
の
国
で
は
な
い
が
、
行
儀
が
悪
く
、

自
己
主
張
ば
か
り
す
る
国
民
に
な
る
。
そ
の

よ
う
な
国
家
は
、
や
が
て
零
落
す
る
。

二 

文
化
的
行
事
の
ね
ら
い

　

我
が
国
の
教
育
課
程
。
特
別
活
動
の
「
学

校
行
事
」
の
︿
文
化
的
行
事
﹀
で
は
、「
平

素
の
学
習
活
動
の
成
果
を
発
表
し
、
自
己
の

向
上
の
意
欲
を
一
層
高
め
た
り
、
文
化
や
芸

術
に
親
し
ん
だ
り
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

と
記
述
さ
れ
る
。

　

文
化
的
行
事
は
、
学
芸
会
や
展
覧
会
な
ど

児
童
の
演
技
や
作
品
を
鑑
賞
す
る
行
事
と
、

音
楽
・
演
劇
・
美
術
館
鑑
賞
な
ど
児
童
作
品

で
な
い
作
品
や
催
し
物
を
鑑
賞
す
る
行
事
に

区
分
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
後
者
の
鑑
賞
の
機
会
は
、
そ

た
京
都
御
所
の
一
般
公
開
な
ど
も
、
予
想
以

上
に
若
者
の
姿
が
目
立
っ
た
。

　

昨
年
書
い
た
、︿
若
者
の
芸
術
離
れ
﹀
と

い
う
私
の
記
述
は
、
若
干
の
修
正
が
必
要
か

も
し
れ
な
い
。

　

確
か
に
、
浅
草
や
鎌
倉
、
京
都
嵐
山
は
、

和
服
に
身
を
包
ん
だ
若
者
が
闊か

っ

歩ぽ

す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
各
地
の
花
火
大
会
や
祭
礼
で
は

浴
衣
姿
が
増
え
た
。
あ
ま
り
着
こ
な
し
が
い

い
と
は
言
え
ぬ
が
、
そ
こ
は
愛あ

い

嬌き
ょ
う

で
あ
る
。

　

初
詣
や
朝
顔
市
、
酉と

り

の
市
、
羽
子
板
市
な

ど
の
伝
統
的
な
行
事
も
若
者
で
に
ぎ
わ
う
。

ね
ぶ
た
や
竿か

ん

灯と
う

、
七
夕
な
ど
も
同
様
だ
。

　

う
れ
し
い
風
潮
だ
。
ス
マ
ホ
ば
か
り
で
直

接
の
見
聞
の
機
会
が
減
れ
ば
、
文
化
は
劣
化

す
る
。
国
民
の
民
度
が
低
下
す
る
。
そ
れ
は
、

我
が
国
と
子
供
た
ち
の
将
来
を
危
う
く
さ
せ

る
。
文
化
を
も
た
ぬ
大
人
が
増
え
れ
ば
、
社

会
は
ギ
ス
ギ
ス
と
し
た
も
の
に
な
る
。
そ
れ

一 

文
化
や
伝
統
の
大
切
さ

　

芸
術
の
秋
。
各
地
の
芸
術
祭
が
盛
ん
に
行

わ
れ
る
。
主
要
な
客
層
は
団
塊
世
代
を
中
心

と
す
る
前
期
高
齢
者
た
ち
。
ど
こ
に
出
掛
け

て
も
、
私
と
同
世
代
の
者
た
ち
が
群
れ
を
成

す
。
髪
型
、
持
ち
物
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン

ス
で
な
ん
と
な
く
分
か
る
。

　

昨
秋
、
若
者
た
ち
が
芸
術
祭
に
あ
ま
り
行

か
な
い
と
書
い
た
（
二
〇
一
八
年
九
月
号
）。

か
つ
て
、
私
た
ち
が
若
い
頃
と
比
べ
て
の
こ

と
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
過
日
出
掛
け
た
幾
つ
か
の
イ
ベ

ン
ト
は
若
者
の
姿
も
多
か
っ
た
。
例
え
ば
東

京
国
立
博
物
館
（
東
博
）
の
顔が

ん

真し
ん

卿け
い

の
書
道

展
。
八
世
紀
の
中
国
、
唐
の
書
家
の
作
品
が

来
日
し
た
。
多
く
の
若
者
で
あ
ふ
れ
た
。

　

国
立
劇
場
三
月
歌
舞
伎
、
中
村
扇
雀
の

『
元
禄
忠
臣
蔵
』。ま
た
、数
年
前
か
ら
始
ま
っ
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オピニオ
ン　　　

教育界で
起こって

いること今

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
授
業
プ
ラ
ン
（
そ
の
３
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
原
子
力
発
電
を
再
検
討
し
よ
う
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
と
り
わ
け
原
子
力
発
電
の

問
題
な
ど
、
こ
れ
ま
で
は
単
独
で
授
業
を
行
う
に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ
た
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
の
一
環
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。

	

「
写
真
」
だ
け
で
は
デ
ー
タ

と
し
て
十
分
で
は
な
い
。

・
悲
惨
な
写
真

・
被
害
に
あ
っ
た
方
々
の
声

　

そ
う
し
た
資
料
は
確
か
に
重

要
で
は
あ
る
。

　

し
か
し
、
感
情
に
訴
え
す
ぎ

る
嫌
い
も
あ
る
。

　

何
か
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、

数
値
的
に
、
冷
静
に
見
る
こ
と

の
で
き
る
デ
ー
タ
も
ま
た
、
必

要
な
の
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
に
発
問
す
る
。

　

ど
ん
な
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、

危
険
性
を
も
っ
と
正
確
に
判

断
で
き
ま
す
か
？

※ 

日
本
原
子
力
文
化
財
団
の

ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
か
ら
ト
レ
ー

ス
し
て
谷
が
作
成

（https://w
w
w
.ene100.

jp/zum
en/2-1-9

）。

イ
メ
ー
ジ
が
、
や
は
り
強
い
。

　

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
や
福
島
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
れ
ば
、
多
く
の
人
々
の
健
康
や
福
祉

を
危
険
に
さ
ら
し
て
し
ま
う
。

　

そ
の
こ
と
は
、
確
か
に
論
議
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
福
島
の
事
故
の
写
真
な
ど
を
提

示
し
て
、
発
問
す
る
（
図
２
）。

　

原
子
力
発
電
所
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
「
健

康
福
祉
」
と
い
う
ゴ
ー
ル
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
よ
く
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
か
。

　

多
く
の
子
供
た
ち
は
、
賛
成
す
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
次
の
こ
と
も
ま
た
、
押

さ
え
る
必
要
が
あ
る
。

気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

　

授
業
で
は
、
こ
の
資
料
を
提
示
し
て
、
次

の
よ
う
に
子
供
た
ち
に
確
認
す
る
。

　

Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
量
と
い
う
点
で
は
、デ
ー

タ
か
ら
見
れ
ば
、
原
子
力
発
電
は
比
較

的
ク
リ
ー
ン
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
気

候
変
動
対
策
と
し
て
も
良
い
と
い
う
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

２ 

原
子
力
が
﹁
健
康
福
祉
を
阻
害

 

す
る
﹂
可
能
性
は
な
い
の
か

　

し
か
し
、
原
子
力
発
電
は
危
険
だ
と
い
う

１ 

原
子
力
発
電
は
﹁
み
ん
な
に

 

ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
﹂
な
の
か

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
七
番
目
の
「
ゴ
ー
ル
」
は

「
み
ん
な
に
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で

あ
る
。

「
み
ん
な
に
」
が
世
界
中
の
人
々
を
指
す
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
次
の
タ
イ
プ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
望
ま
し
い
。

で
き
る
だ
け
Ｃ
Ｏ
2

な
ど
を
排
出
し
な
い

　

原
子
力
発
電
は
火
力
発
電
な
ど
に
比
べ
れ

ば
、Ｃ
Ｏ
2

の
排
出
量
と
い
う
点
で
は
、か
な

り
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る（
図
１
）。

　

こ
の
こ
と
は
、
当
然
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
次
の

ゴ
ー
ル
に
も
寄
与
す
る
。

本誌編集長

谷
たに

 和
かず

樹
き

▶ 

図
１

▶ 

図
２
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向山洋一が教育界に創ってきたもの

向
山
論
文

「
全
市
全
郡
に
法
則
化
サ
ー
ク
ル
を
作
る
」
と
い
う
前
代
未
聞
の
発
想

ま
さ
に
シ
ン
ク
ロ
だ
っ
た
。
本
稿
を
執
筆
す
る
た
め
に
「
呼
び
か
け
号
」
を
読
み
、
私
の
「
初
志
」
を
再
確
認
。

そ
こ
に
、
谷
和
樹
氏
か
ら
の
「
サ
ー
ク
ル
で
学
ぼ
う
」
の
呼
び
か
け
。
私
は
、
新
た
な
法
則
化
サ
ー
ク
ル
を

結
成
し
た
。

吉き
っ

川か
わ 

廣こ
う

二じ

島
根
教
師
力
向
上
支
援
研
究
会

理
事
長

「
全
都
道
府
県
に
サ
ー
ク
ル
」
は
、
二
十
世
紀

中
に
実
現
し
た
。
た
だ
、
全
市
全
郡
（
二
〇
一

九
年
七
月
二
十
九
日
現
在
、
一
〇
九
九
）
に
は

至
っ
て
い
な
い
（
二
〇
一
九
年
八
月
十
八
日
現

在
、
七
一
五
サ
ー
ク
ル
）。
そ
も
そ
も
、「
全
市

全
郡
に
法
則
化
サ
ー
ク
ル
を
」
と
い
う
発
想
そ

の
も
の
が
前
代
未
聞
で
あ
る
。
法
則
化
運
動
発

足
当
時
に
は
、
私
の
腕
前
も
少
し
は
向
上
し
、

新
卒
当
時
ほ
ど
の
困
り
感
は
な
く
な
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
も
、「
私
の
よ
う
な
苦
し
み
や
悩
み
を

味
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
思
い
が
強
く
、

自
分
よ
り
若
い
教
師
の
た
め
に
、
何
か
行
動
せ

ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
の
具
体
的
な
内
容
が
、
向
山
氏
が
提
唱
す

る
「
全
市
全
郡
に
法
則
化
サ
ー
ク
ル
を
作
る
こ

と
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
夢
が
島
根
県
で
叶
う
ま

で
法
則
化
運
動
を
続
け
よ
う
、
そ
う
誓
っ
た
。

一
時
期
、
仲
間
の
奮
闘
で
そ
の
夢
が
叶
っ
た
が
、

代
表
の
人
事
異
動
に
よ
り
振
り
出
し
に
戻
っ
た
。

　

三
つ
目
の
夢
も
、全
て
実
現
し
た
。ラ
イ
タ
ー

の
発
掘
、
講
座
、
合
宿
、
講
演
会
。

　

そ
の
上
に
、
十
一
年
前
か
ら
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

―Ｓ
Ｎ
Ｓ
 ※
」
と
い
う
夢
の
よ
う
な
ツ
ー
ル
で
の

「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
」
ま
で
実
現
し
て
い
る
。

　

向
山
洋
一
氏
の
一
つ
目
の
夢
は
、
二
十
世
紀

の
う
ち
に
実
現
し
た
。「
日
本
教
育
技
術
方
法

大
系
」
の
完
成
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
書

籍
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
様
々
な
媒
体
で
実
現

し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
向
山
洋
一
実
物
資

料
集
』（
明
治
図
書
）、『
向
山
洋
一
年
齢
別
実

践
記
録
集
』（
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）
が
出

版
さ
れ
た
。
現
在
は
「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」

と
い
う
歴
史
的
に
貴
重
な
資
料
集
の
制
作
も
進

行
中
で
あ
る
。

　

向
山
氏
の
「
三
つ
の
夢
」
の
中
で
、
私
が
最

も
共
感
し
た
の
は
、
二
つ
目
の
夢
「
全
国
の
都

道
府
県
お
よ
び
す
べ
て
の
市
す
べ
て
の
郡
（
全

市
全
郡
）
に
、法
則
化
サ
ー
ク
ル
を
作
る
こ
と
」

で
あ
っ
た
。
中
で
も
、「
全
市
全
郡
」
の
言
葉

に
は
、
胸
が
躍
っ
た
。
私
が
住
む
島
根
県
の
田

舎
町
も
含
ま
れ
る
か
ら
だ
。
ほ
か
の
研
究
団
体

で
も
「
全
国
の
都
道
府
県
」
に
支
部
を
置
く
こ

と
は
目
指
し
た
だ
ろ
う
。し
か
し
、「
全
市
全
郡
」

と
い
う
発
想
は
な
か
っ
た
。

　

向
山
氏
は
、
ど
ん
な
に
田
舎
で
あ
ろ
う
と
、

離
島
で
あ
ろ
う
と
、
志
の
あ
る
教
師
に
チ
ャ
ン

ス
を
く
れ
た
の
で
あ
る
（
こ
の
こ
と
は
、「
全

国
津
々
浦
々
の
教
室
」
に
も
表
れ
て
い
る
）。

る
は
ず
で
あ
る
。

　
三
つ
は
、
全
国
津
々
浦
々
の
教
室
と
教

室
を
結
ぶ
「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
」
を
創
り

あ
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
教
室
と
教
室
が
交
信
す
る
文
化
を
さ
ま

ざ
ま
に
創
り
あ
げ
る
の
だ
。

　
そ
の
中
心
は
、
本
誌
『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ

イ
』
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は

不
足
だ
。

「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
別
冊
」
あ
る
い
は
「
法
則

化
双
書
」
な
ど
の
刊
行
物
も
必
要
に
な
る
。

　
書
き
手
は
、
法
則
化
運
動
の
中
か
ら

次
々
と
誕
生
す
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
、
去

年
の
第
一
回
合
宿
参
加
者
の
全
員
が
雑
誌

論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

　
今
ま
で
の
ワ
ン
ウ
ェ
イ
文
化
（
一
方
通

行
文
化
）
に
サ
ヨ
ナ
ラ
を
す
る
わ
け
で
あ

る
。
教
室
の
現
実
に
役
に
た
た
な
い
、
わ

か
り
に
く
い
教
育
文
化
と
決
別
す
る
の
で

あ
る
。

　
自
分
た
ち
に
必
要
な
文
化
は
自
分
た
ち

で
創
り
出
せ
ば
よ
い
。

　
法
則
化
運
動
に
集
ま
る
若
い
教
師
に
は
、

知
性
も
行
動
力
も
あ
る
。（
中
略
）

　
私
に
は
、
夢
が
三
つ
あ
る
。

　
一
つ
は
、
教
育
技
術
法
則
化
シ
リ
ー
ズ

を
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
全
国
か
ら
す
ぐ
れ
た
教
育
技
術
・
方
法

を
集
め
シ
リ
ー
ズ
を
出
版
す
る
。
こ
れ
を

年
に
二
、
三
回
の
割
で
出
版
し
て
い
く
。

何
年
か
す
れ
ば
、
学
年
別
・
教
科
別
に
編

成
で
き
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
日
本
教
育
技
術
方
法
大
系
」
の
完
成
で

あ
る
。

　
そ
れ
を
全
部
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
れ

る
。
そ
し
て
特
に
す
ぐ
れ
た
教
育
技
術
・

方
法
は
、
ビ
デ
オ
に
実
際
の
場
面
を
入
れ

る
。（
中
略
）

　
二
つ
は
、
全
国
の
都
道
府
県
お
よ
び
す

べ
て
の
市
す
べ
て
の
郡
（
全
市
全
郡
）
に
、

法
則
化
サ
ー
ク
ル
を
作
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
世
界
で
は
「
全
市

全
郡
と
の
交
信
」
が
一
つ
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
。
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
世
界
で
は
、

南
極
大
陸
の
昭
和
基
地
も
対
象
と
さ
れ
る
。

　
こ
れ
を
実
現
し
た
教
師
を
私
は
知
っ
て

い
る
。

「
全
市
全
郡
」
は
、
壮
大
な
一
つ
の
目
標

単
位
な
の
だ
。

　
サ
ー
ク
ル
と
は
、
法
則
化
論
文
を
検
討

し
た
り
、
実
践
を
語
り
あ
っ
た
り
、
酒
を

飲
ん
だ
り
す
る
場
で
あ
る
。

　
教
師
の
成
長
の
場
で
あ
り
、
情
報
交
換

の
場
で
あ
り
、
発
想
の
原
点
な
の
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
場
は
多
く
あ
っ
た
方
が
い
い
。

　
全
市
全
郡
で
の
法
則
化
サ
ー
ク
ル
が
誕

生
す
れ
ば
、
教
師
の
腕
は
も
っ
と
向
上
す

　
一
流
講
師
陣
を
集
め
た
「
教
育
技
術
二

○
代
教
師
講
座
」、
法
則
化
論
文
を
検
討

す
る
「
法
則
化
合
宿
」
も
、
ツ
ー
ウ
ェ
イ

文
化
の
一
つ
で
あ
る
。（
中
略
）

　
ま
た
、
全
国
の
大
型
書
店
と
提
携
し
て

行
う
「
法
則
化
講
演
会
」
も
、
ツ
ー
ウ
ェ

イ
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。（
中
略
）

　
こ
れ
以
外
に
も
「
法
則
化
資
料
シ
リ
ー

ズ
」
の
刊
行
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
教
材
の
開
発
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ソ
フ
ト
の
開
発
な
ど
が
考

え
ら
れ
て
い
る
。

　
す
べ
て
、
全
国
の
教
師
の
参
加
に
よ
る

ツ
ー
ウ
ェ
イ
文
化
と
し
て
創
り
出
す
予
定

で
い
る
。

「
ツ
ー
ウ
ェ
イ
」
と
は
、
時
に
は
受
信
者

と
な
り
、
時
に
は
発
信
者
と
な
る
双
方
向

性
の
文
化
、
参
加
す
る
文
化
、
自
分
た
ち

の
文
化
な
の
で
あ
る
。

　
ワ
ン
ウ
ェ
イ
（
一
方
通
行
）
の
教
養
文

化
、
啓
蒙
文
化
と
は
、
ま
っ
た
く
正
反
対

の
文
化
な
の
で
あ
る
。

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌

呼
び
か
け
号
　
明
治
図
書
）

※ http://sns.tos-land.net/
 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
教
師
に
よ
る
会
員
制
Ｓ
Ｎ
Ｓ
。

 

参
加
に
は
サ
ー
ク
ル
長
の
紹
介
が
必
要
。
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赤あ
か

阪さ
か 

勝ま
さ
る

福
岡
県
志
免
町
立
志
免
東
小
学
校

授業が激変！ TOSS指導法最前線

１ 

二
分
法
で
の
概
念
づ
く
り

 

五
年
生　

社
会
科
﹁
水
産
業
﹂

　

ま
ず
は
、
自
分
が
知
っ
て
い
る
情
報
を
全
て

書
き
出
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

知
っ
て
い
る
魚
の
名
前
を
、
全
て
書
き

出
し
な
さ
い
。

と
指
示
を
出
し
、「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
を
短
冊

形
に
四
等
分
し
て
配
付
し
た
。

　

十
個
以
上
書
け
た
子
か
ら
、
次
々
と
発
表
さ

せ
た
。

　

そ
の
後
、
黒
板
に
書
か
せ
た
。
た
ち
ま
ち
、

黒
板
に
は
、
魚
以
外
に
も
海
や
川
に
い
る
生
き

物
の
名
前
が
挙
が
っ
た
。

マ
ダ
イ　

シ
ジ
ミ　

シ
シ
ャ
モ

タ
チ
ウ
オ　

ア
イ
ナ
メ　

ニ
シ
ン

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ　

カ
サ
ゴ　

ク
ジ
ラ

カ
ン
パ
チ　

サ
バ　

サ
ー
モ
ン　

ナ
マ
コ

ク
ロ
ダ
イ　

タ
イ　

カ
レ
イ　

コ
ノ
シ
ロ

タ
カ
サ
ゴ　

エ
イ　

ウ
ミ
ヘ
ビ　

ウ
ナ
ギ

サ
メ　

エ
ビ
⋮
⋮

２ 

漁
業
に
関
係
な
い
も
の
を
選
ぶ

　

こ
の
中
で
、
漁
業
と
は
関
係
な
い
も
の

は
ど
れ
で
す
か
。

　

つ
ま
り
、
漁
業
か
漁
業
で
な
い
か
に
つ
い
て

ま
で
を
「
海
」
と
し
て
い
る
。
橋
の
位
置
に
規

定
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

次
に
、

　

サ
メ
は
漁
業
と
は
関
係
な
い
。

と
い
う
意
見
が
出
た
。
理
由
は
「
食
べ
ら
れ
な

い
か
ら
 ※
」
だ
そ
う
だ
。
こ
れ
に
も
反
論
が
す
ぐ

に
出
た
。

　

な
ら
ば
、
キ
ャ
ビ
ア
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

確
か
に
キ
ャ
ビ
ア
は
サ
メ
の
卵
だ
。
だ
か
ら
、

キ
ャ
ビ
ア
を
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
間
接
的

に
サ
メ
を
食
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
。

つ
ま
り
「
食
べ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
漁
業

で
は
な
い
」
と
い
う
の
だ
。

　

さ
ら
に
、
タ
イ
は
違
う
と
言
う
子
も
い
た
。

「
幾
ら
何
で
も
タ
イ
は
漁
業
だ
ろ
う
」
と
ほ
ぼ

全
員
が
思
っ
た
が
、
そ
の
子
に
も
そ
の
子
な
り

の
言
い
分
が
あ
っ
た
。

　

漁
師
さ
ん
が
獲
っ
て
く
る
タ
イ
な
ら
ば

漁
業
だ
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
僕
の
お
父

さ
ん
が
魚
釣
り
で
タ
イ
を
釣
っ
て
来
た
。

こ
れ
は
漁
業
で
は
な
い
。

と
い
う
の
だ
。

　

つ
ま
り
、
買
っ
た
も
の
な
ら
ば
漁
業
で
あ
る

が
、
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
漁
業
で
は
な
い
と
い

う
の
だ
。

　

子
供
た
ち
は
時
と
し
て
屁へ

理り

屈く
つ

を
言
っ
て
く

る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
よ
い
。
屁
理
屈
を
言
え
る

ほ
ど
賢
い
と
い
う
こ
と
だ
。

３ 

漁
業
で
あ
る
こ
と
の
条
件
と
は

「
漁
業
」
と
い
う
産
業
の
概
念
規
定
を
す
る
た

め
の
要
素
は
、

①
操
業
す
る
場
所
（
場
所
の
視
点
）

②
食
料
生
産
と
該
当
す
る
か
（
食
料
生
産
と
い

う
視
点
）

③
流
通
と
い
う
流
れ
（
経
済
と
い
う
視
点
）

と
い
う
三
つ
の
視
点
か
ら
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

こ
の
話
し
合
い
で
は
、
子
供
た
ち
か
ら
、
そ

の
視
点
が
出
て
き
た
。

「
漁
業
」
と
い
う
一
つ
の
概
念
を
形
成
さ
せ
る

た
め
に
は
、
幾
つ
か
の
要
素
が
あ
り
、
そ
こ
か

ら
検
討
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、

　

Ａ
か
Ａ
で
は
な
い
の
か
。

　

あ
る
い
は
、
Ａ
か
Ｂ
か
よ
く
分
か
ら
な

い
も
の
か
。

を
検
討
さ
せ
る
と
効
果
的
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
と
き
に
は
、
い
ず
れ
の
集
団

に
も
入
れ
な
い

「
そ
の
他
」
と
い

う
分
類
法
が
重
要

に
な
る
。

「
そ
の
他
」
の
中

に
こ
そ
、
子
供
た

ち
が
追
究
す
べ
き

課
題
が
含
ま
れ
て

い
る
か
ら
だ
。

判
断
さ
せ
た
わ
け
だ
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
直

感
で
よ
い
。
あ
ま
り
理
屈
を
付
け
ず
に
、
ど
ん

ど
ん
分
け
さ
せ
た
。

　

ウ
ナ
ギ
は
漁
業
と
は
関
係
な
い
。

と
い
う
意
見
が
出
た
。

　

理
由
は
、「
ウ
ナ
ギ
は
川
で
獲
れ
る
も
の
だ

か
ら
だ
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
海

で
獲
れ
な
け
れ
ば
「
漁
業
」
で
は
な
い
と
い
う

の
だ
。
確
か
に
川
で
獲
れ
た
も
の
を
教
科
書
で

は
扱
っ
て
い
な
い
。

　

な
ら
ば
、
河
口
付
近
で
獲
れ
た
ら
、
漁

業
に
関
係
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
の
か
。

と
い
う
質
問
も
出
た
。

　

そ
も
そ
も
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
川
で
、

ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
を
海
と
い
う
の
か
と
い
う

こ
と
ま
で
論
議
に
な
っ
た
。

　

ち
な
み
に
河
川
法
で
は
、
最
も
海
よ
り
の
橋

概
念
づ
く
り
の
た
め
の
「
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
モ
」
活
用
法

個
別
の
知
識
を
、
や
が
て
は
「
概
念
」
へ
と
高
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
、

授
業
の
大
き
な
ね
ら
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、「
集
め
る
」「
分
け
る
」

「
討
論
す
る
」
と
い
う
活
動
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

TOSSノート、TOSSメモ、
ジャンボ ホワイト・TOSSノートを使った
プログラミング的思考法

子供の
情報活用術

※ 

実
際
に
は
、
サ
メ
肉
を
食
べ
る
地
域
も
あ
る
。
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TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

クラス全員が熱中するこの教材！クラス全員が熱中するこの教材！

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

トークライン
読者限定
お得情報!!
くわしくは、下を
ご覧ください。

　 TOSSテキスト
を活用した授業実践報告
TOSSテキスト
を活用した授業実践報告

TOSSオリジナル教材
https://www.tiotoss.jp/

『教育トークライン』
東京教育技術研究所
タイアップ企画！

&

期間：2019年9月15日～12月14日

TOSSオリジナル教材ウェブサイトの
「タイアップ企画」からご注文ください。
関連商品のプレゼントなど、様々な特典
をご用意しております。10、11、12月
号でご紹介する商品は、下記の３か月間
ずっとご注文いただけます。
早めの準備をしたい方や、短い期間では
忙しくてつい買いそびれてしまう方にも
安心してお買い求めいただけます。
『教育トークライン』誌とともに、“クラス
全員が熱中する教材”もぜひご利用ください。

【お申込み方法】
各商品の下に記載されているパスワードを、
TOSSオリジナル教材ウェブサイトのタイアップ商
品ページにある限定コードの枠に半角英数字でご入
力ください。
※パスワードには有効期間がございますので、ご
　注意ください。

11月号で紹介！
とびなわキング　800円（税込）
１回のご注文につき「級別シール」
を２種類プレゼント！
パスワード：uhp8s4

12月号で紹介！
五色名句百選かるた
　スタートキット　3,000円（税込）
　取り札　　　　　1,500円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料無料で
お届けいたします。
パスワード：afv6lp

10月号で紹介！
鉄棒くるりんベルト　
2,200円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料無
料でお届けいたします。
パスワード：8zai5z

あ
や
と
び
が
簡
単
に
で
き
た

「
と
び
な
わ
キ
ン
グ
」（
東
京
教
育
技
術
研
究
所
）
を
渡
し
て

す
ぐ
に
あ
や
と
び
が
で
き
た
子
は
、
な
わ
と
び
が
好
き
に
な
っ
た
。

河こ
う

野の 

健け
ん

一い
ち

千
葉
県
我
孫
子
市
立
我
孫
子
第
三
小
学
校

　

四
年
生
に
な
る
ま
で
、
あ
や
と
び

が
一
回
も
で
き
な
か
っ
た
Ｅ
君
。
Ｅ

君
の
「
二
学
期
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
」
の
作
文
。
一
番
目
に

挙
げ
ら
れ
た
の
が
、な
わ
と
び
だ
っ
た
。

　

一
学
期
は
で
き
な
か
っ
た
あ

や
と
び
が
で
き
た
。
い
つ
も
、

一
回
も
で
き
な
か
っ
た
。
今
は

十
回
以
上
で
き
る
。
今
は
、
な

わ
と
び
が
楽
し
い
。
い
つ
ま
で

も
や
っ
て
い
た
い
ぐ
ら
い
。
先

生
の
な
わ
と
び
が
や
り
や
す
い
。

　

作
文
に
書
か
れ
て
い
る
「
先
生
の

な
わ
と
び
」
と
い
う
の
は
、「
と
び

な
わ
キ
ン
グ
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　

十
個
程
買
っ
て
お
い
た
。
体
育
の

時
間
は
も
ち
ろ
ん
、
休
み
時
間
に
も

貸
し
出
す
。
こ
の
子
に
は
、
体
育
の

時
間
、「
あ
や
と
び
が
や
り
や
す
い

な
わ
と
び
な
ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
、

貸
し
出
し
た
。
運
動
が
苦
手
な
Ｅ
君
。

　

で
も
、「
今
は
、
な
わ
と
び
が
楽

し
い
。
い
つ
ま
で
も
や
っ
て
い
た
い

ぐ
ら
い
」
と
書
い
た
Ｅ
君
。

　

三
年
生
の
頃
、
業
間
休
み
や
昼
休

み
は
、
廊
下
で
一
人
で
ご
ろ
ご
ろ
し

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
ら

し
い
。
こ
の
年
は
、「
先
生
の
な
わ

と
び
、
借
り
ま
す
」
と
言
っ
て
、
休

み
時
間
は
外
に
出
て
い
く
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
あ
や
と

び
だ
け
で
な
く
、
交
差
と
び
も
い
つ
の

間
に
か
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て

い
た
。

　

ま
さ
に
、
教

材
の
力
で
あ
る
。

使
い
方
と
手
本
が
載
っ
て
い
る

「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
ノ
ー
ト
」（
光
村
教
育
図
書
）

一
般
の
漢
字
ノ
ー
ト
と
違
い
、
使
い
方
が
手
本
と
し
て
載
っ
て
い
る
。

こ
の
差
が
大
き
い
。
こ
れ
だ
け
で
、
子
供
が
熱
中
し
て
取
り
組
む
。

森も
り

元も
と 

智と
も

博ひ
ろ

宮
城
県
名
取
市
立
高
舘
小
学
校

　

市
販
の
漢
字
ノ
ー
ト
に
は
使
い
方

が
載
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
教
師

が
漢
字
練
習
の
仕
方
を
指
示
す
る
。

「
息
子
の
宿
題
は
、
た
だ
縦
に
漢
字

を
埋
め
る
だ
け
の
作
業
に
な
っ
て
い

る
」
と
、
我
が
子
の
友
達
の
保
護
者

が
嘆
い
て
い
た
。
こ
れ
で
は
漢
字
の

学
習
と
し
て
の
効
果
が
薄
い
。

　

現
在
担
任
し
て
い
る
子
供
た
ち
に

は
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
ノ
ー

ト
」（
以
下
、
ス
キ
ル
ノ
ー
ト
）
を

宿
題
に
課
し
て
い
る
。
前
述
の
子
供

と
違
い
、
効
果
的
な
漢
字
の
学
習
が

で
き
て
い
る
。
保
護
者
に
も
好
評
だ
。

　

そ
れ
は
、
表
紙
裏
に
下
図
の
よ
う

な
「
漢
字
ス
キ
ル
ノ
ー
ト
の
使
い

方
」
が
載
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
鉛
筆
で
書
い
た
手
本
と
説
明

が
あ
る
の
で
、
一
目
で
使
い
方
が
分

か
る
か
ら
で
あ
る
。

「
ス
キ
ル
ノ
ー
ト
」
は
、「
あ
か
ね

こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育
図
書
）

と
一
緒
に
学
習
す
る
と
更
に
効
果
的

だ
。
同
じ
言
葉
や
文
を
練
習
で
き
る

か
ら
で
あ
る
。

　

森
元
は
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ

ル
」
を
学
校
で
、「
ス
キ
ル
ノ
ー
ト
」

を
家
庭
で
学
習
さ
せ
て
い
る
。
学
校

で
学
ん
だ
漢
字
を
家
庭
で
復
習
す
る
。

使
い
方
が
載
っ
て
い
て
、
手
本
も
あ

る
。
家
庭
で
混
乱
す
る
理
由
は
全
く

な
い
。

簡単！　熱中！　参観日にお薦め
「くすりテキスト」の授業
百聞は一見にしかず。保護者も子供もくぎ付けになる実験。
コンテンツ：「くすりテキスト」

太
おお

田
た

 政
まさ

男
お

島根県邑南町立高原小学校

「くすりテキスト」を使った授業を参観日に行った。
　テキストだけでなく実験キットも付いてくるので、特別な準備は一切いらない。
　幾つかある実験の中でも、子供たちに一番強い印象を残したのが、粉薬とジュースを使っ
た実験だった。
　水に入れたときは普通に溶けた粉薬。だが、ジュースの中に入れると様子は一変した。
　みるみる白い泡が出てくるのを見て、子供たちは「うわぁ～！」と驚きの声を上げた。
　いや、子供だけではない。周りで見ていた保護者もこの実験にくぎ付けだった。
　私はテキストどおりに授業を進め、同封されていた実験キットを使って実験しただけだ。
「グレープフルーツジュースに粉薬を入れるとビールみたいに
泡が立つけど、水に粉薬を入れると溶けるので、水で飲むこと
を意識したいです」
　百聞は一見にしかず。子供たちの感想がそのことを語っていた。

〈お申込み先〉
https://ws.formzu.net/fgen/S54332593/
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デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説デジタル・トークライン連動企画！ デジタルでダウンロード、本誌で解説
T
O
S
S
保
険
で

ト
ラ
ブ
ル
解
決
！

事
件
例

TOSS教職員賠償責任保険

保護者とのトラブル、同僚とのトラブル、管理職とのトラブル……
裁判になる前から弁護士に相談できるシステムでトラブルに対応します。
保険料は、年間6380円です。１日たった約20円で教師人生を守ってもらえるのです。

TOSS教職員賠償責任保険ホームページ　https://tosshoken.com/

 教師必読！  トラブルに巻き込まれないための予備知識 
copy free

回
答
：
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
顧
問
弁
護
士　

中な
か

井い 

光ひ
か
る

　
　
構
成
：
中な

か
　た
に谷 

康や
す
　ひ
ろ博

T
O
S
S
弁
護
団
事
務
局

十
一
月
の
外
国
語
主
任

子
供
の
成
長
場
面
を
つ
く
り
出
す
国
際
交
流
会
の

企
画
・
運
営
。

平ひ
ら

山や
ま 

靖
や
す
し

千
葉
県
習
志
野
市
立
向
山
小
学
校

２ 

各
学
年
か
ら
の
プ
ラ
ン

　

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
見
本
が
な

け
れ
ば
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か
な
い
。
校

内
で
提
案
で
き
る
よ
う
、
平
山
が
作

成
し
た
も
の
を
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク

ラ
イ
ン
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
そ
ち
ら
を
参
考
に
編
集

し
、
各
学
年
に
準
備
を
し
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
る
。

３ 

総
合
と
連
携
し
た
準
備

　

総
合
的
な
学
習
に
は
国
際
理
解
の

内
容
も
入
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
上
手

に
活
用
し
た
い
。
英
語
の
授
業
だ
け

で
は
準
備
は
と
て
も
で
き
な
い
。
勤

務
校
で
は
、
四
年
生
は
日
本
の
遊
び

を
紹
介
し
、
一
緒
に
行
う
こ
と
を
活

動
内
容
と
し
て
い
る
。
使
う
表
現
は

い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
。

「T
his	is	O

tedam
a.

　

Lets	play	!　

Like	this.

」

　

実
物
を
用
意
し
、
ど
う
や
っ
た
ら

相
手
に
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
伝

え
ら
れ
る
か
を
、
子
供
た
ち
は
総
合

の
時
間
に
学
習
す
る
。

１ 

交
流
相
手
を
探
す
↓
企
画
書

　

勤
務
校
の
場
合
、
交
流
相
手
は
日

本
語
学
校
の
学
生
た
ち
で
あ
る
。
近

隣
の
大
学
に
お
願
い
し
て
も
よ
い
。

勤
務
校
で
も
初
年
度
は
そ
う
で
あ
っ

た
。
神
田
外
語
大
学
に
お
願
い
を
し

た
の
で
あ
る
。
留
学
生
が
交
流
し
や

す
い
。

　

国
際
交
流
協
会
な
ど
を
つ
て
に
探

す
の
も
良
い
。
先
方
に
電
話
を
し
て
、

国
際
交
流
会
を
行
い
た
い
旨
を
伝
え
、

つ
な
が
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　

そ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
の
が

交
通
費
で
あ
る
。
交
流
相
手
が
移
動

す
る
交
通
費
は
学
校
で
用
意
す
る
の

か
、
そ
れ
と
も
先
方
で
負
担
可
能
な

の
か
で
あ
る
。
勤
務
校
で
は
、
子
供

た
ち
の
教
育
効
果
を
考
え
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

と
協
議
し
、
お
金
を
出
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　

な
お
、
企
画
書
に
つ
い
て
は
、
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
に
載
せ
て

あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
基
に
作
成
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

ち
が
自
信
を
付
け
て
い
る
こ
と
を
五

年
間
の
研
究
で
確
か
め
て
き
た
。
二

月
に
行
え
る
よ
う
に
、
十
一
月
か
ら

で
も
間
に
合
う
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⓪
校
長
・
教
頭
に
国
際
交
流
会

の
了
承
を
取
り
、
動
き
出
す
。

①
十
一
月
中
⋮
交
流
相
手
を
探

し
、
決
定
し
た
ら
企
画
の
作
成
。

②
十
二
月
中
⋮
各
学
年
か
ら
の

プ
ラ
ン
を
集
約
す
る
。
交
流

相
手
と
の
打
ち
合
わ
せ
。

③
一
月
⋮
各
学
年
で
交
流
会
用

の
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
や
準
備
を

進
め
る
（
総
合
を
含
め
）。

④
二
月
⋮
交
流
会
実
施
。

　

年
度
末
に
は
、
一
年
間
の
学
習
を

経
て
、
子
供
た
ち
に
自
分
自
身
の
成

長
を
実
感
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。
そ
う

す
る
こ
と
で
英
語
に
対
す
る
自
信
が

付
く
。
そ
こ
で
お
勧
め
な
の
が
国
際

交
流
会
（
実
際
の
英
語
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
さ
せ
る
）
で

あ
る
。
水
泳
に
例
え
る
な
ら
、
教
室

で
の
英
会
話
は
プ
ー
ル
で
泳
い
で
い

る
も
の
だ
と
考
え
る
。
あ
く
ま
で
泳

ぎ
の
＂練
習
＂
な
の
で
あ
る
。
海
に

連
れ
て
行
き
、
泳
が
せ
る
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
が
、
国
際
交
流
会
だ
。
そ
の

体
験
を
経
る
こ
と
で
子
供
た
ち
は
、

「
話
せ
た
！
」「
私
の
英
語
が
本
当
に

通
じ
た
！
」
と
自
信
を
付
け
る
。
本

校
で
は
、
国
際
交
流
会
後
、
子
供
た

プリントは、デジタル・トー
クラインからダウンロードで
きます。

原
稿
を
執
筆
す
る
際
、
兼
業
届
は

出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か

　

時
折
、
教
育
関
係
の
書
籍
に
原

稿
を
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
書
籍
を
見
た
同
僚
か
ら
、

「
原
稿
執
筆
料
を
も
ら
っ
て
い
る

の
な
ら
、
兼
業
に
当
た
る
の
で
、

兼
業
届
を
出
さ
な
け
れ
な
ば
ら
な

い
の
で
は
な
い
で
す
か
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。

　

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　
　
　
　
　

中
井
弁
護
士
の
回
答

　

こ
の
相
談
の
場
合
、
同
僚
が
原
稿
執

筆
の
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。

　

執
筆
原
稿
料
を
も
ら
う
と
き
に
学
校

名
を
明
ら
か
に
す
る
の
な
ら
、
兼
業
届

を
出
し
た
方
が
い
い
で
す
。

　

兼
業
届
の
提
出
先
が
、
市
町
村
の
教

育
長
宛
て
な
の
か
、
所
属
長
で
あ
る
校

長
宛
て
な
の
か
は
、
都
道
府
県
や
市
町

村
に
よ
っ
て
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

全
国
で
は
、
農
業
や
駐
車
場
経
営
な
ど

で
百
例
程
度
の
兼
業
届
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
制
度
が
あ
る

の
で
、
執
筆
の
際
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、

税
務
署
で
把
握
で
き
ま
す
。

　

嫌
が
ら
せ
で
、
収
入
に
つ
い
て
わ
ざ

と
話
題
に
し
て
く
る
人
が
い
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
教
員
の
原

稿
執
筆
の
場
合
は
、
執
筆
原
稿
料
の
収

入
以
上
に
、
執
筆
の
た
め
に
使
っ
た
資

料
の
費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
つ
ま
り
、
収
支
は
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

自
分
か
ら
積
極
的
に
話
題
に
挙
げ
る

必
要
は
な
い
の
で
す
が
、
も
し
、
職
場

で
兼
業
届
の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
場
合

は
、
そ
れ
に
従
っ
て
提
出
す
る
の
が
い

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

次
回
の
事
件
簿
。
回
答
は
、
次
号
。

　

下
校
途
中
、
子
供
が
通
り
道
に

あ
る
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
蹴
っ
て

壊
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
長
年
に
わ
た
り
、

子
供
が
蹴
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で

す
。
塀
の
持
ち
主
か
ら
は
、
学
校

に
弁
償
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

ど
う
し
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

イラスト：谷岡 聡美
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現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

SANSU

算数
1年 KOKUGO

国語
1年

（
上
図
２
の
よ
う
に
玉
を
動
か
す
）

教
師
：
10
か
ら
１
を
ひ
い
て
９
。

（
図
３
の
よ
う
に
、
上
の
一
つ
の
玉

と
、
下
の
一
つ
の
玉
を
同
じ
タ
イ

ミ
ン
グ
で
動
か
す
）

教
師
：
12
ひ
く
３
は
９
で
す
。

２ 

減
減
法
の
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算

　

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
慣
れ
た
ら
、
言

葉
に
合
わ
せ
て
、
減
減
法
の
さ
く
ら

ん
ぼ
計
算
を
書
か
せ
る
。

①
12
ひ
く
３
の
計
算
。

　

２
か
ら
３
は
、
ひ
け
な
い
。

　

３
を
２
と
１
に
分
け
る
。

②
12
か
ら
２
を
ひ
い
て
10
。

③
10
か
ら
１
を
ひ
い
て
９
。

　

12
ひ
く
３
は
９
で
す
。

　

繰
り
下
が
り
の
あ
る
ひ
き
算
は
、

ひ
く
数
が
、
９
な
ど
10
に
近
い
場
合

は
、
下
図
Ⓐ
の
よ
う
な
加
減
法
の
さ

く
ら
ん
ぼ
計
算
を
す
る
の
が
基
本
型

だ
。
下
図
Ⓑ
の
よ
う
に
ひ
く
数
が
小

さ
い
場
合
は
、
ひ
く
数
を
分
け
る
減

減
法
の
さ
く
ら
ん
ぼ
計
算
の
方
が
分

か
り
や
す
い
。
Ⓐ
か
Ⓑ
の
ど
ち
ら
か

に
決
め
た
方
が
考
え
や
す
い
児
童
も

い
る
の
で
、
や
り
方
を
選
ば
せ
て
も

よ
い
。

〈
指
導
の
流
れ
〉

１ 

減
減
法
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

　

上
図
の
よ
う
に
「
百
玉
そ
ろ
ば
ん
」

の
玉
を
動
か
し
な
が
ら
、
教
師
の
後

に
付
い
て
リ
ズ
ム
良
く
復
唱
さ
せ
る
。

教
師
：
12
ひ
く
３
の
計
算
。

児
童
：（
復
唱　

以
下
省
略
）

教
師
：
２
か
ら
３
は
、
ひ
け
な
い
。

（
上
図
１
の
よ
う
に
二
つ
の
玉
を
指

差
す
）

教
師
：
３
を
２
と
１
に
分
け
る
。

教
師
：
12
か
ら
２
を
ひ
い
て
10
。

「百玉そろばん」で減減法を導入する

群馬県館林市立第二小学校

関
せき

澤
ざわ

 陽
よう

子
こ

「繰り下がりのある
ひき算」の指導
「百玉そろばん」で減減法の
アルゴリズムに慣れてから、
さくらんぼ計算に入る。

東京書籍・１年下・p.17-21

と
覚
え
て
い
く
。

　

た
け
の
こ
読
み
は
子
供
た
ち
に
大

人
気
だ
。
自
分
の
読
み
た
い
行
に
一

つ
丸
を
付
け
る
。
そ
の
行
だ
け
立
っ

て
読
む
と
い
う
も
の
だ
。
だ
ん
だ
ん

丸
の
数
を
増
や
し
て
い
く
と
、
自
然

と
暗
唱
が
で
き
て
い
る
。

２ 

自
分
で
も
詩
を
作
っ
て
み
る

「
一
月
一
日
」
の
後
、
似
合
う

言
葉
を
考
え
て
、
自
分
だ
け
の

詩
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

一
月
一
日	

お
と
し
玉
ヤ
ッ
ホ
ー
。

　

二
月
二
日
は	

ゆ
き
が
っ
せ
ん
。

　

三
月
三
日
は	

お
ひ
な
さ
ま
。

　

四
月
四
日
は	

も
う
す
ぐ
二
年
生
。

　

五
月
五
日
は	

こ
い
の
ぼ
り
。

　

六
月
六
日
は	

雨
ば
か
り
。

　

七
月
七
日
は	

七
夕
見
た
い
。

　

八
月
八
日
は	

セ
ミ
と
り
だ
⋮
⋮

　

こ
の
よ
う
に
す
る
と
、
生
活
科
と

合
わ
せ
た
学
習
も
で
き
る
。

１ 

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
か
に

 

読
む

　

教
科
書
を
何
度
も
飽
き
ず
に
読
む

方
法
で
あ
る
。

①
先
生
の
後
に
続
い
て
、
読
み

ま
し
ょ
う
。

②
先
生
と
一
行
交
代
で
読
み
ま

し
ょ
う
。

③
男
女
交
代
で
読
み
ま
し
ょ
う
。

④
先
生
の
続
き
を
読
み
ま
し
ょ

う
（
一
月
一
日
で
止
ま
り
、

下
の
部
分
を
子
供
が
読
む
）。

⑤	

④
の
方
法
で
み
ん
な
が
先
に
。

⑥
た
け
の
こ
読
み
を
し
ま
す
。

　

教
科
書
の
上
段
で
難
し
い
読
み
は
、

こ
れ
ら
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
日
・
二
日
・
三
日
・
四
日
・
五

日
・
六
日
・
七
日
・
八
日
・
九
日
・

十
日
・
天
の
川
・
二
十
日

　

何
度
も
読
む
中
で
、
子
供
は
自
然

指示  先生の後に続いて、読みま
しょう。

大阪府泉佐野市立第三小学校

勇
いさみ

 和
かず

代
よ

日づけとよう日
リズム良く音読を繰り返すこ
とで、難しい読みも自然と覚
える。

光村図書・１年下・p.48-49
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SANSU

算数
2年 KOKUGO

国語
2年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

兵庫県加古川市立平岡小学校

溝
みぞ

端
はた

 久
く

輝
き

子
こ

「さけが大きくなる
まで」
目線の低い発問は、テンポ良
く巻き込む。その後、本質を
問う難しい問題を出す。

教育出版・２年下・p32-43

２ 

﹁
よ
く
読
み
な
さ
い
﹂
と
は

 

言
わ
な
い

　

次
に
黒
板
に
大
き
な
さ
け
の
お
母

さ
ん
と
小
さ
な
さ
け
の
赤
ち
ゃ
ん
を

か
く
。「
こ
う
し
て
生
ま
れ
た
ん
だ

ね
」
と
尋
ね
る
。
何
か
お
か
し
い
と

思
っ
た
数
名
の
児
童
が
「
卵
か
ら
」

に
気
付
く
だ
ろ
う
。
黒
板
の
図
に
卵

を
か
き
足
し
、
も
う
一
度
「
こ
う
し

て
生
ま
れ
た
ん
だ
ね
」
と
尋
ね
る
。

子
供
た
ち
は
何
か
違
う
と
思
っ
て
更

に
教
科
書
を
読
む
。「
教
科
書
を
読

み
な
さ
い
」
と
言
わ
な
く
て
も
、
教

科
書
を
読
む
子
供
が
増
え
る
。

３ 

意
味
と
範
囲
を
問
う
発
問

「
冬
の
間
に
」
の
横
に
、「
冬
の
あ

る
日
」
と
書
か
せ
る
。
同
じ
意
味
か

と
問
う
と
、
違
う
と
い
う
。
で
は
、

ど
う
違
う
か
を
説
明
さ
せ
る
。

　

こ
れ
ら
の
授
業
展
開
は
向
山
洋
一

氏
が
飛
び
込
み
授
業
し
た
記
録
か
ら

の
も
の
で
あ
る
（『
教
育
ト
ー
ク
ラ

イ
ン
』
誌　

一
九
九
四
年
三
月
号
）。

１ 

最
初
の
発
問
は
目
線
を
低
く

発
問	

さ
け
の
赤
ち
ゃ
ん
は
夏

休
み
に
生
ま
れ
る
ん
だ
。
そ

う
だ
よ
ね
。
○
○
ち
ゃ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
問
う
と
、数
名
は
「
そ

う
か
も
し
れ
な
い
」
と
思
う
。
間
髪

を
入
れ
ず
畳
み
掛
け
る
よ
う
に
問
う
。

「
絶
対
夏
休
み
だ
よ
。
そ
う
書
い
て

あ
る
も
の
」「
そ
う
か
。
夏
休
み
じ
ゃ

な
い
。
春
休
み
な
ん
だ
」「
そ
う
だ
。

夏
休
み
じ
ゃ
な
い
。
春
休
み
で
も
な

い
。
書
い
て
あ
る
も
の
ね
。
さ
け
の

赤
ち
ゃ
ん
が
う
ま
れ
る
の
は
、
運
動

会
の
秋
な
ん
だ
」。
子
供
た
ち
の
「
違

う
！
」
を
引
き
取
り
な
が
ら
も
、

次
々
と
教
師
が
間
違
え
る
。
こ
こ
を

ゆ
っ
く
り
と
す
る
と
駄
目
だ
。
ヒ
ー

ト
ア
ッ
プ
す
る
子
供
た
ち
に
問
う
。

指
示	

じ
ゃ
あ
、
ど
こ
に
書
い
て

あ
る
の
？　

先
生
に
教
え
て
。

　

指
を
置
か
せ
る
。「
冬
の
間
に
」

か
ら
始
ま
る
一
文
を
読
ま
せ
て
確
認
。

発問① さけの赤ちゃんは夏休み
に生まれるんだ。
　そうだよね。〇〇ちゃん。
指示  じゃあ、どこに書いてある
の？　先生に教えて。
発問② 「冬の間に」と「冬のある
日」ではどう違いますか。式を矢印でつなぐ

ノートの型で書か
せる
ノートの型が、思考の型を
つくる。

啓林館・２年下・p.34

２　

式
を
書
い
て
解
く

指
示
５ 

も
う
一
度
問
題
を
読
み
ま

す
。
サ
ン
ハ
イ
。

　

お
た
す
け
マ
ー
ク
を
読
む
。

指
示
６ 

色
紙
６
枚
の
値
段
を
求
め

る
式
を
ノ
ー
ト
に
書
き
な
さ
い
。

発
問
３ 

幾
ら
で
す
か
？
（
54
円
）

説
明
２ 

答
え
、
54
円
で
す
ね
。　

（
違
う
、
違
う
…
…
）

　

わ
ざ
と
間
違
え
指
摘
さ
せ
る
。
多

く
の
子
が
「
違
う
」
と
口
に
出
す
よ

う
に
間
を
取
る
。

発
問
４ 

ど
う
し
て
だ
め
な
の
？

　
（
の
り
も
買
っ
て
い
る
か
ら
…
…
）

指
示
７ 

一
行
空
け
て
54
、（
54
と

54
を
）
矢
印
で
つ
な
げ
な
さ
い
。

指
示
８ 

式
の
続
き
を
書
い
て
、

ノ
ー
ト
を
持
っ
て
来
な
さ
い
。

　

○
の
付
い
た
子
か
ら
、
筆
算
を
書

い
て
答
え
ま
で
解
か
せ
る
。

説
明
３ 

今
日
は
、
二
つ
の
式
を
矢

印
で
つ
な
い
で
解
き
ま
す
。

　

作
業
記
憶
の
弱
い
子
も
、
ノ
ー
ト

に
書
い
た
パ
タ
ー
ン
を
頼
り
に
解
く

こ
と
で
分
か
っ
て
く
る
。

　

1
の
か
け
算
を
使
っ
た
問
題
。
二

段
階
で
解
く
こ
と
を
意
識
さ
せ
た
い
。

ポ
イ
ン
ト
は
二
つ
で
あ
る
。

１　

図
で
解
い
て
か
ら
式
を
立

て
さ
せ
る
。

２　

式
を
矢
印
で
つ
な
げ
さ
せ
る
。

１　

図
で
解
く  

発
問
１ 

折
り
紙
の
絵
が
あ
り
ま
す
。

何
枚
あ
り
ま
す
か
？
（
６
枚
）

指
示
１ 

６
枚
全
部
に
９
円
９
円

…
…
と
書
き
な
さ
い
。

発
問
２ 

折
り
紙
は
全
部
で
幾
ら
で

す
か
？
（
54
円
で
す
）

指
示
２ 

教
科
書
の
折
り
紙
の
絵
の

下
に
書
き
な
さ
い
。

指
示
３ 

54
円
を
求
め
る
式
が
言
え

る
人
？ 

（
９
×
６
）

説
明
１ 

今
日
は
「
か
け
算
を
使
っ

た
問
題
」
の
勉
強
だ
か
ら
、
続
き

が
あ
る
。
80
円
の
の
り
を
…
…

　

子
供
が
問
題
の
続
き
を
一
緒
に
読

む
よ
う
に
す
る
。

指
示
４ 

教
科
書
54
円
の
続
き
、
式

を
書
き
な
さ
い
。（
54
円
＋
80
円
）

発問  どうしてだめなの？
指示① １行空けて54、（54と54を）
矢印でつなげなさい。
指示② 式の続きを書いて、ノートを
持って来なさい。

長野県長野市立緑ヶ丘小学校

小
こ

松
まつ

 裕
ひろ

明
あき
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KOKUGO

国語
3年SANSU

算数
3年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

指
示	

「
訓
練
」
で
終
わ
る
よ
う

に
書
き
な
さ
い
。

　

上
の
問
い
で
、「
さ
い
し
ょ
の
訓

練
」、「
次
の
訓
練
」、「
心
が
ま
え
の

訓
練
」、「
訓
練
の
仕
上
げ
の
訓
練
」

の
四
つ
の
訓
練
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
文
章
を
ま

と
め
、
最
後
に
「
訓
練
」
で
終
わ
る

よ
う
に
文
を
書
き
直
さ
せ
る
。

「
さ
い
し
ょ
」
と
「
次
」
の
訓
練
は

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
教
科
書
ど
お

り
抜
き
出
せ
ば
い
い
。「
人
間
の
言

う
こ
と
に
し
た
が
う
訓
練
」「
人
を

安
全
に
み
ち
び
く
訓
練
」
で
あ
る
。

「
心
が
ま
え
」
と
「
訓
練
の
仕
上
げ
」

は
少
し
文
を
変
え
な
い
と
「
訓
練
」

に
つ
な
が
ら
な
い
。
二
、
三
回
音
読

さ
せ
、
文
を
整
え
さ
せ
る
。「
も
う

ど
う
犬
に
ふ
さ
わ
し
い
心
が
ま
え
を

身
に
つ
け
る
訓
練
」「
実
さ
い
に
も

う
ど
う
犬
を
使
う
人
と
い
っ
し
ょ
に

生
活
し
、
い
っ
し
ょ
に
町
を
歩
く
訓

練
」
で
あ
る
。

「
も
う
ど
う
犬
の
訓
練
」
で
は
、「
だ

い
じ
な
言
葉
や
文
を
見
付
け
、
書
か

れ
て
い
る
こ
と
を
要
約
」
し
、
短
く

ま
と
め
さ
せ
る
。
何
度
も
繰
り
返
し

読
ま
せ
た
後
、
教
科
書
の
下
に
書
か

れ
て
い
る
六
つ
の
「
問
い
」
で
だ
い

た
い
の
意
味
を
つ
か
ま
せ
る
。

①
も
う
ど
う
犬
と
は
、
ど
の
よ
う
な

犬
で
し
ょ
う
。

②
さ
い
し
ょ
の
訓
練
で
は
、
ど
ん
な

こ
と
を
す
る
の
で
し
ょ
う
。

③
次
の
訓
練
で
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

す
る
の
で
し
ょ
う
。

④ 「
も
う
ど
う
犬
に
ふ
さ
わ
し
い
心

が
ま
え
」
と
は
、
ど
ん
な
こ
と
で

し
ょ
う
。

⑤
訓
練
の
仕
上
げ
に
は
、
何
を
す
る

の
で
し
ょ
う
。

⑥
も
う
ど
う
犬
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

発
問	

盲
導
犬
に
な
る
た
め
の

訓
練
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
。

広島県東広島市立龍王小学校

笠
かさ

井
い

 美
み

香
か

大事な言葉や文を見
付け、書かれている
ことを要約しよう
「訓練」で終わるように文を
つくる（文を書き抜いたり、
文を整えたりする）。

東京書籍・３年下・p.50-59
「もうどう犬の訓練」

「はかり」の読み方
の導入は数直線から
苦手な子もスモールステップ
で読めるようになる。

啓林館・３年下・p.36

青森県十和田市立四和小学校

黒
くろ

滝
たき

 誠
まこ

人
と

０
を
書
き
加
え
て
「
１
０
０
」
に
す

る
。

発
問
２ 

真
ん
中
は
幾
つ
で
す
か
？

　

こ
れ
も
「
50
」
と
す

ぐ
に
答
え
が
出
る
。
一

目
盛
り
も
「
10
」
と
す

ぐ
に
答
え
が
出
る
。
そ

し
て
「
ち
ょ
っ
と
難
し

い
ぞ
」
と
言
っ
て
、
０

と
10
の
真
ん
中
に
線
を

か
き
入
れ
て
た
ず
ね
る
。

発
問
３ 

こ
の
一
目
盛
り
は
幾
つ
で

す
か
。

　

少
し
難
し
い
が
、
子
供
た
ち
か
ら

必
ず
「
５
」
と
い
う
答
え
が
出
る
。

３ 

﹁
ｇ
︵
グ
ラ
ム
︶﹂
の
数
直
線

　

あ
と
は
こ
の
数
直
線

の
数
字
に
「
ｇ
（
グ
ラ

ム
）」
の
単
位
を
付
け

て
、
は
か
り
と
同
じ
目

盛
り
に
す
る
。
こ
れ
で

更
に
読
む
練
習
を
す
る

と
よ
い
。

「『
は
か
り
』
で
物
の
重
さ
を
量
っ

た
事
の
あ
る
人
？
」

　

手
を
挙
げ
た
の
は
三
十
人
中
二
人
。

こ
の
よ
う
な
子
供
た
ち
に
、
い
き
な

り
「
は
か
り
」
の
目
盛
り
を
読
ま
せ

る
と
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
。

　

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
、
数
直
線
を
読

ま
せ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
と
よ
い
。

ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
テ
ン
ポ
良
く
、

子
供
た
ち
は
集
中
し
て
取
り
組
む
。

１ 

０
か
ら
10
ま
で
数
直
線

　

黒
板
に
線
を
引
き
、
十
等
分
に
区

切
り
、
両
端
に
０
と
10
を
書
く
。

発
問
１	

真
ん
中
は
幾
つ
で
す
か
。

　

半
分
な
の
で
視
覚
的

に
も
分
か
り
や
す
い
。

す
ぐ
に
「
５
」
と
答
え

が
出
る
。
次
に
一
目
盛

り
を
尋
ね
る
。「
１
」

の
答
え
も
す
ぐ
に
出
る

（
図
１
）。

２ 

０
か
ら
１
０
０
ま
で
の
数
直
線

　

図
１
の
数
直
線
の
10
の
目
盛
り
に
、

発問① 真ん中は幾つですか。
発問② この一目盛りは幾つですか。 

発問  盲導犬になるための訓練に
はどのようなものがありますか。
指示  「訓練」で終わるように書き
なさい。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ
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SANSU

算数
4年 KOKUGO

国語
4年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

千葉県我孫子市立我孫子第三小学校

河
こう

野
の

 健
けん

一
いち

計算する順番を見え
るようにする
計算の順番を番号と線で見え
るようにするから、間違いを
減らすことができる。

「アップとルーズで
伝える」
説明文指導の原理原則は、
「問いの文」を見付け、それ
に対応する「答えの文」を
見付けることである。

３ 

﹁
答
え
の
文
﹂
を
見
付
け
る

発
問
４ 

今
の
問
い
に
対
す
る
答
え

は
ど
こ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
か
。

指
示
４ 

段
落
番
号
を
ノ
ー
ト
に
書

き
ま
し
ょ
う
。

　

第
四
段
落
と
第
五
段
落
で
あ
る
。

発
問
５ 

「
答
え
の
文
」
は
ど
れ
で

す
か
。

指
示
５ 

「
答
え
の
文
」
に
線
を
引

き
ま
し
ょ
う
。

４ 

完
全
な
﹁
答
え
の
文
﹂
に

 

書
き
直
す

　

こ
の
文
章
の
場
合
、
二
つ
の
文
を

一
つ
の
「
答
え
の
文
」
に
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
さ
ら
に
、
問
い
に
正

対
し
た
語
尾
に
変
え
る
作
業
が
必
要

で
あ
る
。「
ど
ん
な
ち
が
い
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。」
と
い
う
問
い
な

の
で
、「
ア
ッ
プ
で
と
る
と
、
細
か

い
部
分
の
様
子
が
よ
く
分
か
り
、

ル
ー
ズ
で
と
る
と
、
広
い
は
ん
い
の

様
子
が
よ
く
分
か
る
と
い
う
ち
が
い

で
す
」
と
い
う
一
文
に
な
る
。

「
答
え
を
下
に
書
き
な
さ
い
」

2 

二
つ
を
書
か
せ
る
か
ら
、

 

ミ
ス
が
減
る

　

計
算
の
決
ま
り
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

⑴
左
か
ら
順
に
計
算
す
る
。

⑵
（　

）
を
先
に
計
算
す
る
。

⑶
×
や
÷
を
先
に
計
算
す
る
。

　

学
習
の
最
初
は
、（　

）
と
＋
と

－
が
登
場
す
る
だ
け
の
問
題
だ
。

　

次
は
×
や
÷
が
あ
り
、
＋
と
－
が

入
っ
て
い
る
問
題
だ
。

　

こ
れ
は
難
し
く
な
い
。

　

複
雑
な
の
は
、
こ
れ
ら
が
混
在
し

て
い
る
問
題
で
あ
る
。

　

最
初
に
番
号
を
書
か
せ
る
こ
と
で
、

計
算
の
順
番
が
明
確
に
な
る
。
最
初

だ
か
ら
、
決
ま
り
を
意
識
し
や
す
い
。

　

そ
し
て
、
線
を
引
か
せ
る
こ
と
で
、

ど
の
計
算
を
す
る
の
か
が
は
っ
き
り

分
か
る
。
計
算
ミ
ス
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
。

　

河
田
孝
文
氏
の
追
試
で
あ
る
。

１ 

﹁
問
い
の
文
﹂
を
見
付
け
る

発
問
１ 

「
問
い
の
段
落
」
は
何
段

落
で
す
か
。

指
示
１ 

ノ
ー
ト
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

（
第
三
段
落
）

発
問
２ 

「
問
い
の
文
」
は
ど
れ
で

す
か
。

指
示
２ 

「
問
い
の
文
」
に
線
を
引

き
ま
し
ょ
う
。

「
ア
ッ
プ
と
ル
ー
ズ
で
は
、
ど
ん
な

ち
が
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。」

２ 

完
全
な
﹁
問
い
の
文
﹂
に

 

書
き
直
す

説
明 

こ
の
文
は
、「
問
い
」
で
あ

る
こ
と
を
表
す
平
仮
名
一
文
字

が
抜
け
て
い
ま
す
。

発
問
３ 

そ
の
一
文
字
と
は
何
で
す

か
（「
か
」
で
あ
る
）。

指
示
３ 

完
全
な
「
問
い
の
文
」
に

直
し
て
、
ノ
ー
ト
に
写
し
ま
し
ょ

う
。

　

ノ
ー
ト
に
「
か
」
ま
で
補
っ
て
写

せ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
。

１ 

番
号
と
下
線
を
書
か
せ
て
、

 

計
算
の
順
番
を
明
確
に
す
る

　

東
京
書
籍
の
教
科
書
で
は
、
最
初

の
問
題
は
「
５
０
０

－（
１
４
０
＋

２
１
０
）」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

発
問
・
指
示
す
る
。

「
最
初
に
計
算
す
る
の
は
ど
こ
で
す

か
？
」（
括
弧
の
中
で
す
）

「
理
由
を
言
い
な
さ
い
」（
括
弧
は

先
に
計
算
す
る
か
ら
で
す
）

「
式
は
何
で
す
か
？
」（
１
４
０
＋

２
１
０
で
す
）

「
＋
の
上
に
①
と
書
き
な
さ
い
」

「
次
は
？
」（

－

で
す
）

「
②
と
書
き
な
さ
い
」

「
最
初
に
計
算
す
る
所
に
線
を
引
き

な
さ
い
」

「
１
４
０
＋
２
１
０
を
計
算
し
な
さ

い
」（
３
５
０
で
す
）

「
線
の
下
に
３
５
０
と
書
き
な
さ

い
」

「
残
り
の
式
は
下
に
写
し
な
さ
い
」

「
次
、線
を
引
く
の
は
ど
こ
？
」（
５

０
０

－

３
５
０
で
す
）

発問  「問いの段落」は何段落です
か。
指示  ノートに書きましょう。

指示  計算する順番に番号を書き
なさい。
　　最初に計算する式に線を引き
なさい。

光村図書・４年下・p.34-43

京都府京都市立深草小学校

安
やす

江
え

 愛
あい

※
太
字
は
教
師
の
発
問
と
指
示
。

イラスト：ナカジマ ヤヨイ

東京書籍・４年下・p.2-6
番号を書き入れている例。
（本文とは違う問題）
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SANSU

算数
5年 KOKUGO

国語
5年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

石川県金沢市立千坂小学校

石
いし

坂
ざか

 陽
あきら

言語感覚を鍛える
発問ツール
向山洋一氏は、多くの説明文の授
業で「指示語が指し示す範囲」と
「逆の意味を問う」発問を行って
いる。どの説明文においても応用
が可能な強力な発問ツールである。

２ 

逆
の
意
味
を
問
う

　

二
段
落
に
次
の
文
章
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。

　

科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、

観
測
装
置
や
ス
ー
パ
ー
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
性
能
、
情
報
を
伝
達

す
る
仕
組
み
が
す
ぐ
れ
た
も
の
に

な
り
、よ
り
速
く
、正
確
に
予
想
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

ま
ず
、
次
の
発
問
を
す
る

　

進
歩
の
対
義
語
は
何
で
す
か
。

「
退
歩
」
で
あ
る
。

「
進
歩
」
が
「
退
歩
」
と
い
う

言
葉
に
変
わ
る
と
、
ど
ん
な
文

章
に
な
り
ま
す
か
。

　

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
て
、
持
っ
て
来

さ
せ
る
。
基
本
的
に
教
師
は
褒
め
続

け
れ
ば
よ
い
。
や
ん
ち
ゃ
な
子
供
が

と
て
も
面
白
い
文
章
を
書
く
。

　

後
で
全
員
に
発
表
さ
せ
る
。
爆
笑

に
つ
ぐ
爆
笑
と
な
る
。

１ 

指
示
語
が
指
し
示
す
範
囲

　

一
段
落
に
指
示
語
や
時
間
を
表
す

言
葉
が
三
つ
出
て
く
る
。
こ
の
三
つ

が
何
を
指
し
示
す
の
か
を
問
う
。

「
そ
れ
」
と
は
何
を
指
し
ま
す
か
。

「
的
中
率
が
高
く
な
っ
た
要
因
」「
的

中
率
が
ど
う
し
て
高
く
な
っ
た
の

か
」
を
指
し
示
し
て
い
る
。

「
以
前
」
と
は
何
年
頃
の
こ
と

で
す
か
。

　

教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表
を

基
に
考
え
さ
せ
る
。「
一
九
七
一
～

一
九
八
〇
年
頃
」
で
あ
る
。
八
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
切
っ
て
い
る
の
が
、

こ
の
頃
だ
か
ら
で
あ
る
。

「
こ
れ
」
と
は
何
を
指
し
ま
す
か
。

　

分
裂
す
る
。「
上
の
表
」「
東
京
都

の
降
水
の
予
報
精
度
」「
的
中
率
」

な
ど
、
多
く
が
正
解
と
な
っ
て
し
ま

う
。
こ
の
文
章
の
書
き
方
が
ど
う
な

の
か
、
批
判
的
に
読
ま
せ
て
も
よ
い
。

発問１ 「それ」「以前」「これ」と
は何を指しますか。
発問２ 「進歩」が「退歩」という
言葉に変わると、どんな文章に
なりますか。

光村図書・５年・p.138-148
「天気を予想する」

東京都国立市立国立第六小学校

村
むら

野
の

 聡
さとし

通分の基本型を教
える
趣意説明を交えながらアルゴ
リズムを教えていく。

倍
数
を
書
い
て
い
き
な
さ
い
。

②
分
母
５
の
下
に
５
の
倍
数
を
書
い

て
い
き
な
さ
い
。

③
同
じ
倍
数
（
最
小
公
倍
数
）
に
○

を
付
け
て
つ
な
ぎ
な
さ
い
。
こ
れ

が
共
通
の
分
母
に
な
り
ま
す
。

④
分
母
の
４
を
５
倍
す
る
と
20
に
な

る
の
で
、分
母
４
の
横
に
「
×
５
」

と
書
き
ま
す
。

　
　

同
様
に
分
母
５
を
４
倍
す
る
と

20
に
な
る
の
で
、
分
母
５
の
横
に

「
×
４
」
と
書
き
ま
す
。

⑤
分
母
と
分
子
に
同
じ
数
を
か
け
て

も
分
数
の
大
き
さ
は
変
わ
ら
な

い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
子
に
も

分
母
と
同
じ
数
を
か
け
ま
す
。「
×

５
」、「
×
４
」
を
分
子
に
も
書
き

ま
す
。

⑥
分
子
３
は
３
×
５
で
15
に
な
り
ま

す
。
分
子
４
は
４
×
４
で
16
に
な

り
ま
す
。

⑦
15
20
と
16
20
な
ら
大
き
さ
が

比
べ
ら
れ
ま
す
ね
。
ど
ち
ら
が
大

き
い
分
数
で
す
か
。

　

板
書
は
上
画
像
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

分
数
の
通
分
は
趣
意
説
明
を
交
え

な
が
ら
、
基
本
型
を
教
え
て
マ
ス

タ
ー
さ
せ
る
。

　

3
4	

と	

4
5	

で
は
、
ど
ち

ら
が
大
き
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
比
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。

ど
う
し
て
で
す
か
。

「
分
母
と
分
子
の
ど
ち
ら
も
違
う
か

ら
」
と
い
う
子
供
の
意
見
を
受
け
て
、

次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

分
母
が
そ
ろ
え
ば
比
べ
ら
れ
ま
す

の
で
、
分
母
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

前
に
学
習
し
た
と
お
り
、
分
数
は

大
き
さ
を
変
え
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
数

で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
（
例
示
）。

　

分
母
が
違
う
分
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ

の
大
き
さ
を
変
え
ず
に
同
じ
数
の
分

母
に
直
す
こ
と
を
「
通
分
す
る
」
と

い
い
ま
す
。
言
っ
て
ご
ら
ん
。

　

こ
う
説
明
し
た
後
、
通
分
の
手
順

を
教
え
て
い
く
。

①
分
母
の
４
と
５
の
最
小
公
倍
数
を

探
し
ま
す
。
分
母
４
の
下
に
４
の

発問  このままでは比べられませ
ん。どうしてですか。
説明  分母がそろえば比べられま
すので、分母をそろえます。

東京書籍・５年上・p.109
「分数のたし算とひき算」

※ 

太
字
は
教
師
の
指
示
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KOKUGO

国語
6年SANSU

算数
6年

現在進行形の教科書単元 すぐに追試できる開始15分間の発問算
国

埼玉県さいたま市立宮原小学校

竹
たけ

岡
おか

 正
まさ

和
かず

意見文は
サンドイッチで
意見文の作文は難しいイメー
ジを子供がもつ。簡単な話題
で短く書かせることで抵抗感
を取り除く。その上で、引用
の「　」や反論を教えていく。

山口県下関市立小月小学校

林
はやし

 健
たけ

広
ひろ

新学習指導要領を
先取り！
データの収集と分析、５つの
ステップ。

す
。「
さ
ら
に
〜
だ
か
ら
。」
と
書

き
ま
す
。

　

数
名
に
発
表
さ
せ
る
。
早
く
書
け

た
子
数
名
に
板
書
さ
せ
る
。
こ
の
文

も
苦
手
な
子
の
参
考
に
な
る
。

説
明 

理
由
は
三
つ
あ
る
と
説
得
力

が
増
し
ま
す
。

　

こ
う
し
て
三
つ
目
を
「
そ
の
上
～

だ
か
ら
。」
で
書
か
せ
る
。

　

最
後
に
「
だ
か
ら
り
ん
ご
（
み
か

ん
）
の
方
が
お
い
し
い
。」
と
も
う

一
度
、
結
論
を
書
か
せ
る
。

説
明 

意
見
文
は
始
め
と
終
わ
り
に

結
論
を
書
き
ま
す
。
間
に
理
由
を

三
つ
書
き
ま
す
。
五
つ
の
文
で
で

き
ま
す
。
こ
れ
な
ら
簡
単
で
す
。

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
で
い
う
パ
ン
の

部
分
が
結
論
。
間
の
具
が
理
由
で

す
。
結
論
で
理
由
を
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
す
る
の
で
す
。

　

次
は
、「
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
は
映

画
で
見
る
の
が
よ
い
か
。
本
で
読
む

の
が
よ
い
か
」。
子
供
が
盛
り
上
が

り
そ
う
な
話
題
で
書
か
せ
る
と
よ
い
。

せ
て
い
く
。
ノ
ー
ト
に
①
か
ら
⑤
ま

で
、
数
字
を
書
か
せ
る
。

①
調
べ
た
い
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書
き

な
さ
い
。

②
ど
の
グ
ラ
フ
で
表
し
ま
す
か
。
書

き
な
さ
い
。

※
量
の
大
小
な
ら
ば
棒
グ
ラ
フ
、
変

化
な
ら
ば
折
れ
線
グ
ラ
フ
、
割
合

な
ら
ば
円
グ
ラ
フ
・
帯
グ
ラ
フ
、

ち
ら
ば
り
な
ら
ば
柱
状
グ
ラ
フ
。

③
デ
ー
タ
を
集
め
な
さ
い
。
自
由
に

立
ち
歩
い
て
い
い
で
す
か
ら
、

デ
ー
タ
を
集
め
た
ら
、
ノ
ー
ト
を

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

④
グ
ラ
フ
に
し
な
さ
い
。
で
き
た
ら
、

持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
。

※ 

タ
イ
ト
ル
、
単
位
は
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
す
る
。

⑤
グ
ラ
フ
を
見
て
、
分
か
っ
た
こ
と
、

気
付
い
た
こ
と
、
思
っ
た
こ
と
を

書
き
な
さ
い
。

　

こ
の
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
、
デ
ー

タ
の
収
集
と
そ
の
分
析
を
さ
せ
て
い

く
。
新
学
習
指
導
要
領
を
先
取
り
し

て
お
こ
う
！

「
意
見
文
を
書
こ
う
」
で
は
、
い
き

な
り
長
文
を
書
か
せ
よ
う
と
す
る
と

苦
手
な
子
は
嫌
に
な
る
。
そ
こ
で
最

初
は
簡
単
な
意
見
文
を
書
か
せ
る
。

発
問
１ 

り
ん
ご
と
み
か
ん
、
ど
ち

ら
が
お
い
し
い
で
す
か
。

指
示
１ 

「
り
ん
ご
と
み
か
ん
で
は
、

り
ん
ご（
み
か
ん
）が
お
い
し
い
。」

と
書
き
ま
す
。

「
ど
ち
ら
も
好
き
で
な
い
」
と
い
う

子
も
い
る
。「
意
見
文
の
書
き
方
の

練
習
な
の
で
、
取
り
あ
え
ず
ど
ち
ら

で
も
よ
い
の
で
書
き
ま
す
」
と
促
す
。

早
く
書
け
た
子
に
読
ま
せ
る
。

説
明 

意
見
文
で
は
相
手
を
説
得
す

る
の
が
大
切
で
す
。

発
問
２ 

な
ぜ
、
そ
ち
ら
が
好
き
な

の
で
す
か
。

指
示
２ 

理
由
を
一
文
で
書
き
ま
す
。

「
ま
ず
〜
だ
か
ら
。」
と
書
き
ま
す
。

　

数
名
に
発
言
さ
せ
て
、
板
書
さ
せ

る
と
、
苦
手
な
子
の
参
考
に
な
る
。

説
明 

理
由
が
一
つ
だ
け
だ
と
、
説

得
力
に
欠
け
ま
す
。

指
示
３ 
二
つ
目
の
理
由
を
書
き
ま

　

柱
状
グ
ラ
フ
で
絶
対
に
押
さ
え
る

べ
き
こ
と
は
、
一
つ
。

ち
ら
ば
り

「
柱
状
グ
ラ
フ
は
何
を
表
し
た
い
と

き
に
使
い
ま
す
か
？
」

（
ち
ら
ば
り
で
す
！
）

「
ち
ら
ば
り
」
と
、
教
科
書
に
書
い

て
あ
る
。
上
の
ノ
ー
ト
の
よ
う
に

「
柱
状
グ
ラ
フ　

ち
ら
ば
り
」
と
子

供
に
も
書
か
せ
る
。

　

さ
ら
に
「
棒
グ
ラ
フ
は
何
を
表
し

た
い
と
き
に
使
い
ま
す
か
？
」「
折
れ

線
グ
ラ
フ
は
？
」「
円
グ
ラ
フ
は
？
」

「
帯
グ
ラ
フ
は
？
」
と
発
問
す
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
発
問
が
い
る
の
か
？

新
学
習
指
導
要
領
に
「
適
切
な
手
法

を
選
択
」
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

折
れ
線
グ
ラ
フ
が
良
い
の
か
、
帯

グ
ラ
フ
が
良
い
の
か
、
柱
状
グ
ラ
フ

が
良
い
の
か
、「
適
切
な
手
法
」
を
、

子
供
た
ち
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
グ
ラ
フ
を
か
か

発問  りんごとみかん、どちらがおいし
いですか。
指示  「りんごとみかんでは、りんご（み
かん）がおいしい。」と書きます。

〈板書〉
りんごとみかんではりんご（みかん）
がおいしい。
まず～だから。
さらに～だから。
その上～だから。
だからりんご（みかん）の方がおいしい。

発問  柱状グラフは何を表したいときに
使いますか？

教育出版・６年下・p.52-57啓林館・６年・p.167-169
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方
を
演
示
し
て
見
せ
る
。

①
シ
ャ
ベ
ル
で
地
面
を

掘
り
、
温
度
計
を
斜

め
に
置
く
。
温
度
計

で
地
面
を
掘
ら
な
い
。

②
液
だ
め
部
分
に
薄
く

土
を
か
け
、
そ
の
ほ
か
の
部
分
に

お
お
い
（
厚
紙
な
ど
）
を
掛
け

る
。
直
接
日
光
が
温
度
計
に
当
た

る
と
、
正
確
に
温
度
を
測
れ
な
い
。

③
セ
ッ
ト
し
て
三
分
後
に
温
度
を
読

み
取
る
。
一
つ
の
班
を
、
日
陰
担

当
と
日
な
た
担
当
に
分
け
て
測

ら
せ
る
。

「
液
だ
め
に
土
を
被
せ
た
ペ
ア
か
ら

挙
手
。
お
お
い
を
掛
け
て
測
定
し
ま

す
」
と
児
童
に
指
示
す
る
。
温
度
計

で
測
定
し
て
い
る
間
は
、
日
陰
と
日

な
た
の
違
い
を
、
で
き
る
だ
け
た
く

さ
ん
ノ
ー
ト
に
書
か
せ
る
と
よ
い
。

　

測
定
し
た
結
果
、
日
な
た
は
日
陰

よ
り
温
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

正
午
に
も
同
じ
場
所
で
温
度
を
測
る
。

地
面
が
日
光
で
温
め
ら
れ
て
、
温
度

が
高
く
な
る
こ
と
を
確
か
め
さ
せ
る
。

　

教
室
内
で
、
日
陰
と
日
な
た
の
場

所
の
空
気
を
温
度
計
で
測
定
さ
せ
る
。

目
盛
り
の
読
み
方
を
指
導
す
る
。

　

目
盛
り
は
ど
こ
か
ら
読
む
と
よ

い
で
す
か
（
ア
～
ウ
か
ら
予
想
）。

　

イ
の
位
置
か
ら
目
盛
り
を
読
む
。

目
盛
り
と
目
盛
り
の
間
に
あ
る
と
き

は
、
近
い
方
の
目
盛
り
を
読
む
。
測

定
す
る
と
、
空
気
中
で
は
日
陰
と
日

な
た
の
温
度
は
ほ
ぼ
同
じ
（
日
な
た

が
少
し
高
い
）。
意
外
な
結
果
に
児

童
は
驚
く
。

教
師
：
ほ
か
に
測
る
所
は
な
い
で
す

か
。

児
童
：
地
面
の
温
度
を
測
る
。

３ 
外
で
地
面
の
温
度
を
測
る

　

校
庭
で
児
童
を
集
め
、
測
定
の
仕

１ 

観
察
の
時
間
と
場
所

「
太
陽
の
光
を
調
べ
よ
う
」
は
晴
れ

た
日
の
午
前
十
時
頃
に
授
業
を
行
う
。

雨
の
後
で
日
な
た
の
地
面
が
乾
い
た

頃
が
最
適
で
あ
る
。
児
童
が
湿
り
気

や
色
の
違
い
に
も
気
付
く
こ
と
が
で

き
る
。
正
午
頃
、
再
び
同
じ
場
所
で

日
陰
と
日
な
た
の
温
度
を
児
童
に
測

ら
せ
る
。
教
師
は
、
午
前
十
時
と
正

午
に
日
陰
と
日
な
た
に
な
っ
て
い
る

場
所
を
、あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
お
く
。

２ 

温
度
計
の
使
い
方

教
師
：
日
陰
と
日
な
た
、
ど
っ
ち
が

温
か
い
か
な
。
今
ま
で
の
経
験
を

基
に
発
表
し
ま
す
。

児
童
：
日
な
た
の
方
が
温
か
い
。
日

な
た
ぼ
っ
こ
で
ポ
カ
ポ
カ
し
た
か

ら
。

教
師
：
温
か
さ
の
違
い
を
ど
う
や
っ

て
確
か
め
ま
す
か
。

児
童
：
触
っ
て
み
る
。

教
師
：
教
室
に
あ
る
場
所
で
、
日
陰

と
日
な
た
の
所
を
触
っ
て
ご
ら
ん
。

児
童
：
日
な
た
の
方
が
温
か
い
よ
。

教
師
：
ほ
か
に
方
法
は
あ
り
ま
す
か
。

児
童
：
温
度
計
で
測
る
。

教
師
：
日
陰
と
日
な
た
の
温
か
さ
を

確
か
め
る
な
ら
ば
、
温
度
計
で
ど

こ
を
測
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

児
童
：
空
気
の
温
度
を
測
る
。

基礎
・基本

理科

②
い
つ
も
日
な
た
の
場
所
と
た
ま
に

日
陰
に
な
る
場
所
の
日
な
た
で

は
、
温
度
が
違
う
の
で
は
な
い
か
。

③
土
だ
け
で
な
く
、
マ
ン
ホ
ー
ル
や

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
の
日
陰
と
日
な

た
の
温
度
を
測
っ
て
は
ど
う
か
。

④
日
な
た
で
同
じ
温
度
の
場
所
を
探

し
、
一
方
に
傘
を
置
く
と
温
度
に

違
い
が
出
る
の
で
は
な
い
か
。

⑤
土
の
入
っ
た
植
木
鉢
を
２
つ
用
意

し
て
、
片
方
は
日
な
た
、
片
方
は

日
陰
に
置
い
て
実
験
し
て
は
ど
う

か
。

⑥
水
辺
の
近
く
の
日
陰
と
日
な
た
の

温
度
を
測
定
し
て
は
ど
う
か
。

　

多
様
な
意
見
を
引
き
出
し
、
児
童

に
探
究
さ
せ
る
。

３ 

結
果
を
共
有
す
る

　

教
室
に
戻
り
、
各
班
の
実
験
方
法

と
結
果
を
発
表
さ
せ
る
。

　

様
々
な
方
法
で
実
験
し
て
、「
日

陰
と
日
な
た
の
地
面
の
様
子
の
違
い

は
太
陽
の
光
が
原
因
で
あ
る
こ
と
」

が
確
証
さ
れ
る
。

児
童
：
日
光
で
す
。

児
童
：
太
陽
の
光
で
す
。

と
意
見
が
出
る
。

　

太
陽
の
光
が
原
因
で
あ
る
こ

と
を
、
ど
う
や
っ
て
確
か
め
た

ら
い
い
で
す
か
。

　

班
で
予
想
や
確
か
め
る
方
法
を
意

見
交
換
さ
せ
る
。
意
見
交
換
が
滞
っ

て
い
る
児
童
や
班
に
は
「
日
陰
と
日

な
た
の
地
面
を
比
較
す
る
た
め
に
は
、

ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
か
な
」
と
投

げ
掛
け
る
。

　

最
初
に
児
童
か
ら
は
「
触
る
」、「
温

度
を
測
る
」
と
意
見
が
出
る
。
比
較

す
る
た
め
の
実
験
方
法
と
し
て
、
多

様
な
方
法
を
児
童
か
ら
提
案
さ
せ
る
。

　

例
え
ば
、
も
の
を
使
っ
て
人
工
的

に
日
陰
を
作
る
な
ど
、
条
件
を
付
け

加
え
る
。
児
童
か
ら
新
た
な
調
べ
方

を
発
見
さ
せ
る
。

　

児
童
の
意
見
の
例
を
挙
げ
る
。

①
日
陰
だ
っ
た
場
所
に
日
が
当
た
る

と
温
度
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
。

１ 

放
射
温
度
計
で
探
究
す
る

　

日
陰
と
日
な
た
の
地
面
の
違
い
は
、

太
陽
の
光
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
、

児
童
の
主
体
的
な
探
究
活
動
で
発
見

さ
せ
る
。

　

放
射
温
度
計
は
、
地
面
の
温
度
を

瞬
時
に
測
定
で
き
る
。
放
射
温
度
計

を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
児
童
が
い
ろ

い
ろ
な
場
所
で
温
度
を
測
り
、
比
較

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 

地
面
の
様
子
の
違
い
を
探
る

　

日
陰
と
日
な
た
の
地
面
に
は

ど
ん
な
違
い
が
あ
る
か
、
外
で

探
し
ま
す
。
見
付
け
た
ら
ノ
ー

ト
に
書
き
ま
す
。

　

児
童
か
ら
「
日
な
た
は
温
度
が
高

い
（
日
陰
は
そ
ん
な
に
高
く
な
い
）」

「
日
な
た
の
地
面
は
乾
い
て
い
る

（
日
陰
は
湿
っ
て
い
る
）」

「
日
な
た
の
地
面
は
白
っ
ぽ
い
（
日

陰
は
黒
っ
ぽ
い
）」
と
意
見
が
出
る
。

教
師
：
日
陰
と
日
な
た
の
地
面
の
違

い
は
何
が
原
因
で
す
か
。

理科

３年「太陽の光を
調べよう」の基礎・
基本
温度計の使い方を知り、日
陰と日なたの地面の温度を
測る。

神奈川県横浜市立港南台第一中学校

安
あん

藤
どう

 京
きょう

祐
すけ

東京書籍・３年・p.82-86

３年「太陽の光を
調べよう」の主体
的・対話的で深い
学び
日陰と日なたの地面の違い
には、太陽の光が関係して
いることを探究する。

神奈川県横浜市立港南台第一中学校

安
あん

藤
どう

 京
きょう

祐
すけ

東京書籍・３年・p.82-86

「基礎・基本の授業例」と「主体的・対話的で深い学びの授業例」

主体

的・対
話的で深い学び

画像提供 ナリカ
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愛知県名古屋市立引山小学校

永
なが

住
ずみ

若
わか

菜
な

兵庫県洲本市立洲本第一小学校

堀
ほり

田
た

 和
かず

秀
ひで

We Can ! 2・p.50-57
日本文教出版・２年・p.8-11
「金のおの」

　学習指導要領対応　 道徳・英語の授業実践新

6年英語 2年道徳

　

二
人
の
行
動
を
、
簡
単
に
確
認
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

④
主
発
問
を
行
う

発
問
４ 

二
番
目
の
木
こ
り
は
、
神

様
に
何
と
言
え
ば
よ
か
っ
た
の

で
す
か
。

・
正
直
に
、「
ぼ
く
の
お
の
は
、
鉄
の

お
の
で
す
」
と
言
え
ば
よ
か
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
も
う
一
歩
突
っ
込
む
。

発
問
５ 

こ
の
と
き
、
神
様
に
正
直

に
「
鉄
の
お
の
で
す
」
と
言
え
ば
、

二
番
目
の
木
こ
り
は
三
本
の
お

の
を
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
か
。

・
正
直
に
言
っ
た
ん
だ
か
ら
、
全
部

も
ら
え
る
。

・
最
初
に
う
そ
を
つ
い
て
、
わ
ざ
と

お
の
を
落
と
し
た
ん
だ
か
ら
、
一

本
も
も
ら
え
な
い
。

　

こ
こ
で
、
最
初
に
定
義
し
た
こ
と

が
生
き
て
く
る
。「
わ
ざ
と
落
と
し
た

か
ら
駄
目
だ
」
と
い
う
意
見
が
出
る
。

　

最
後
に
感
想
を
書
か
せ
る
。

　

定
義
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
を

足
場
に
「
考
え
、
議
論
す
る
」
こ
と

が
で
き
る
の
だ
。

問
う
。
一
口
に
「
正
直
」
と
言
っ
て

も
、
幾
つ
か
の
タ
イ
プ
が
あ
る
。
そ

の
こ
と
を
具
体
的
に
教
え
る
。

指
示	

「
正
直
」
と
は
次
の
五
つ
の
こ

と
で
す
。
読
ん
で

覚
え
ま
し
ょ
う
。

　

徳
目
を
定
義
し
、

覚
え
る
こ
と
が
、
こ

の
後
の
学
習
の
布
石

と
な
る
。

②
資
料
を
読
み
聞
か
せ
る

③
簡
単
に
内
容
を
確
認
す
る

発
問
２ 

最
初
の
木
こ
り
は
、
お
の

を
落
と
し
た
後
、
ど
う
な
り
ま
し

た
か
。

・
神
様
に
、
正
直
に
鉄
の
お
の
を

「
わ
た
し
の
お
の
で
す
」
と
言
い
、

金
・
銀
・
鉄
の
三
つ
の
お
の
を
全

部
も
ら
っ
た
。

発
問
３ 

二
番
目
の
木
こ
り
は
、
ど

う
な
り
ま
し
た
か
。

・
神
様
に
う
そ
を
つ
い
て
、
金
の
お

の
を
「
わ
た
し
の
お
の
で
す
」
と

言
っ
た
の
で
、
お
の
を
全
部
取
ら

れ
て
し
ま
っ
た
。

１ 

ア
メ
リ
カ
の
道
徳
教
育

　

ア
メ
リ
カ
に
、「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
呼
ば
れ
る

学
習
が
あ
る
。
日
本
で
い
う
道
徳
教

育
で
あ
る
。

　

こ
の
夏
、
岡
山
の
小
野
隆
行
氏
と

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
の
研
究
を
し
た
。
研
究
を

進
め
る
中
で
、
ア
メ
リ
カ
の
道
徳
教

育
の
特
徴
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え

て
き
た
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
が
、

徳
目
を
具
体
的
に
教
え
る
こ
と

で
あ
る
。
例
え
ば
、「
正
直
」
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
聞
か
れ

て
答
え
ら
れ
る
日
本
人
は
少
な
い
。

　

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
具
体
的

に
教
え
る
の
で
、
き
ち
ん
と
答
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
教
え
る
か
ら
こ
そ
、

ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
、

具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 

﹁
金
の
お
の
﹂
を
こ
う
授
業
す
る

①
徳
目
を
「
定
義
」
す
る

　

左
下
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
せ
て
問
う
。

発
問
１ 

こ
れ
は
、
正
直
で
す
か
。

「
違
う
！
」「
正
直

じ
ゃ
な
い
」
と
い
う

声
が
飛
ぶ
。
同
じ
よ

う
な
ス
ラ
イ
ド
を
二

～
三
枚
続
け
て
見
せ
、

　

出
て
き
た
答
え
方
は
、
そ
の
都
度

全
体
で
リ
ピ
ー
ト
す
る
と
よ
い
。
児

童
か
ら
出
て
こ
な
か
っ
た
文
も
イ
ラ

ス
ト
な
ど
で
提
示
す
る
と
よ
い
。

（
４
）
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　

ペ
ア
で
、
会
話
練
習
を
行
う
。

（
５
）
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
発
表

　

上
手
に
会
話
を
し
て
い
る
ペ
ア
を

当
て
、前
で
発
表
さ
せ
る
。や
ん
ち
ゃ

な
子
が
活
躍
す
る
場
面
。「Good		

gesture.

」「N
ice	reaction.

」
な
ど

と
良
い
と
こ
ろ
を
褒
め
る
と
、
盛
り

上
が
る
。
そ
の
後
ペ
ア
を
変
え
て
練

習
を
行
う
。

　

修
学
旅
行
後
で
あ
れ
ば
、
そ
の
と

き
の
写
真
を
示
す
と
盛
り
上
が
る
。

旅
行
前
な
ら
ば
教
師
の
ア
ル
バ
ム
や

昨
年
度
の
写
真
を
見
せ
る
と
よ
い
。

（
２
）
児
童
へ
質
問
す
る

（
３
）
答
え
方
の
練
習

　

児
童
に
「W

hy

」
の
後
、「A

nother	
answ

er?

」
と
尋
ね
る
。
ど
の
答
え

も
驚
き
、褒
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

六
年
生
十
二
月
の
単
元
で
あ
る

「W
e	Can!	2

」｢M
y	

Best	M
em

ory

」
を
、

井
戸
砂
織
氏
が
提
案
し

た
「
答
え
方
７
」
で
授

業
す
る
方
法
を
紹
介
す

る
。
単
元
目
標
は
「
思

い
出
の
学
校
行
事
に
つ

い
て
伝
え
合
う
こ
と
」。

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
は
下
記

で
あ
る
。

１ 

単
語
練
習

「school trip,sports day,dram
a 

festival

」

　

初
め
は
児
童
が
興
味
を
も
ち
そ
う

な
単
語
に
限
定
し
、
単
語
練
習
す
る
。

単
語
は
少
し
ず
つ
増
や
し
て
い
く
。

２ 

状
況
設
定
付
き 

 
 

ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
口
頭
練
習

（
１
）
状
況
設
定

　

教
師
が
修
学
旅
行
の
思
い
出
を
、

写
真
や
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
て
語
る
。

「小学校の思い出
について伝え合お
う」過去形の指導
「答え方７」でやり取りを
つなげる！

「定義」を教え、「考
え、議論する」道
徳授業を提案する
キャラクターエデュケー
ションでは、徳目の内容を
具体的に教える。
徳目の内容を知っているか
ら、議論が可能となる。

Ａ：What＇s	your	best	memory?
Ｂ：My	best	memory	is	sports	

day.	We	enjoyed	running.

○○sensei
My	best	memory	is	school	trip.
I	went	to	Kinkakuji .
I	ate	Yatsuhashi.	It	was	delicious.

Т：Everyone.	What＇s	
your	best	memory?

（話せそうな児童を指名）
Ｃ：My	best	memory	

is	school	trip.
Т：Why ？
Ｃ：Because	it	was	

interesting.

〈Whyの答え方７の例〉
１	Because	I	like	Otabe.
２	Because	I	want	to	buy	Omiyage.
３	Because	it	was	interesting.
　（形容詞）
４	Because	I	enjoyed	Kiyomizudera.

＊「have」「be good at」「my favorite」は
内容と合致しないので使用しないこととし
た。

Ａ子：What＇s	your	best	memory	?
Ｂ子：My	best	memory	is	school	trip.
Ａ子：Why	?
Ｂ子：Because	I	enjoyed	Kinkakuji .

＊状況を見て、練習が必要な場合は、アクティ
ビティの前に、それぞれの文のリピート練習
を行う。
２回→１回→０回→先生対児童で役割交代。
「Because」の後を変える練習。

＊Tは教師、Cは児童。
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体育英語

埼玉県鴻巣市立川里中学校

横
よこ

田
た

 泰
やす

紀
のり

埼玉県さいたま市立宮前中学校

森
もり

田
た

 健
たけ

雄
お

「
手
前
の
（
青
）
で
踏
み
切
っ
て
奥

の
（
赤
）
に
着
地
し
な
さ
い
」

　

こ
の
練
習
は
、
赤
に
着
地
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
自
然
と
空

中
で
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
よ
う
に
な

り
、
着
地
ま
で
の
距
離
の
調
節
も
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

３ 

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
助
走

　

画
像
１
の
よ
う
に
ケ
ン
ス
テ
ッ
プ

を
並
べ
る
。次
の
よ
う
に
指
示
を
出
す
。

「
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
駆
け
抜
け
な
さ
い
。

た
だ
し
、
フ
レ
ー
ム
を
踏
ん
で
は
い

け
ま
せ
ん
」（
リ
ズ
ミ
カ
ル
と
は
、

ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
ト
ン
⋮
⋮
と
リ

ズ
ム
を
変
え
ず
に
行
く
こ
と
）

「
赤
は
飛
ば
し
ま
す
。
た
だ
し
、
リ

ズ
ム
を
変
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
」
と

い
う
よ
う
に
条
件
を
変
え
な
が
ら
、

次
か
ら
次
へ
と
運
動
を
さ
せ
て
い
く
。

　

本
格
的
に
技
能
の
練
習
を
さ
せ
る

前
に
、
必
要
な
「
感
覚
」
を
身
に
付

け
さ
せ
る
。
こ
れ
が
あ
る
状
態
で
練

習
を
す
る
の
と
し
な
い
の
で
は
、
習

得
で
き
る
早
さ
が
変
わ
っ
て
い
く
。

　

そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
指
示
を
出

す
。

「
一
つ
目
が
右
手
、
二
つ
目
が
左
手

と
い
う
よ
う
に
、
手
押
し
車
で
進
み

な
さ
い
」

　

例
え
ば
、
こ
れ
が
た
だ
の
手
押
し

車
だ
と
、
そ
の
場
で
手
を
バ
タ
バ
タ

す
る
よ
う
な
意
味
の
な
い
動
き
を
す

る
生
徒
も
出
て
き
て
し
ま
う
。
よ
っ

て
、条
件
が
加
わ
る
と
、目
的
を
も
っ

た
手
押
し
車
に
な
る
。

　

次
は
、
別
の
指
示
を
出
す
。

「
三
つ
目
と
七
つ
目
の
赤
の
ケ
ン
ス

テ
ッ
プ
は
飛
ば
し
て
進
み
な
さ
い
」

　

条
件
が
変
わ
る
の
で
、
飽
き
ず
に

取
り
組
ま
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２ 

安
定
し
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚

　

次
の
よ
う
に
ケ
ン
ス
テ
ッ
プ
を
置

い
て
二
人
組
で
練
習
さ
せ
る
。

　

技
や
技
能
を
上
達
さ
せ
る
に
は
、

二
つ
の
練
習
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ

目
は
「
基
礎
感
覚
づ
く
り
」。
二
つ

目
は
、「
反
復
練
習
」
だ
。
こ
の
二

つ
は
、
ど
の
種
目
や
競
技
で
も
必
要

に
な
る
。
そ
し
て
、
特
に
重
要
な
の

が
一
つ
目
の
「
基
礎
感
覚
づ
く
り
」

で
あ
る
。
運
動
に
は
、
そ
の
種
目
特

有
の
感
覚
が
あ
る
。
そ
れ
が
養
わ
れ

て
い
な
い
状
態
で
練
習
し
て
も
上
達

が
遅
い
の
で
あ
る
。
基
礎
感
覚
を
十

分
に
養
い
な
が
ら
技
能
の
反
復
練
習

を
す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

　

で
は
、
跳
び
箱
運
動
の
「
基
礎
感

覚
」
と
は
何
か
。
私
は
、
三
つ
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

１　

腕
を
支
点
と
し
た
体
重
移
動

２　

安
定
し
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚

３　

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
助
走

　

こ
の
三
つ
を
授
業
の
冒
頭
で
、
準

備
運
動
の
代
わ
り
と
し
て
行
う
。

１ 

腕
を
支
点
と
し
た
体
重
移
動

　

こ
の
感
覚
を
教
え
る
の
に
最
も
適

し
て
い
る
の
が
、「
手
押
し
車
」
で

あ
る
。
私
の
場
合
、
ケ
ン
ス
テ
ッ
プ

を
使
っ
て
行
う
。
例
え
ば
、
次
の
画

像
の
よ
う
に
並
べ
る
。

③
レ
ベ
ル
を
選
ん
で
全
文
暗
唱

　

一
文
は
す
ぐ
に
暗
唱
で
き
る
の
だ

が
、
文
が
増
え
る
と
、
う
ま
く
暗
唱

で
き
な
い
生
徒
が
い
る
。
以
前
は
、

そ
う
い
う
生
徒
も
、
ほ
か
と
同
じ
よ

う
に
全
文
を
覚
え
さ
せ
て
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
で
は
途
中
で
諦
め
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
今
は
、
レ
ベ
ル
を
選

ん
で
暗
唱
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

レ
ベ
ル
は
、
初
級
コ
ー
ス
と
上
級

コ
ー
ス
に
分
け
る
こ
と
が
多
い
。「
あ

か
ね
こ
計
算
ス
キ
ル
」（
光
村
教
育

図
書
）
の
二
問
コ
ー
ス
と
五
問
コ
ー

ス
を
意
識
し
て
、
全
員
が
で
き
る
工

夫
を
し
て
い
る
。

　

初
級
コ
ー
ス
は
三
文
程
度
、
上
級

コ
ー
ス
は
全
文
だ
。
英
語
が
苦
手
な

子
は
初
級
コ
ー
ス
を
選
ぶ
。
挙
手
で

コ
ー
ス
を
確
認
し
た
ら
、
暗
唱
ス

タ
ー
ト
だ
。
自
ら
選
択
し
た
コ
ー
ス

に
対
し
、
生
徒
は
一
生
懸
命
に
取
り

組
む
。
だ
ん
だ
ん
と
教
室
が
熱
気
を

帯
び
て
い
く
。

　

暗
唱
で
熱
中
状
態
に
な
っ
た
教
室

は
、
そ
の
後
も
集
中
が
続
く
。

①
何
度
も
音
読

　

暗
唱
は
教
科
書
本
文
で
行
っ
て
い

る
。
ま
ず
は
、
読
め
る
よ
う
に
な
る

ま
で
、
音
読
練
習
を
行
う
。
一
時
間

の
授
業
で
読
め
る
よ
う
に
す
る
の
で

は
な
く
、
変
化
の
あ
る
繰
り
返
し
で

毎
時
間
扱
い
、
読
め
る
よ
う
に
し
て

い
く
。
国
語
の
セ
ミ
ナ
ー
で
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
、
と
て
も
有
効
で

あ
る
。

　

読
め
な
い
生
徒
が
い
る
う
ち
か
ら

暗
唱
を
行
お
う
と
す
る
と
、
参
加
し

な
い
生
徒
が
出
て
き
て
し
ま
う
。

②
一
文
だ
け
暗
唱

　

全
員
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

「
覚
え
な
さ
い
」
だ
け
で
は
、
暗
唱

が
で
き
な
い
生
徒
は
多
い
。
そ
こ
で

ま
ず
は
、
一
文
だ
け
覚
え
る
よ
う
に

指
示
す
る
。

　

多
く
の
生
徒
が
覚
え
た
ら
、
そ
の

場
で
立
っ
て
、
一
文
を
言
わ
せ
て
い

く
。
一
文
な
の
で
、
や
ん
ち
ゃ
君
が

ど
ん
ど
ん
立
ち
上
が
り
、
合
格
し
て

い
く
。
そ
れ
を
力
強
く
「
合
格
」
と

褒
め
て
い
く
。

１ 

十
一
月
の
心
構
え

　

中
学
校
で
は
、
十
一
月
く
ら
い
に

な
る
と
、
学
習
す
る
内
容
が
難
し
く

な
っ
て
く
る
。
な
ぜ
な
ら
、
教
科
書

本
文
が
長
く
な
っ
た
り
、
文
法
が
難

し
く
な
っ
た
り
す
る
か
ら
だ
。
英
語

が
苦
手
な
生
徒
に
と
っ
て
は
、
か
な

り
の
負
担
で
あ
る
。

　

そ
う
い
う
生
徒
が
「
こ
の
授
業
楽

し
い
」
と
思
え
る
よ
う
な
英
語
の
授

業
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
だ
ら
け
や

す
い
十
一
月
だ
か
ら
こ
そ
、
大
事
な

こ
と
だ
。

　

向
山
洋
一
氏
は
向
山
型
の
授
業
に

つ
い
て
、
こ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　

で
き
な
い
子
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
で
き
る
子
も
満
足
す

る
授
業
。

　

子
供
が
授
業
に
慣
れ
て
き
た
時
期

だ
か
ら
こ
そ
、
向
山
氏
の
言
葉
を
、

も
っ
と
意
識
し
て
授
業
し
た
い
。

２ 

全
員
が
熱
中
す
る
暗
唱

　

全
員
が
熱
中
す
る
授
業
パ
ー
ツ
の

一
つ
が
暗
唱
だ
。
次
の
よ
う
な
流
れ

で
行
っ
て
い
る
。

①
何
度
も
音
読

②
一
文
だ
け
暗
唱

③
レ
ベ
ル
を
選
ん
で
全
文
暗
唱

中学校の跳び箱
授業
限られた時間で技をでき
るようにさせるには、そ
の種目の「感覚」を十分
に身に付けさせることが
必要。

できない子がで
きるようになる
工夫をし続ける
暗唱で熱中状態にさせ、
その後も集中する流れを
つくる。

▲画像１

▲画像２



特別支援教育  専門家の視点
特別支援教育の指導システム

全国で大人気  小嶋・小野二人の

＆

56 2019. 1157

小こ

嶋じ
ま 

悠ゆ
う

紀き

長
野
県
長
野
市
立
川
田
小
学
校

医師の目「この問題行動場面」での合理的配慮はこれだ小嶋が答える から見た特別支援教育 神
経
発
達
症
の
子
供
た
ち
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

一
人
一
人
の
特
性
を
考
え
て
支
援
を
す
る
。

（
二
〇
一
九
年
三
月
十
三
日
の
安
原
ド
ク
タ
ー
の
講
演
よ
り
抜
粋
）

安原 昭博
安原こどもクリニック
院長

安
原
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　
安や

す

原は
ら 

昭あ
き

博ひ
ろ

　
　
構
成
：
上う

え

田だ 

怜さ
と

史し

大
阪
府
大
阪
市
立
市
岡
小
学
校

１ 

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
※1
の
子
供
へ
の
支
援

　

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
お
子
さ
ん
は
、
最
終
的
に
自
尊

感
情
を
保
た
な
い
と
い
け
な
い
の
で
、
褒
め
る

こ
と
、
認
め
る
こ
と
、「
こ
ん
な
ミ
ス
は
当
た

り
前
な
ん
だ
」
と
い
う
寛
大
な
精
神
で
ミ
ス
を

受
け
止
め
る
と
い
う
事
が
大
事
で
す
。　
　

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
、

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
子
た
ち
の
成
長
を
待
つ
こ
と

で
す
。
大
人
に
な
っ
た
ら
治
る
と
は
言
い
ま
せ

ん
が
、
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
私
が
こ
れ
ま
で

診
て
き
た
子
供
は
、
ど
の
子
も
改
善
し
て
い
き

ま
し
た
。
周
り
の
子
を
ご
ぼ
う
抜
き
に
す
る
、

そ
の
と
き
の
成
長
速
度
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
の
人
で
、
大
手
企
業
の
社
長
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

２ 

Ｌ
Ｄ
※2
の
子
供
へ
の
支
援

　

Ｌ
Ｄ
の
子
供
た
ち
に
絶
対
言
っ
て
は
い
け
な

い
の
は
、「
頑
張
り
な
さ
い
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
Ｌ
Ｄ
の
子
供
た
ち
は
、
既
に
頑
張
っ
て
い

る
の
で
、「
も
っ
と
頑
張
っ
て
」
と
い
う
の
は

禁
句
な
の
で
す
。

　

Ｌ
Ｄ
の
子
供
た
ち
に
は
、
脳
機
能
の
状
況
を

考
え
て
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
指
導
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
読
み
書
き
の
「
読
み
」
が
苦
手

な
の
か
、「
書
き
」
が
苦
手
な
の
か
で
、
支
援

に
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。
書
く
の
が
苦
手
な

子
に
は
、
書
か
せ
て
は
い
け
な
い
の
で
す
。
そ
う

い
う
概
念
を
も
た
な
い
と
、
指
導
は
う
ま
く
い
き

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
百
メ
ー
ト
ル
を
十
秒
で
走
れ

な
い
子
に
「
十
秒
で
走
れ
」
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

同
様
に
、
書
く
の
が
苦
手
な
子
に
対
し
て
、
漢
字

ド
リ
ル
の
練
習
を
宿
題
に
出
す
の
は
あ
り
え
な

い
の
で
す
。

３ 

Ａ
Ｓ
Ｄ
※3
の
子
供
へ
の
支
援

　

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
お
子
さ
ん
へ
の
支
援
で
一
番
大
事

な
こ
と
は
、
負
の
強
化
を
し
な
い
こ
と
で
す
。

苦
手
な
こ
と
を
強
制
的
に
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

叱
ら
な
い
で
、

う
ま
く
肯
定
文
で
説
明
し
て
あ
げ
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

　

現
場
の
先
生
に
は
「
も
っ
と
叱
る
べ
き
」
と

い
う
人
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
高
圧
的
な
態
度

や
暴
力
的
な
手
段

に
よ
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
場
で

す
る
べ
き
こ
と
を

「
～
し
ま
す
」
と

肯
定
的
な
表
現
で

説
明
し
て
分
か
ら

せ
る
、
と
い
う
意

味
で
す
。
そ
こ
を

履
き
違
え
な
い
よ

う
に
心
掛
け
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

※1 

注
意
欠
如
・
多
動
症

※2 

学
習
障
害

※3 

自
閉
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
症

過
敏
性
の
あ
る
子
供
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
※

２

過
敏
性
へ
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
で
、
適
切
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

前
回
は
、
代
表
的
な
感
覚
過
敏
に

つ
い
て
述
べ
た
。
今
回
は
別
の
感
覚

過
敏
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

１ 

触
覚
過
敏
性

　

触
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
極
端

に
嫌
が
る
子
供
も
多
い
。

　

接
触
さ
れ
る
こ
と
が
、

「
痛
く
感
じ
て
い
る
」

こ
と
が
多
い
。
人
が
近
づ
い
て
き
た

と
き
に
ビ
ク
ッ
と
す
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
触
覚
過
敏
性
は
分
か
り
や
す

い
。

　

ま
た
、
触
覚
過
敏
性
が
あ
る
と
、

靴
や
靴
下
な
ど
の
窮
屈
な
も
の
を
身

に
着
け
る
こ
と
を
避
け
る
傾
向
も
あ

る
。
衣
服
の
着
心
地
な
ど
に
も
敏
感

に
な
り
、
タ
グ
が
気
に
な
っ
た
り
、

毎
日
同
じ
も
の
を
着
よ
う
と
し
た
り

す
る
な
ど
の
行
動
が
見
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。

〈
対
応
〉

　

ま
ず
、
無
用
な
接
触
を
避
け
る
こ

と
で
あ
る
。
背
後
か
ら
体
を
触
る
こ

と
も
避
け
る
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
着
る
も
の
や
身
に
付
け
る

も
の
な
ど
の
配
慮
も
し
た
い
。

　

同
じ
服
を
着
た
が
る
場
合
は
、
色

違
い
で
同
じ
素
材
の
同
じ
服
を
複
数

枚
用
意
し
て
お
き
た
い
。
タ
グ
な
ど

の
切
り
離
し
も
し
て
お
く
。
履
物
は
、

サ
ン
ダ
ル
な
ど
落
ち
着
い
て
過
ご
せ

る
も
の
を
探
し
て
お
き
た
い
。

　

触
覚
過
敏
性
に
つ
い
て
は
、
服
薬

で
軽
減
で
き
た
り
、
発
達
と
と
も
に

緩
や
か
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
小
さ
い
と
き
ほ
ど
丁
寧
に

支
援
を
し
て
お
き
た
い
。

２ 

味
覚
過
敏
性

　

過
敏
性
と
し
て
最
も
「
わ
が
ま

ま
」
に
間
違
え
ら
れ
や
す
い
の
が
、

こ
の
味
覚
過
敏
性
で
あ
る
。

　

触
覚
と
同
様
に
、
味
覚
も
私
た
ち

定
型
発
達
の
人
と
同
じ
よ
う
で
は
な

い
こ
と
が
多
い
。

　

一
見
す
る
と
、
ど
う
し
て
も
好
き

嫌
い
に
見
え
る
。

「
お
い
し
く
な
い
」

「
ま
ず
い
」

な
ど
、
味
覚
過
敏
性
に
つ
い
て
子
供

た
ち
が
表
現
で
き
る
語
彙
は
限
ら
れ

て
い
る
の
で
、「
わ
が
ま
ま
」
に
見

え
て
し
ま
う
の
だ
。

　

か
つ
て
お
米
を
食
べ
ら
れ
な
い
子

供
が
い
た
。
理
由
を
聞
く
と
、

「
米
が
歯
を
食
べ
て
い
る
み
た
い
に

感
じ
る
」

と
言
う
の
だ
。

　

一
つ
一
つ
の
食
材
や
味
に
つ
い
て
、

我
々
以
上
に
感
じ
る
こ
と
が
多
い
の

で
あ
る
。

　

話
が
で
き
る
子
供
で
あ
れ
ば
、
嫌

な
理
由
を
丁
寧
に
聞
く
こ
と
も
重
要

な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
な
る
。

〈
対
応
〉

　

こ
の
よ
う
な
感
覚
を
持
ち
合
わ
せ

て
い
る
子
供
に
対
し
て
、

「
一
口
で
も
い
い
か
ら
食
べ
て
み
よ

う
」

と
い
う
指
導
は
厳
禁
で
あ
る
。
食
べ

さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
「
ト
ラ
ウ
マ
」

と
な
り
、「
拒
食
症
」
へ
と
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
子
供
も
い
る
。
基
本
は
、

「
食
べ
ら
れ
る
も
の
を
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
さ
せ
る
」

で
あ
る
。

　

か
つ
て
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
週
に
三

回
作
っ
て
い
た
保
護
者
も
い
た
。

　

基
本
、
本
人
の
過
敏
性
に
合
わ
せ

て
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
。

※ 

個
人
の
状
態
像
（
自
覚
症
状
や
表
情
、
言
動
か
ら
の
判
断
）
を
理
解
し
、
必
要
な
支
援
を
考
え
た
り
、

 

将
来
の
行
動
を
予
測
し
た
り
、
支
援
の
成
果
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
。
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小お

野の 

隆た
か

行ゆ
き

「この学習困難場面」での合理的配慮はこれだ小野が答えるプロが教え
る

プロが教え
る 教室でできる

岡
山
県
岡
山
市
立
西
小
学
校

作業療法

作
業
療
法
士
　
福ふ

く

田だ 

恵え

美み

子こ

　
　
構
成
：
関せ

き

根ね 

朋と
も

子こ

福田 恵美子

障害科学博士
長野保健医療大学
　教授
小山こども発達
　支援センター
　リズム園 顧問

T
O
S
S
音
楽
教
育
サ
ー
ク
ル

１ 

日
記
が
な
ぜ
難
し
い
の
か

　

日
記
を
書
く
た
め
に
最
低
限
必
要

な
力
は
四
つ
あ
る
。

①
記
憶
の
保
持
能
力

②
時
系
列
ど
お
り
に
組
み
立
て

る
力

③
要
約
能
力

④
文
章
を
構
成
す
る
力
（
作
文
）

　

そ
の
中
で
も
、
最
初
の
三
つ
の
こ

と
を
意
識
し
て
い
る
教
師
は
ほ
と
ん

ど
い
な
い
。

　

発
達
障
害
の
あ
る
子
の
中
に
は
、

次
の
よ
う
に
訴
え
る
子
が
い
る
。

　

何
が
あ
っ
た
か
覚
え
て
い
な

い
。

　

こ
れ
は
記
憶
の
保
持
能
力
の
問
題

で
あ
る
。
遠
足
や
運
動
会
の
よ
う
に
、

強
い
記
憶
と
し
て
残
る
も
の
は
思
い

出
せ
る
が
、
そ
う
で
な
い
も
の
は
忘

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
何

が
ど
の
順
番
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う

記
憶
の
時
系
列
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る

こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
何
を
書
く

か
と
い
う
要
約
能
力
が
低
い
子
も
多

い
。
少
な
く
と
も
作
文
の
力
以
外
に
、

こ
れ
だ
け
の
力
が
備
わ
っ
て
い
な
い

と
日
記
を
書
く
こ
と
は
難
し
い
。

２ 

最
初
は
学
校
で
書
か
せ
る

　

ま
ず
、
日
記
の
書
き
方
を
学
校
で

教
え
て
い
な
い
と
い
う
の
が
問
題
で

あ
る
。
慣
れ
る
ま
で
は
、
学
校
で
一

緒
に
書
く
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

　

書
く
前
に
は
、
子
供
た
ち
に
次
々

と
発
表
さ
せ
る
。

⑴
体
育
で
ハ
ー
ド
ル
を
し
ま
し
た
。

⑵
算
数
の
分
度
器
の
使
い
方
が

難
し
か
っ
た
で
す
。

⑶
初
め
て
の
プ
ー
ル
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
題
材
を
選
ば
せ
る
。

　

題
材
を
選
ん
で
も
書
け
な
い
子
の

場
合
は
、
教
師
が
内
容
に
つ
い
て
質

問
を
す
る
。
子
供
が
答
え
た
こ
と
を

教
師
が
組
み
立
て
て
、
文
章
の
形
に

し
て
い
け
ば
よ
い
。
そ
の
う
ち
パ

タ
ー
ン
が
つ
か
め
て
く
る
と
、
書
け

る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　

一
年
生
や
二
年
生
で
は
、
最
初
は

同
じ
内
容
を
書
か
せ
る
と
よ
い
。
初

期
指
導
で
は
、
文
章
も
同
じ
で
よ
い
。

　

高
学
年
で
も
同
じ
内
容
を
扱
う
こ

と
は
可
能
だ
。
同
じ
「
体
育
の
ハ
ー

ド
ル
」
で
も
、
子
供
に
よ
っ
て
随
分

中
身
が
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
読

み
合
わ
せ
れ
ば
、
よ
い
学
習
に
な
る
。

３ 

記
憶
と
時
系
列
へ
の
支
援

　

書
き
方
が
分
か
っ
て
も
、
家
で
い

ざ
書
こ
う
と
す
る
と
き
、
忘
れ
て
し

ま
っ
て
は
意
味
が
な
い
。
そ
こ
で
、

学
校
で
少
し
書
い
て
お
く
。

　

今
日
、
分
度
器
の
使
い
方
の

勉
強
を
し
ま
し
た
。
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
は
、

　

こ
の
よ
う
に
書
き
出
し
を
書
い
て

お
く
と
、
家
で
書
き
や
す
く
な
る
。

　

こ
れ
だ
け
で
、
時
系
列
の
問
題
も

か
な
り
ク
リ
ア
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で

も
難
し
い
場
合
は
、
欄
外
に
メ
モ
を

さ
せ
る
と
よ
い
。

１
．
六
十
度
を
測
る
。

２
．
百
二
十
度
を
測
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
番
号
を
付
け
て
書

い
て
お
く
と
、
後
か
ら
見
て
迷
う
こ

と
が
な
く
な
る
。

日
記
が
書
け
な
い

日
記
を
書
く
た
め
に
必
要
な
力
を
意
識
し
、
ど
こ
が
難
し
い
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
効
果
的
な
支
援
の
方
法
を
選
択
し
て
い
く
。

不
器
用
へ
の
対
応
に
つ
い
て
の

健
常
と
障
害
の
違
い

１ 

﹁
不
器
用
﹂
と
﹁
発
達
性
協
調
運
動
障
害
﹂

「
運
動
を
す
る
」
と
い
う
行
為
は
、
触
覚
、
固

有
覚
※1
、
前
庭
覚
※2

な
ど
の
感
覚
情
報
か
ら
作

ら
れ
る
「
自
己
の
身
体
図
式
」
を
基
に
、
外
界

の
物
の
動
き
や
形
、
材
質
を
判
断
し
て
（
観
念

化
能
力
）、そ
れ
に
適
し
た
動
き
を
企
画
し
（
運

動
企
画
能
力
）、
う
ま
く
行
わ
れ
て
い
る
か
を

モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
、
瞬
時
に
そ
の
過
程
を
達

成
（
遂
行
能
力
）
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
つ
ま
ず
き
の
あ
る
の
が
発
達
性
協
調

運
動
障
害
児
（
以
下
、
Ｄ
Ｃ
Ｄ
）
で
あ
る
。
Ｄ

Ｃ
Ｄ
の
場
合
、
縄
跳
び
、
鉄
棒
、
図
工
、
書
字
、

楽
器
操
作
、
片
付
け
、
身
だ
し
な
み
な
ど
、
遂

行
の
段
取
り
に
も
影
響
が
表
れ
る
。

　

不
器
用
と
言
わ
れ
る
人
の
中
に
は
、
感
覚
統

合
に
何
ら
か
の
弱
さ
が
あ
る
場
合
が
あ
る
。
一

方
、
未
経
験
の
た
め
に
う
ま
く
で
き
ず
、
練
習

を
重
ね
て
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

　

感
覚
統
合
障
害
の
あ
る
人
が
、
全
て
不
器
用

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
指
先
を
器
用
に
使
え

て
も
、
身
体
の
使
い
方
が
不
器
用
な
場
合
も
あ

り
、
器
用
さ
の
汎
化
が
難
し
い
人
も
い
る
。
こ

の
よ
う
な
場
合
、
Ｄ
Ｃ
Ｄ
と
診
断
さ
れ
て
い
る
。

２ 

﹁
健
常
と
障
害
﹂
の
違
い 

　

健
常
の
場
合
は
、
不
器
用
や
運
動
音
痴
で

あ
っ
て
も
、
経
験
を
積
む
こ
と
で
不
器
用
さ
が

改
善
さ
れ
、
日
常
生
活
で
特
に
支
障
が
生
じ
な

い
。汎
化
が
起
こ
っ
て
い
る
か
ら
と
解
釈
で
き
る
。

　

障
害
の
場
合
は
、
で
き
な
い
動
作
を
繰
り
返

し
行
っ
て
も
う
ま
く
で
き
な
い
。

　

こ
こ
に
脳
内
現
象
と
し
て
感
覚
間
の
統
合
の

難
し
さ
が
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
感
覚
や
発
達

検
査
の
結
果
か
ら
動
作
を
分
析
し
、
不
可
能
の

要
因
を
見
い
だ
し
て
、
対
応
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
改
善
は
し
な
い
。
で
き
な
い
苦
手
な
こ
と
を

ひ
た
す
ら
行
う
の
は
、
子
供
に
と
っ
て
苦
痛
で

あ
る
。
不
器
用
さ
を
改
善
し
よ
う
と
励
む
が
、

努
力
に
も
限
界
が
あ
る
。
意
欲
が
湧
か
ず
、
そ

の
活
動
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
。
登
校
渋
り
に

も
な
り
か
ね
な
い
。

　

苦
痛
を
伴
う
努
力
は
し
な
い
方
が
よ
い
。

３ 

学
校
生
活
で
の
応
用

「
ボ
ー
ル
を
受
け
取
っ
て
、
投
げ
る
」
こ
と
が

下
手
な
場
合
、
次
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

①
注
視
、
追
視
、
急
速
眼
球
運
動
は
滑
ら
か
か
。

②
投
げ
ら
れ
た
ボ
ー
ル
を
受
け
取
る
と
き
、
体

幹
を
安
定
さ
せ
、
ボ
ー
ル
に
対
し
て
構
え
の

姿
勢
が
取
れ
る
か
。

③
構
え
の
姿
勢
か
ら
、
動
き
の
あ
る
ボ
ー
ル
に

対
し
て
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
合
わ
せ
て
手
を
伸

ば
す
こ
と
が
で
き
る
か
。

④
立
位
で
ボ
ー
ル
を
バ
ウ
ン
ド
さ
せ
た
り
、
バ

ウ
ン
ド
し
た
ボ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
り
で
き

る
か
。

⑤
ボ
ー
ル
を
利
き
手
に
持
ち
替
え
て
、
タ
イ
ミ

ン
グ
よ
く
放
せ
る
か
。

⑥
体
幹
を
回
旋
し
て
投
げ
ら
れ
る
か
。

　

動
作
観
察
で
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

※1 

筋
力
の
緊
張
状
態
、
位
置
関
係
な
ど
に
関
す
る
感
覚
。

※2 

筋
肉
の
調
節
機
能
な
ど
に
関
す
る
感
覚
。
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害
の
あ
る
児
童
に
対
し
て
は
、
教
師
は
速
読
の

向
上
に
時
間
を
費
や
す
の
を
や
め
て
、
代
わ
り

に
文
章
理
解
の
指
導
に
集
中
す
る
こ
と
の
方
が

理
に
か
な
っ
て
い
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
一

見
、
当
然
と
思
え
る
結
論
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
事
実
が
、
一
つ
一
つ
科
学

的
に
証
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
に
立
っ
て
、

日
々
の
教
育
活
動
が
実
践
さ
れ
て
い
く
と
い
う

こ
と
が
重
要
な
の
だ
と
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
論
文
に
対
し
て
も
批
判
的
思
考

を
も
ち
、
教
育
を
科
学
的
に
研
究
し
て
い
く
土

壌
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

１　

科
学
と
は
、
何
か

　

公
益
社
団
法
人
子
ど
も
の
発
達
科
学
研
究
所

主
催
に
よ
る
「
教
師
の
た
め
の
科
学
研
究
講
座

ベ
ー
シ
ッ
ク
」
に
お
い
て
、
和
久
田
学
氏
の
講

座
を
受
け
た
。
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
自
分

の
教
育
に
お
け
る
科
学
研
究
の
原
点
で
あ
る
。

そ
の
講
座
に
お
い
て
最
初
に
学
ん
だ
こ
と
が
、

次
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
科
学
と
は
、
再
現
性
が
あ
る
こ
と
」

↓
統
計
的
な
証
明
。
偶
然
で
は
な
い
。

２　
読
書
へ
の
障
害
の
あ
る
児
童
に
つ
い
て
の

　
　
「
速
読
の
指
導
」
は
、
読
解
力
を
促
進
す
る
か

　

教
育
、
心
理
学
関
係
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ

る
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
で
は
、
日
本
を
含
む
海
外
の
膨
大

な
学
術
論
文
を
、
無
料
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
サ
イ
ト
に
次
の
内
容
の
論
文
が
あ
っ
た
。

　

読
書
へ
の
障
害
の
あ
る
児
童
に
対
す
る

「
速
読
の
指
導
」
は
、
読
解
力
に
対
し
て
、

明
ら
か
な
利
点
が
な
い
。

　

こ
の
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
南
西
部
の
五
つ
の

小
学
校
に
お
い
て
三
百
人
余
り
の
児
童
を
対
象

に
四
年
間
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
通
常
児

童
と
読
む
こ
と
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
読
解
力

の
統
計
上
の
差
（
パ
タ
ー
ン
）
を
比
較
す
る
」

と
い
う
方
法
に
特
徴
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

読
書
へ
の
障
害
の
あ
る
児
童
の
場
合
、
読
解
率

の
向
上
は
、
二
年
生
で
一
分
あ
た
り
三
十
五
～

七
十
五
語
、
四
年
生
で
四
十
～
九
十
語
の
範
囲

で
の
み
向
上
し
た
。
つ
ま
り
、
読
む
こ
と
に
障

害
の
あ
る
児
童
に
と
っ
て
、
速
い
速
度
で
読
む

こ
と
は
読
書
の
た
め
の
明
確
な
利
点
が
な
い
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ゆ
え
に
読
む
こ
と
に
障

松ま
つ

本も
と 

一か
ず

樹き

栃
木
県
壬
生
町
立
壬
生
東
小
学
校

教師が取り組む
教育実践の
「エビデンス」

読
書
へ
の
障
害
の
あ
る
児
童
に
対
し
て

「
速
読
の
指
導
」
は
効
果
的
か
？

教
室
の
„
目
の
前
の
事
実
“
を
、
科
学
的
に
研
究
す
る
土
壌
が
、

今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　　　　　の教育課題新しい時代

ゼロから始める
プログラミング

教育　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
手
引
き
の
Ｂ
分
類

に
示
さ
れ
た
教
科
は
四
種
。
音
楽
（
作
曲
）、

社
会
（
都
道
府
県
）、
家
庭
（
炊
飯
）、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
（
発
表
場
面
で
の
活
用
）
で
あ

る
。
今
回
は
す
ぐ
に
で
き
る
社
会
・
家
庭
で
有

効
な
も
の
を
紹
介
す
る
。

１ 

社
会
科
の
都
道
府
県
は
ス
ク
ラ
ッ
チ

「
未
来
の
学
び
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
Ｂ
領
域
の
社
会
を
検
索
す
る
と
「
ブ

ロ
ッ
ク
を
組
み
合
わ
せ
て
47
都
道
府
県
を
見
つ

け
よ
う
」
と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

す
ぐ
に
使
え
る
指
導
案
と
と
も
に
、「Scratch

」

ペ
ー
ジ
も
載
っ
て
い
る
。
リ
ン
ク
を
子
供
た
ち

と
共
有
し
、
地
図
帳
、
白
地
図
を
使
っ
て
学
習

す
る
。
六
年
生
で
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

子
供
た
ち
に
下
の
ペ
ー
ジ
を
開
か
せ
て
、
次
の

よ
う
に
指
示
を
し
た
。

　

上
手
に
条
件
を
当
て

は
め
る
と
、
都
道
府
県
名

を
絞
り
込
め
ま
す
。
今
は

山
梨
県
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
絞
り
込
め

た
ら
白
地
図
に
色
を
塗

り
ま
す
。
四
十
七
都
道
府

県
ク
リ
ア
が
目
標
で
す
。

　

子
供
た
ち
は
黙
々
と
学

習
し
て
い
た
。
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
地
図
帳
を

片
手
に
特
徴
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。

２ 

家
庭
科
炊
飯
器
も
ス
ク
ラ
ッ
チ
で

　

ス
ク
ラ
ッ
チ
で
炊
飯
器
を
検
索
す
る
と
「
家

庭
科
︲
炊
飯
器
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
」
と
い
う
コ
ン

テ
ン
ツ
が
ヒ
ッ
ト
す
る
。

こ
れ
が
秀
逸
だ
。
次
の

よ
う
に
授
業
し
た
。

①
朝
食
で
は
ほ
と
ん
ど

炊
飯
器
を
使
っ
て
い

る
。
炊
飯
器
は
炊
飯

を
し
て
く
れ
る
。

②
ま
ず
米
を
量
る
。
洗

う
。
ボ
タ
ン
を
押
す
。

⋮
⋮
御
飯
が
炊
け
る
。

「
こ
の
⋮
⋮
の
中
を
予
想
し
よ
う
」
と
発
問
。

③
ノ
ー
ト
に
予
想
し
て
（
朝
食
の
時
を
思
い
出

し
て
）
書
か
せ
る
。

④
教
科
書
（
五
年
生
の
ペ
ー
ジ
）
を
参
考
に
し

て
修
正
。

⑤
修
正
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
上
手
に
炊
け
る
か
、

ス
ク
ラ
ッ
チ
の
サ
イ
ト
で
各
自
が
活
動
。

（https://scratch.m
it.edu/projects/

236086960/

）

⑥
感
想
な
ど
を
書
か
せ
る
。

　

炊
飯
に
つ
い
て
の
復
習
も
で
き
、
さ
ら
に
身

近
な
生
活
に
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
が
生
か
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
感
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

文
部
科
学
省
が
示
す
Ｂ
分
類
を
授
業
す
る

社
会
科
・
家
庭
科
で
有
効
な
ス
ク
ラ
ッ
チ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
紹
介
す
る
。平ひ

ら

山や
ま 

靖や
す
し

千
葉
県
習
志
野
市
立
向
山
小
学
校

※
参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
未
来
の
学
び
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（https://m

iraino-m
anabi.jp/

）

・Scratch

（https://scratch.m
it.edu/

）
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授業技量向上の法則

授業力向上に
役立つこの１冊

向山洋一が学んだこの1冊！

１ 

こ
れ
が
﹁
夢
﹂
の
始
ま
り

　

教
員
二
年
目
（
二
十
四
歳
）
の
と
き
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
教
育
模
擬
授
業
全
国
大
会
に
「
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
」
と
し
て
出
場
し
た
。
向
山
洋
一

氏
の
前
で
授
業
を
す
る
の
も
、
四
百
名
を
前
に

授
業
を
す
る
の
も
初
め
て
だ
っ
た
。
舞
台
に

立
っ
た
瞬
間
、
頭
が
真
っ
白
に
な
っ
た
。
第
一

声
が
出
て
こ
な
い
。
足
が
震
え
、
口
が
乾
く
。

そ
こ
か
ら
一
切
の
記
憶
が
な
く
、
気
付
け
ば
大

会
が
終
わ
っ
て
い
た
。
結
果
は
「
参
加
賞
」。

惨
敗
だ
っ
た
。
懇
親
会
後
、
悔
し
く
て
一
人
で

飲
ん
だ
。
そ
の
と
き
心
に
誓
っ
た
。「
も
う
一

度
あ
の
舞
台
に
立
ち
、
俺
が
日
本
一
の
授
業
者

に
な
る
」
と
。

２ 

授
業
づ
く
り
に
﹁
近
道
﹂
は
な
い　

　

私
は
、
授
業
を
つ
く
る
と
き
に
大
切
に
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

授
業
を
何
度
も
「
人
」
に
見
せ
る
こ
と
。

　

一
本
の
授
業
を
つ
く
る
の
に
、
最
低
二
十
回

は
人
に
見
せ
る
。
だ
か
ら
、
対
決
で
も
検
定
で

も
、
何
か
月
も
前
か
ら
準
備
を
始
め
る
。
た
と
え

授
業
が
完
成
し
て
い
な
く
て
も
、
前
に
立
ち
、
意

見
を
も
ら
う
。
奥
歯
を
か
み
締
め
る
と
き
も
あ

る
。
で
も
、
こ
の
悔
し
さ
こ
そ
原
動
力
で
あ
る
。

　

中
で
も
私
の
一
番
の
教
師
修
業
の
場
は
、「
長

崎
授
業
づ
く
り
の
会
」
だ
。
日
本
一
の
授
業
集

団
の
前
で
授
業
を
す
る
。
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
つ
く

り
込
む
。
つ
く
っ
て
は
壊
し
、
つ
く
っ
て
は
壊

し
、
そ
の
連
続
だ
。
授
業
づ
く
り
に
近
道
は
な

い
。
つ
く
り
続
け
る
の
み
。

３ 

﹁
日
本
一
の
授
業
者
﹂
へ
の
果
て
し
な
き
道

　

教
員
四
年
目
（
二
十
六
歳
）
の
と
き
、
再
び

「
全
国
へ
の
切
符
」
を
勝
ち
取
っ
た
。「
九
州
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
」
に
選
ば
れ
た
。
大
会
ま
で
に
二

百
冊
以
上
の
本
を
読
み
、
五
百
回
以
上
練
習
を

し
た
。
意
識
が
飛
ぶ
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
授
業
を
つ

く
っ
た
。「
一
位
を
獲
る
こ
と
」
を
公
言
し
、

東
京
へ
。
結
果
は
、
優
秀
賞
で
二
位
。
ま
た
負

け
た
。
重
い
足
取
り
で
授
業
づ
く
り
の
会
に
向

か
っ
た
。
伴
一
孝
氏
が
言
っ
た
。

　

一
位
と
二
位
は
全
く
違
う
。

　

胸
に
突
き
刺
さ
っ
た
。
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
っ
た
。

　

結
果
に
こ
だ
わ
り
、
勝
ち
に
こ
だ
わ
り
、
愚
直

に
突
っ
走
る
。
茨
の
道
も
好
ん
で
進
も
う
。
日

本
一
に
な
る
ま
で
立
ち
止
ま
っ
て
い
る
暇
は
な

い
。
必
ず
来
る
高
段
の
先
生
方
と
の
「
対
決
の

日
」
に
備
え
て
、
今
日
も
授
業
を
つ
く
っ
て
い

る
。
負
け
る
気
は
な
い
。

岩い
わ

永な
が 

将し
ょ
う

大だ
い

長
崎
県
大
村
市
立
竹
松
小
学
校

日
本
一
の
授
業
者
へ
の
挑
戦
！

挫
折
と
夢
、
そ
の
間
に
あ
る
努
力

自
分
は
極
度
の
負
け
ず
嫌
い
で
あ
る
。
対
決
と
名
の
付
く
場
で
は
い
つ
も
「
勝
ち
」
を
求
め
た
。
し
か
し

教
員
二
年
目
に
東
京
で
の
「
授
業
対
決
」
で
大
敗
北
を
喫
し
た
。
悔
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
日

か
ら
「
日
本
一
の
授
業
者
」
が
夢
と
な
り
、
生
き
方
が
変
わ
っ
た
。

「
か
け
算
九
九
の
助
」
の

学
問
的
原
理
を
探
る

教
材
「
か
け
算
九
九
の
助
」
に
は
、
向
山
式
Ａ
同
様
、

成
功
体
験
を
積
ま
せ
る
原
理
が
含
ま
れ
て
い
る
。

１ 

向
山
型
算
数
以
前
の
向
山
洋
一
氏
の
算
数

　

向
山
型
算
数
以
前
の
向
山
実
践
の
特
長
の
一
つ

に
「
知
的
な
授
業
」
が
あ
る
（『
教
え
方
の
プ
ロ
・

向
山
洋
一
全
集
24
』
向
山
洋
一
著　

明
治
図
書
）。

　

特
に
か
け
算
の
授
業
で
、
二
年
生
の
「
か
け
算

九
九
の
ひ
ょ
う
」
が
有
名
だ
。「
九
九
の
ひ
ょ
う
」

を
完
成
さ
せ
た
り
、
表
か
ら
配
列
さ
れ
た
数
の
決

ま
り
を
見
付
け
た
り
す
る
。
子
供
を
熱
中
さ
せ
、

し
か
も
知
的
な
授
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
授
業
技
量
検
定
二
段
合
格
の
と
き
に
「
九

九
表
」
の
テ
ー
マ
で
行
っ
た
。
こ
の
と
き
、
何
と

向
山
洋
一
氏
に
、
事
前
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ

た
。
二
十
三
枚
の
う
ち
×
が
十
枚
、
〇
が
十
三
枚
。

そ
の
後
、
何
度
も
作
り
直
し
て
、
三
日
後
の
本
番

に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

２ 

画
期
的
教
材
﹁
か
け
算
九
九
の
助
﹂

　

カ
ギ
型
の
計
算
尺
は
、
昔
か
ら
存
在
し
た
教
具

の
一
つ
で
あ
る
。
例
え
ば
昭
和
二
十
九
年
『
算
数

教
育
の
た
め
の
教
具
の
作
り
方
と
指
導
法
』（
戎
谷

久
著　

新
光
閣
）、
昭
和
四
十
七
年
『
数
学
の
学
び

方
・
教
え
方
』（
遠
山
啓
著　

岩
波
新
書
）
に
見
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
に
紹
介
さ
れ
た
計
算
尺
は
、
そ
の

部
分
だ
け
の
量
感
を
つ
か
ま
せ
る
た
め
の
工
夫
で

あ
っ
た
。「
か
け
算
九
九
の
助
」
も
ド
ッ
ト
図
や
タ

イ
ル
図
に
尺
を
当
て
て
量
感
を
つ
か
ま
せ
る
こ
と

は
昔
と
同
様
だ
が
、
そ
の
ほ
か
に
イ
チ
ゴ
の
絵
図

（
半
具
体
物
）
や
し
か
く
の
図
（
答
え
あ
り
と
な
し

の
二
種
）
が
あ
っ
て
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
化
さ

れ
て
い
る
の
が
特
長
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
「
二
一

が
二
、
二
三
が
六
、
⋮
⋮
」
と
い
っ
た
上
り
九
九

や
下
り
九
九
を
、
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
連
動
さ
せ

て
シ
ス
テ
ム
化
し
て
い
る
。こ
の
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ

プ
と
シ
ス
テ
ム
化
に
よ
っ
て
、「
量
感
把
握
と
九
九

暗
唱
と
い
う
二
つ
の
指
導
目
標
を
確
実
に
定
着
さ

せ
る
こ
と
」
を
ね
ら
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
「
か
け

算
九
九
の
助
」
教
材
の
独
自
性
が
あ
る
。

３ 

教
材
作
り
の
背
景
に
あ
る
心
理
学
的
有
効
性

　

向
山
氏
の
こ
の
教
材
の
開
発
動
機
は
、
か
け
算

単
元
の
導
入
に
疑
問
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

二
年
生
二
学
期
半
ば
「
１
当
た
り
の
大
き
さ
の

幾
つ
分
」
と
い
う
か
け
算
の
意
味
導
入
が
、
日
本

全
国
の
教
科
書
で
丁
寧
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
も
ち
ろ
ん
、
向
山
氏
も
こ
の
か
け
算

の
意
味
の
導
入
指
導
は
大
切
で
あ
る
こ
と
を
十
分

承
知
だ
。
し
か
し
、
詳
し
す
ぎ
る
こ
と
で
か
え
っ

て
分
か
り
づ
ら
く
な
る
こ
と
も
あ
る
と
考
え
た
。

も
っ
と
シ
ン
プ
ル
に
し
て
進
め
る
べ
き
で
、
本
当

の
意
味
理
解
は
後
に
な
っ
て
か
ら
で
も
よ
い
の
で

は
と
い
う
、
特
に
つ
ま
ず
き
が
ち
な
子
へ
の
配
慮

が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
と
、
私
は
考
え
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
が
「
本
当
の
意
味
理
解
は
後

か
ら
で
も
よ
い
」
と
い
う
考
え
方
だ
。
と
に
か
く

で
き
そ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
、ま
ず
始
め
る
。
こ
れ
は
、

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
・
チ
ェ
イ
ニ
ン
グ
理
論
、
跳
び
箱

向
山
式
Ａ
に
見
ら
れ
る
「
終
末
局
面
開
始
の
原
則
」

に
通
じ
る
考
え
方
で
あ
り
、
ま
た
動
機
付
け
理
論

に
見
ら
れ
る
「
発
達
の
最
近
接
領
域
」
や
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
心
理
学
の
フ
ロ
ー
体
験
に
も
共
通
す
る
考
え
方

で
あ
る
。「
あ
と
少
し
頑
張
れ
ば
で
き
そ
う
だ
」
と

い
う
段
階
か
ら
、
ま
ず
取
り
組
ま
せ
る
の
だ
。
向

山
氏
の
教
材
開
発
に
は
、
こ
う
し
た
学
問
的
原
理

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「TOSSかけ算九九計算尺
セット　かけ算九九の助」
（東京教育技術研究所）

板い
た

倉く
ら 

弘ひ
ろ

幸ゆ
き

東
京
都
台
東
区
立
大
正
小
学
校

法
則
化
浅
草
サ
ー
ク
ル

TOSS教材のお問合わせ、お申込みは
東京教育技術研究所　0120-00-6564

◆
こ
の
ペ
ー
ジ
の
教
材
は
東
京
教
育
技
術
研
究
所
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。
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２ 

教
師
の
統
率
力

　

ま
あ
、
実
際
に
は
こ
ん
な
に
大
げ

さ
な
問
題
で
は
な
い
。
教
室
で
は

も
っ
と
「
軽
い
の
り
」
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
ま
た
、
一
つ
の

「
対
応
・
応
答
」
で
あ
る
。

　

前
号
で
「
若
干
高
度
だ
」
と
述
べ

た
の
は
、
つ
ま
り
、
前
提
と
し
て
、

次
の
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る

か
ら
だ
。

　

私
に
対
し
て
子
供
た
ち
が

も
っ
て
い
る
、い
わ
ば
「
尊
敬
感
」

の
よ
う
な
感
覚
。

　

そ
れ
に
は
、
四
月
か
ら
そ
れ
ま
で

の
、
ク
ラ
ス
の
歴
史
が
影
響
す
る
。

「
熱
中
す
る
授
業
」
を
ど
れ
く
ら
い

展
開
し
て
き
た
の
か
。
子
供
た
ち
に

「
力
が
付
い
た
」
と
い
う
実
感
を
ど

れ
く
ら
い
味
わ
わ
せ
て
き
た
の
か
。

山
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
ど
う
対
処

し
、
ど
う
統
率
し
て
き
た
の
か
。

　

そ
う
い
っ
た
、
教
師
と
し
て
の
力

量
が
反
映
す
る
の
で
あ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
、
遅
れ
て
く
る
Ｉ
君
を
、

①
私
は
叱
っ
た
こ
と
が
な
い
。

　

こ
れ
こ
そ
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
で
あ
る
。

　

子
供
た
ち
は
、
次
の
こ
と
も
よ
く

知
っ
て
い
る
。

②
ほ
ぼ
毎
時
間
、
谷
先
生
は
授

業
を
早
く
終
わ
っ
て
く
れ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
谷
学
級
の
休
み
時

間
は
、
平
均
し
て
ほ
か
の
ク
ラ
ス
よ

り
明
ら
か
に
長
い
。

　

子
供
た
ち
が
、
Ｔ
Ｔ
の
先
生
の
ミ

ス
に
よ
っ
て
失
っ
た
、
た
っ
た
一
回

の
休
み
時
間
の
こ
と
を
、
ど
う
し
て

も
問
題
に
す
る
と
い
う
な
ら
、

「
右
の
①
と
②
の
こ
と
を
君
た
ち
は

ど
う
考
え
る
の
か
」

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
私
も
子
供

た
ち
に
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

１ 

な
ぜ
、
子
供
た
ち
は
納
得

 

し
た
の
か

　

前
号
の
続
き
で
あ
る
。

　

他
人
に
厳
し
い
要
求
を
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
自
分
に
も
厳
し
い
要
求

を
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

教
室
と
い
う
公
の
場
で
あ
る
。
自

分
だ
け
で
生
活
し
て
い
る
の
で
は
な

い
。
人
が
失
敗
す
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、

自
分
だ
っ
て
失
敗
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
た
び
に
厳
し
く
詰
め
て
い
た

ら
キ
リ
が
な
い
。

　

ギ
ス
ギ
ス
し
て
し
ま
う
。

　

相
手
が
失
敗
し
た
と
き
に
補

償
を
要
求
す
る
な
ら
、
自
分
が

失
敗
し
た
と
き
に
も
相
手
の
要

求
す
る
補
償
を
受
け
入
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

私
は
、
そ
の
こ
と
を
間
接
的
に
教

え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

も
し
、
ど
う
し
て
も
休
み
時
間
の

増
分
を
子
供
た
ち
が
要
求
す
る
よ
う

だ
っ
た
ら
ど
う
す
る
か
。

　

毎
時
間
、
毎
時
間
、
授
業
に

遅
れ
て
く
る
Ｉ
君

の
こ
と
を
、
私
は
当
然
指
摘
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

授業のベーシック
スキル６
「授業での対応・
応答」⑳
私に対して子供たちがもっ
ている、いわば「尊敬感」
のような感覚。そのクラス
の歴史が、いざというとき
の対応・応答に反映する。

東京都・玉川大学教職大学院 教授

谷
たに

 和
かず

樹
き

授業のベーシック
　スキル
ベーシックベーシック
　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル　スキル
ベーシック
　スキル

伴
一
孝
の
教
師
道

伴ば
ん 

一か
ず

孝た
か

長
崎
県
時
津
町
立
時
津
東
小
学
校

　

町
内
小
学
校
五
校
の
高
学
年
が
、
秋
の
連
合

体
育
大
会
に
招
集
を
掛
け
ら
れ
る
。
全
員
で
あ

る
。
よ
っ
て
二
学
期
に
入
っ
て
す
ぐ
、
放
課
後

な
ど
に
練
習
が
始
ま
る
。
や
る
か
ら
に
は
腕
を

振
る
う
。
長
崎
市
内
四
十
五
校
の
連
合
運
動
会

に
出
た
と
き
は
、
四
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
で
大
会
記

録
を
マ
ー
ク
し
た
。
戦
後
間
も
な
く
か
ら
や
っ

て
い
る
か
ら
七
十
年
間
で
最
高
の
記
録
だ
。
こ

れ
は
い
ま
だ
に
破
ら
れ
て
い
な
い
。
昨
年
は

「
幅
跳
び
」
を
担
当
し
た
。
希
望
で
は
な
い
。

割
り
当
て
で
あ
る
。
一
位
は
他
校
の
背
の
高
い

子
に
取
ら
れ
た
が
、
二
位
・
三
位
は
こ
ち
ら
が

取
っ
た
。
い
ず
れ
も
背
の
低
い
小
さ
な
子
た
ち

で
あ
る
。

　

練
習
に
は
「
や
り
よ
う
」
が
あ
る
。
私
が
や

ら
せ
る
練
習
は
、
ほ
か
の
競
技
の
子
た
ち
が

ず
っ
と
羨
ま
し
そ
う
に
見
て
い
る
。
運
動
場
で

や
れ
ば
、
教
育
委
員
会
が
見
に
来
る
。
私
は
何

も
教
え
な
い
。
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
っ
て
あ
げ
る

だ
け
だ
。
そ
れ
が
「
指
導
」
な
の
で
あ
る
。
晴

れ
で
砂
場
が
使
え
る
場
合
、
幅
の
広
い
方
を
使

う
。
助
走
は
ア
バ
ウ
ト
で
よ
い
。
フ
ォ
ー
ム
は

あ
る
程
度
教
え
る
が
、
こ
だ
わ
る
と
短
期
間
で

は
記
録
が
伸
び
な
い
。
ま
ず
は
「（
場
）
数
」
だ
。

助
走
コ
ー
ス
を
三
つ
か
四
つ
に
す
る
。
同
時
に

は
跳
ば
せ
な
い
。
Ａ
コ
ー
ス
の
子
が
ジ
ャ
ン
プ

し
た
ら
、
Ｂ
コ
ー
ス
の
子
が
ス
タ
ー
ト
。
以
下

同
様
に
隣
の
コ
ー
ス
が
ジ
ャ
ン
プ
し
た
ら
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。
こ
れ
で
空
白
が
生
じ
な
い
。

教
師
は
砂
場
横
に
立
つ
。
一
人
ず
つ
教
師
の
前

に
来
て
跳
ぶ
形
に
な
る
。
こ
こ
で
個
別
評
定
。

「
手
の
振
り
上
げ
」
な
ら
そ
こ
だ
け
、「
反
り
身
」

な
ら
ば
そ
こ
だ
け
を
評
定
し
て
い
く
。
最
後
に

一
度
だ
け
記
録
を
取
っ
て
終
了
。
雨
の
日
は
体

育
館
の
ス
テ
ー
ジ
が
割
り
当
て
ら
れ
る
。
マ
ッ

ト
を
敷
い
て
跳
ば
せ
る
。
跳
び
箱
を
ス
テ
ー
ジ

に
上
げ
る
。
子
供
に
体
操
帽
を
借
り
る
。
私
が

そ
れ
を
持
っ
て
跳
び
箱
の
上
に
立
つ
。
助
走
・

ジ
ャ
ン
プ
し
て
帽
子
に
触
っ
た
ら
合
格
と
す
る
。

子
供
の
身
長
や
能
力
に
応
じ
て
高
さ
を
変
え
て

や
る
。
子
供
は
何
度
で
も
挑
戦
す
る
。
少
し
ず

つ
難
度
を
上
げ
て
い
く
。
だ
ん
だ
ん
形
に
な
っ

て
い
く
。
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
終
了
時
刻
を
延
ば
さ
な
い

こ
と
だ
。
片
付
け
も
含
め
て
、
時
間
ど
お
り
に

き
っ
ち
り
終
わ
る
。
そ
の
代
わ
り
ス
タ
ー
ト
時

刻
を
教
師
は
厳
守
す
る
。
子
供
に
は
言
わ
な
い
。

担
任
次
第
だ
か
ら
だ
。
子
供
に
遅
刻
の
責
任
は

な
い
。
私
の
練
習
だ
け
が
、
毎
日
時
間
ど
お
り

に
終
わ
る
。
一
番
で
あ
る
。
子
供
は
喜
ん
で
練

習
に
来
る
。
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
格
好
良
く
、

怒
鳴
ら
ず
知
的
に
練
習
さ
せ
る
指
導
者
が
、
子

供
た
ち
は
大
好
き
で
あ
る
。
逆
は
駄
目
だ
。

「
結
果
を
出
す
教
師
」
に
子
供
は
付
い
て
来
る

体
育
大
会
。「
出
る
（
出
場
す
る
）
こ
と
に
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
「
言
い
訳
」
が
あ
る
。
私
は
否
定
的
だ
。「
出
る
こ
と
に
は
意
味
が
な

い
」。
あ
え
て
言
え
ば
「
害
が
あ
る
」。
本
気
で
そ
う
思
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
稼
業
柄
「
出
る
」
意
外
に
選
択
肢
が
な
い
場
合
は
、
ち
ゃ

ん
と
仕
事
に
し
て
み
せ
る
。
そ
れ
が
「
教
師
道
」
で
あ
る
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
は
で
き
な
い
。
障
害
児
を
担
任
し
た
と
き
も
、
満
座
の
面

前
で
き
っ
ち
り
勝
た
せ
た
。
そ
の
子
は
成
人
し
て
血
液
の
ガ
ン
を
発
症
し
た
。
母
親
か
ら
連
絡
を
受
け
て
見
舞
っ
た
。
闘
病
の
末
、
退
院

し
て
仕
事
に
戻
っ
て
い
る
。「
生
き
る
力
」
と
は
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
。



Ｔ
２
の
立
ち
位
置
は
前
？　

後
ろ
？

初
め
て
の
算
数
Ｔ
２
で
体
験
し
た
大
混
乱
。
Ｔ
２
は
教
室
の
ど
こ
に
位
置
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
。

た
か
が
立
ち
位
置
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
答
え
は
や
は
り
向
山
洋
一
氏
の
論
文
の
中
に
あ
っ
た
。

笠か
さ

井い 

美み

香か

門も
ん

間ま 

政ま
さ

博ひ
ろ

前
・
東
京
都
公
立
小
学
校
教
諭

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
東
京
教
え
方
研
究
会
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実践日誌
長谷川博之の

長は

谷せ

川が
わ 

博ひ
ろ

之ゆ
き

埼
玉
県
熊
谷
市
立
奈
良
中
学
校

部
活
動
経
営

≒

学
級
経
営

た
っ
た
一
人
の
例
外
も
つ
く
ら
な
い
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
指
導
に
よ
り
、

部
活
動
指
導
で
も
、
ほ
か
を
凌り

ょ
う

駕が

す
る
事
実
が
生
ま
れ
る
。

　

私
が
本
連
載
で
部
活
動
指
導
を
取
り
上
げ
る

の
に
は
訳
が
あ
る
。「
た
っ
た
一
人
の
例
外
も

な
く
」
を
貫
く
部
活
動
経
営
は
、
学
級
経
営
に

通
じ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

心
を
育
て
る
指
導
と
集
団
形
成
と
を
土
台
と

し
て
技
術
指
導
を
加
え
て
い
け
ば
こ
そ
、
チ
ー

ム
は
強
く
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
部
活
動
の
顧

問
を
務
め
る
方
以
外
に
も
、
様
々
な
方
々
の
参

考
に
な
る
と
信
じ
る
。

　

さ
て
、
今
夏
も
ま
た
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー

及
び
企
画
会
議
な
ど
の
ほ
か
は
全
日
部
活
動
指

導
を
し
て
き
た
。
夏
休
み
だ
け
で
大
会
が
十
一

日
あ
っ
た
。

　

三
年
生
は
七
月
末
の
学
総
体
県
大
会
ベ
ス
ト

８
で
引
退
し
た
。
先
日
閉
幕
し
た
全
国
大
会

（
京
都
全
中
）
で
個
人
団
体
と
も
に
優
勝
し
た

最
強
豪
校
に
敗
れ
、
関
東
大
会
出
場
を
逃
し
た
。

　

新
チ
ー
ム
は
四
つ
の
団
体
戦
を
経
験
し
た
。

　

Ａ
カ
ッ
プ
（
三
十
チ
ー
ム
）
で
準
優
勝
、
Ｄ

カ
ッ
プ
（
三
十
六
チ
ー
ム
）
で
優
勝
、
Ｓ
カ
ッ

プ
（
県
内
四
十
チ
ー
ム
選
抜
）
で
準
優
勝
、
Ｏ

カ
ッ
プ
新
人
関
東
大
会
（
選
抜
三
十
三
チ
ー

ム
）
で
準
優
勝
、
と
い
う
結
果
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
ラ
イ
バ
ル
校
の
全
て
に
ジ
ュ
ニ
ア

経
験
者
が
お
り
、
中
に
は
全
国
小
学
生
大
会
の

優
勝
者
も
、
年
度
を
ま
た
い
で
複
数
存
在
し
て

い
る
。
一
方
、
我
が
チ
ー
ム
は
三
年
生
も
一
、

二
年
生
も
全
員
初
心
者
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
「
逆
境
」
に
あ
っ
て
ゼ
ロ
か
ら
積
み

上
げ
て
い
く
営
み
に
、
私
は
大
き
な
価
値
を
実

感
し
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
型
指
導
の
効
果
の
高

さ
を
証
明
す
る
場
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

八
月
下
旬
の
公
式
戦
は
個
人
戦
で
あ
り
、
枠

ぎ
り
ぎ
り
の
四
ペ
ア
を
出
場
さ
せ
た
。

　

全
二
百
ペ
ア
中
、
一
番
手
準
優
勝
、
二
番
手

第
三
位
、
三
番
手
ベ
ス
ト
８
（
五
位
～
八
位
順

位
決
め
な
し
）、
四
番
手
ベ
ス
ト
32
（
四
回
戦

敗
退
）
と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　

最
も
う
れ
し
か
っ
た
の
が
、
四
番
手
が
シ
ー

ド
を
破
っ
て
勝
ち
上
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
最

も
技
術
力
の
低
い
選
手
で
あ
っ
て
も
勝
ち
上
が

る
。
こ
れ
は
、
一
人
の
例
外
も
つ
く
ら
ぬ
よ
う

選
手
、
指
導
者
と
も
に
日
々
取
り
組
ん
で
き
た

成
果
の
表
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
私
の
理
想
の

形
で
あ
る
。

　

最
も
悔
し
か
っ
た
の
が
、
一
番
手
が
自
分
た

ち
の
プ
レ
ー
を
で
き
な
い
ま
ま
決
勝
で
敗
退
し

た
こ
と
だ
。
新
部
長
は
涙
を
流
し
た
。
初
め
て

見
る
涙
で
あ
っ
た
。
翌
日
、
み
っ
ち
り
と
反
省

練
習
を
積
み
上
げ
た
。

　

三
日
後
の
団
体
戦
で
は
、
私
が
不
在
の
中
、

全
ペ
ア
が
一
敗
も
す
る
こ
と
な
く
優
勝
し
た
。

選
手
か
ら
の
報
告
に
は
喜
び
が
あ
ふ
れ
て
い
た
。

私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

マニアック編
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ん

間ま 

政ま
さ
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ろ
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Ｏ
Ｓ
Ｓ
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方
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会

１ 

初
算
数
Ｔ
２
で
の
大
混
乱

　

Ｔ
１
で
授
業
を
し
て
い
る
先
生
か

ら
指
示
が
飛
ぶ
。

「
先
生
、Ｋ
さ
ん
を
見
て
く
だ
さ
い
」

　

Ｔ
２
の
私
は
、
算
数
の
教
科
書
を

持
っ
て
Ｋ
さ
ん
の
所
へ
向
か
う
。
Ｋ

さ
ん
に
個
別
指
導
を
し
て
い
る
最
中
、

斜
め
後
ろ
の
Ｓ
君
が
言
う
。

「
先
生
、
こ
こ
ど
う
や
っ
て
解
く
ん

で
す
か
？
」

　

Ｋ
さ
ん
の
個
別
指
導
が
終
わ
っ
て

い
な
い
段
階
で
Ｓ
君
か
ら
の
質
問
。

「
ご
め
ん
、
一
分
待
っ
て
て
。
そ
し

た
ら
先
生
、Ｓ
君
の
所
に
行
く
か
ら
」

と
私
。

　

Ｋ
さ
ん
の
隣
の
席
の
Ｒ
さ
ん
も
、

「
先
生
、
こ
の
問
題
は
こ
れ
で
合
っ

て
い
ま
す
か
？
」

（『
教
室
ツ
ー
ウ
ェ
イ
』
誌

一
九
九
五
年
六
月
号

明
治
図
書　

一
〇
ペ
ー
ジ
）

　

Ｔ
２
を
引
き
受
け
た
が
、
Ｔ
１
の

先
生
と
の
打
合
せ
も
せ
ず
に
教
室
に

入
っ
た
。

　

そ
の
結
果
が
前
述
し
た
大
混
乱
で

あ
る
。

　

で
は
、
な
ぜ
大
混
乱
が
生
じ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
向
山
氏
の
次
の
文
を

読
み
落
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

サ
ブ
の
教
師
の
定
位
置
は
、
教

室
前
方
と
す
る
。
後
ろ
か
ら
「
授

業
参
観
」
の
よ
う
に
見
な
い
。

（
前
掲
書　

同
ペ
ー
ジ
）

　

私
は
教
室
の
後
ろ
に
い
た
。

「
教
室
の
前
方
に
い
て
は
子
供
の
視

界
に
入
り
邪
魔
に
な
る
」

と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
教
室
の
後
ろ
に
い
て
は
、

授
業
に
遅
れ
気
味
の
子
や
問
題
を
早

く
で
き
た
子
供
へ
の
対
応
が
で
き
な

か
っ
た
。

　

ま
さ
に
向
山
氏
が
指
摘
す
る
「
授

業
参
観
」
の
よ
う
に
見
て
い
た
だ
け

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

向
山
氏
の
文
を
読
み
、
定
位
置
を

教
室
前
方
に
変
え
た
（
左
画
像
）。

　

定
位
置
を
変
え
た
こ
と
で
、
早
く

終
わ
っ
た
子
や
遅
れ
気
味
の
子
が
私

に
目
線
を
送
っ
て
く
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
ぐ
に
動
け
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　

Ｔ
２
に
と
っ
て
教
室
で
の
立
ち
位

置
が
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
か
を
学

ん
だ
瞬
間
で
あ
っ
た
。
た
か
が
「
立

ち
位
置
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

と
聞
い
て
く
る
。

「
大
丈
夫
、
合
っ
て
い
る
よ
」

と
私
。

　

Ｓ
君
か
ら
は
、

「
先
生
、
も
う
一
分
た
っ
た
よ
！
」

と
言
わ
れ
る
始
末
。

　

初
め
て
経
験
し
た
算
数
Ｔ
２
で
の

大
混
乱
の
状
況
で
あ
る
。

２ 

Ｔ
２
の
位
置
は
教
室
の
ど
こ
か

　

こ
の
学
校
に
着
任
す
る
前
ま
で
は

学
級
担
任
だ
け
を
希
望
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
向
山
氏
の
次
の
文
を
読

み
、
Ｔ
２
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し

た
。「

担
任
じ
ゃ
な
く
て
は
い
や
だ
」

と
ご
ね
る
の
は
三
五
才
ま
で
。
誰

か
が
、
引
き
う
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

Ｔ
２
の
立
ち
位
置
は
前
？　

後
ろ
？

初
め
て
の
算
数
Ｔ
２
で
体
験
し
た
大
混
乱
。
Ｔ
２
は
教
室
の
ど
こ
に
位
置
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
。

た
か
が
立
ち
位
置
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
答
え
は
や
は
り
向
山
洋
一
氏
の
論
文
の
中
に
あ
っ
た
。



69  2019. 11 68

授業技量向上の法則 私が
読み落としていた

向山洋一の
この文章

回答

高
段
者
が
答
え
る「
私
が
困
っ
て
い
る
こ
と
Q

A

」

＆

高
段
者
編

　

私
の
疑
問
で
あ
る
。

　

作
品
中
の
複
数
の
事
件
を
要
約

す
る
と
き
、
主
語
は
一
貫
さ
せ
な

く
て
よ
い
か
。

　

要
約
で
は
一
番
大
事
な
言
葉
を
体

言
止
め
に
す
る
。「
桃
太
郎
」
の
要

約
で
は
「
犬
さ
る
き
じ
を
つ
れ
て
鬼

退
治
を
し
た
桃
太
郎
」
と
な
る
。

　

大
森
修
氏
、
小
林
幸
雄
氏
の
実
践

に
学
び
、
私
は
「
き
つ
ね
の
窓
」
の

授
業
で
、
全
て
の
事
件
の
要
約
を

「
⋮
⋮
す
る
僕
」
で
一
貫
さ
せ
た
。

作
品
の
中
心
人
物
は
「
僕
」
だ
か
ら

　

焼
き
物
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
楊

を
暗
い
気
持
ち
で
見
る
父
親
。

　

自
分
の
才
能
が
な
い
こ
と
を

知
っ
て
、
頭
に
く
る
楊
。

　

き
に
い
ら
な
い
焼
き
物
を
割
る

楊
を
暗
い
気
持
ち
で
見
る
楊
の
父

親
。

　

父
親
の
う
で
ま
で
も
お
よ
ば
な

い
こ
と
を
知
っ
て
、
暗
い
気
持
ち

に
な
っ
た
楊
。

（『
実
録
！　

向
山
洋
一
の
授
業

　

根
本
正
雄
の
分
析
』
⑬　

一
四

ペ
ー
ジ	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
メ
デ
ィ
ア
）

　

要
約
文
の
文
末
は
「
楊
」
で
あ
っ

た
り
「
父
親
」
で
あ
っ
た
り
す
る
。

　

向
山
洋
一
氏
は
問
う
。

　

こ
れ
は
父
親
の
方
が
大
事
な
の

か
、
楊
の
方
が
大
事
な
の
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。

（
前
掲
書　

一
五
ペ
ー
ジ
）

　

討
論
が
で
き
そ
う
な
発
問
だ
が
、

授
業
参
観
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、

向
山
氏
は
す
ぐ
に
説
明
し
て
い
る
。

　

こ
の
場
面
は
父
親
で
す
ね
。

「
こ
の
場
面
は
」
と
言
う
。
場
面
に

よ
っ
て
、一
番
大
事
な
言
葉
が
「
楊
」

で
あ
っ
た
り
「
父
親
」
で
あ
っ
た
り

変
化
す
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　

向
山
氏
は
、
第
五
段
落
の
最
後
の

二
行
に
注
目
さ
せ
て
い
る
。

　

楊
は
、
ほ
の
お
に
血
走
っ
た
目

で
、
焼
き
物
を
片
は
し
か
ら
割
っ

て
し
ま
っ
た
。
父
親
は
、
そ
ん
な

む
す
こ
の
姿
を
暗
い
気
持
ち
で
な

が
め
て
い
た
。

　

最
後
の
一
文
の
主
語
は「
父
親
」だ
。

　

こ
の
段
落
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ

の
２
行
な
ん
で
す
ね
。
こ
の
２
行

に
注
目
し
て
、
こ
れ
を
ま
と
め
た

答
え
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
に
な

る
。
そ
れ
以
外
の
こ
と
は
、
全
部

こ
の
こ
と
の
説
明
な
ん
で
す
。

（
前
掲
書　

一
五
ペ
ー
ジ
）

　

全
て
の
事
件
を
「
楊
」
で
一
貫
さ

せ
る
よ
り
も
、
段
落
ご
と
に
最
も
強

調
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
要
約
す
る
方

が
自
然
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

向
山
氏
は
、
シ
ン
プ
ル
に
叙
述
に

即
し
て
要
約
さ
せ
て
い
る
。

だ
。「
僕
」
の
言
動
や
心
情
の
変
化

を
追
う
と
、
主
題
を
考
え
や
す
い
と

考
え
た
か
ら
だ
（
一
つ
の
事
件
＝
一

つ
の
段
落
と
す
る
）。

「
桃
花
片
」
で
は
、
心
情
が
最
初
と

最
後
で
変
化
す
る
中
心
人
物
は

「
楊
」
で
あ
る
。
私
の
考
え
方
で
い

く
と
、
各
段
落
の
要
約
で
は
「
⋮
⋮

す
る
楊
」
と
一
貫
さ
せ
た
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
向
山
学
級
で
は
違
っ

て
い
た
（「
桃
花
片
」
の
授
業　

一

九
九
三
年
十
月
十
六
日
雪
谷
小
六
年

一
組
）。

　

第
五
段
落
の
要
約
場
面
。
子
供
が

板
書
し
た
要
約
文
の
一
部
で
あ
る
。

段
落
を
要
約
す
る
と
き
、

主
語
は
一
貫
さ
せ
な
く
て
よ
い
か

「
桃
花
片
」
の
中
心
人
物
「
楊
」
で
一
貫
さ
せ
た
い
が
、

向
山
氏
は
末
尾
が
「
楊
」
と
「
父
親
」
に
な
る
段
落
が

あ
る
と
言
う
。

木き

村む
ら 

重し
げ

夫お

東
京
都
・
日
本
文
化
大
學	

講
師

Q

小こ

井い

戸ど 

政ま
さ

宏ひ
ろ

岐
阜
県
岐
阜
市
立

黒
野
小
学
校

A

で
す
。
し
か
し
、
赤
鉛
筆
を
嫌
う
児
童
が
い
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
鉛
筆
で
書
き
ま
す
。
児
童

の
プ
ラ
イ
ド
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

②
復
習
を
増
や
す
。

「
そ
ら
書
き
」
に
よ
る
筆
順
の
確
認
場
面
を
増

や
し
ま
す
。
漢
字
学
習
の
始
め
や
終
わ
り
に
短

く
進
め
ま
す
。
こ
の
活
動
が
復
習
に
な
り
ま
す
。

２　

テ
ス
ト
の
工
夫

　

テ
ス
ト
用
紙
に
手
を
加
え
ま
す
。
大
き
く
二

つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

①
答
え
を
薄
く
書
く
。

　

全
て
を
書
く
の
で
は
な
く
、
児
童
が
指
定
し

た
問
題
だ
け
を
書
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

②
残
り
の
一
画
だ
け
を
残
し
て
、
答
え
を

薄
く
書
く
。

　

こ
の
応
用
で
、「
最
後
の
二
画
だ
け
」、「
最

後
の
三
画
だ
け
」
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
書

き
出
し
だ
け
を
薄
く
書
い
て
お
く
」
と
い
う
パ

タ
ー
ン
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
、
児
童
の
実

態
に
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。

　
六
年
生
に
、
学
習
面
に
課
題
を
も
っ

て
い
る
児
童
が
い
ま
す
。
国
語
の
授
業

で
は
漢
字
に
苦
手
意
識
を
も
っ
て
い
て

学
力
の
向
上
が
難
し
い
で
す
。
十
問
テ

ス
ト
で
は
、
常
に
三
〇
点
か
ら
四
〇
点

で
す
。
字
の
認
識
や
記
憶
力
も
弱
い
で

す
。
し
か
し
、
発
表
に
は
意
欲
的
に
取

り
組
み
、
こ
の
三
か
月
で
率
先
し
て
発

言
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
子
が
活
躍
で
き
た
り
、

漢
字
テ
ス
ト
で
一
〇
〇
点
を
取
れ
た
り

す
る
た
め
の
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　
　

事
前
に
保
護
者
、
児
童
と
相
談
し
た

上
で
、
指
導
過
程
と
テ
ス
ト
の
工
夫
を
し

ま
し
ょ
う
。

１　

指
導
過
程
の
工
夫

　

ま
ず
、「
あ
か
ね
こ
漢
字
ス
キ
ル
」（
光
村
教

育
図
書
）
の
指
導
過
程
を
お
薦
め
し
ま
す
。
光

村
教
育
図
書
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
動
画
を
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。
そ
の
上
で
指
導
過
程
の
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。「
字
の
認
識
」
と
「
記
憶
」

に
課
題
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
私
も
同
じ
よ

う
な
児
童
を
担
任
し
た
と
き
に
は
、
次
の
よ
う

な
工
夫
を
し
ま
し
た
。

①
な
ぞ
る
活
動
を
増
や
す
。

　

事
前
に
テ
キ
ス
ト
や
ノ
ー
ト
に
教
師
が
薄
く

漢
字
を
書
き
、
そ
れ
を
な
ぞ
る
活
動
が
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。
赤
鉛
筆
で
書
く
こ
と
が
基
本

指
導
過
程
と
テ
ス
ト
の
工
夫

保
護
者
と
児
童
と
の
相
談
の
上
で
、
児
童
の
プ
ラ
イ
ド
を

大
切
に
し
た
指
導
を
。
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株式会社	騒人社　師
もろ

尾
お

 喜
き

代
よ

子
こ

となりの座席の女発
女社長奮戦記

次の夢へ向かって
～アニャンゴ発、日本の子供
たちへのメッセージ

向
むこう

山
やま

 恵
え

理
り

子
こ世界初女性

ニャティティ奏者
アニャンゴこと

（
シ
ア
ヤ
郊
外
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
）

オクム師匠の教え⑳
３年ぶりに会う師匠は、一番奥の大きな
部屋の中央に置かれたベッドに
横たわっていた。

　

そ
の
夜
は
、
シ
ア
ヤ
の
ホ
テ
ル

に
一
泊
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

シ
ア
ヤ
は
、
村
か
ら
車
で
一
時

間
ほ
ど
の
場
所
に
あ
る
街
。

　

ホ
テ
ル
に
到
着
し
て
、
支
払
い

を
済
ま
せ
た
ら
、
一
時
間
も
し
な

い
う
ち
に
照
明
が
消
え
た
。

　

一
日
の
半
分
く
ら
い
は
停
電
な

の
が
普
通
だ
か
ら
、
ホ
テ
ル
の
ス

タ
ッ
フ
も
慣
れ
て
い
る
。

　

翌
朝
、
ホ
テ
ル
で
簡
単
な
朝
食

を
済
ま
せ
、
ア
レ
ゴ
村
に
帰
っ
た
。

　

オ
ク
ム
の
家
で
は
焼
い
た
白
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
と
チ
ャ
イ
が
待
っ
て

い
た
。
日
本
で
は
三
食
が
普
通
だ

が
、
村
で
三
食
あ
る
の
は
、
特
別

の
来
客
が
あ
る
と
き
く
ら
い
だ
。

　

二
回
目
の
朝
食
だ
っ
た
け
れ
ど
、

有
り
難
く
頂
く
。

　

食
事
の
後
片
付
け
を
済
ま
せ
、

オ
コ
ス
夫
婦
に
案
内
さ
れ
、
オ
ク

ム
が
眠
っ
て
い
る
遺
体
安
置
所
へ

向
か
っ
た
。

　

安
置
所
は
、
シ
ア
ヤ
郊
外
の
病

院
に
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
。

　

乾
い
た
赤
土
の
道
を
車
は
走
る
。

　

み
ん
な
無
言
だ
っ
た
。

　

安
置
所
に
到
着
し
た
。

　

シ
ア
ヤ
の
安
置
所
は
日
本
の
よ

う
な
空
調
が
完
備
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
電
気
が

安
定
的
に
届
か
な
い
。

「
オ
ク
ム
の
尊
厳
が
ち
ゃ
ん
と
守

ら
れ
て
い
ま
す
よ
う
に
」
と
祈
る

よ
う
な
気
持
ち
で
、
入
り
口
で

待
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
し
て
、
係
の
男
性
に

案
内
さ
れ
て
中
に
入
っ
た
。

　

御
遺
体
が
幾
つ
も
並
ん
で
い
た
。

ひ
ん
や
り
と
し
た
空
気
が
私
を
包

ん
だ
。

　

三
年
ぶ
り
に
会
う
師
匠
は
、
一

番
奥
の
大
き
な
部
屋
の
中
央
に
置

か
れ
た
ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い

た
。

　

紅
白
の
ボ
ー
ダ
ー
シ
ャ
ツ
が
掛

け
ら
れ
た
ま
ま
静
か
に
目
を
閉
じ
、

本
当
に
眠
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

　

ニ
ャ
テ
ィ
テ
ィ
を
奏
で

て
い
た
細
く
て
長
い
指
も

変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
ま
さ
か
、
こ
ん
な
形
で

三
年
ぶ
り
の
再
会
を
迎
え

る
な
ん
て
⋮
⋮
」

　

誰
に
反
対
さ
れ
て
も
オ

ク
ム
に
会
い
に
ケ
ニ
ア
に

来
る
べ
き
だ
っ
た
。

　

で
も
、
そ
れ
も
今
と

な
っ
て
は
か
な
わ
ぬ
願
い

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

会
い
に
来
る
の
が
遅
す

ぎ
た
。
心
の
中
で
自
分
を

責
め
た
。

　

涙
が
込
み
上
げ
て
止
ま

ら
な
い
。

　

け
れ
ど
、
停
電
が
普
通
の
こ
の

町
で
、
で
き
う
る
最
大
限
の
処
置

が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

オ
ク
ム
が
死
後
も
な
お
リ
ス
ペ

ク
ト
さ
れ
て
い
る
の
を
見
て
、
少

し
安あ
ん

堵ど

し
た
。

　

日
本
か
ら
持
っ
て
き
た
数
珠
を

手
に
、
師
匠
オ
ク
ム
・
オ
レ
ン
ゴ

の
前
で
最
後
の
長
い
お
祈
り
を
し

た
。

退職してもTOSS
旗の台に毎日出勤。
騒人社のお仕事いろいろ。

　

退
職
し
て
か
ら
毎
日
旗
の
台
の

騒
人
社
に
出
勤
し
て
い
る
。
騒
人

社
は
、
向
山
先
生
の
計
ら
い
で
、

第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
の
一
部
屋
を

借
り
て
い
る
。
電
話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
と

パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
、
仕
事
は
十

分
で
き
る
。

　

午
前
中
に
本
屋
さ
ん
か
ら
の
注

文
を
倉
庫
に
伝
え
、
発
送
を
依
頼

す
る
。
全
国
各
地
の
本
屋
さ
ん
か

ら
の
注
文
は
い
ま
だ
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

来
る
。
今
時
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
注
文
す
る

業
界
は
ま
れ
だ
ろ
う
が
、
書
店
の

場
所
や
小
学
校
が
書
か
れ
て
い
る

と
、
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
の
顔
を
思

い
浮
か
べ
て
い
る
。
楽
し
み
！

　

も
ち
ろ
ん
ア
マ
ゾ
ン
と
ネ
ッ
ト

書
店
の
注
文
は
メ
ー
ル
で
来
て
、

発
送
依
頼
も
メ
ー
ル
で
行
う
。

メ
ー
ル
で
の
様
々
な
や
り
取
り
は
、

嫁
が
全
て
や
っ
て
く
れ
る
。
絵
本

を
は
じ
め
、
チ
ラ
シ
・
教
材
、
ほ

と
ん
ど
二
人
で
制
作
し
て
い
る
。

七
月
は
決
算
だ
が
、
今
期
の
結
果

は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
心
配
。

　

午
前
中
に
一
通
り
の
仕
事
が
終

わ
る
と
、
向
山
先
生
か
ら
、「
お

昼
食
べ
に
行
か
な
い
か
」
と
電
話

が
入
る
こ
と
が
多
い
（
期
待
し
て

い
る
）。

　

午
後
の
会
議
や
仕
事
に
応
じ
て
、

行
く
と
こ
ろ
は
大
き
く
左
右
さ
れ

る
。
ビ
ー
ル
一
杯
な
ら
許
さ
れ
る

日
、お
酒
を
少
々
飲
め
る
日
。コ
ー

ヒ
ー
し
か
飲
め
な
い
日
は
、
近
場

の
ホ
テ
ル
の
ラ
ウ
ン
ジ
（
最
近
は

高
輪
プ
リ
ン
ス
が
多
い
）
で
ス

テ
ー
キ
ピ
ラ
フ
が
師
尾
の
お
気
に

入
り
。
お
孫
さ
ん
の
歓
ち
ゃ
ん
は
、

こ
の
庭
の
池
の
コ
イ
と
仲
良
し
。

お
昼
を
食
べ
、
時
々
本
屋
に
寄
り
、

取
り
あ
え
ず
、
先
生
は
ご
自
宅
に
、

私
は
騒
人
社
に
戻
る
。
そ
の
後
、

夕
食
を
何
人
か
で
と
る
日
も
多
い
。

　

あ
る
一
週
間
を
紹
介
す
る
。

月
曜　

向
山
先
生
と
恵
理
子
さ
ん

の
お
供
。
芝
の
瑠
璃
光
寺
に
お
墓

参
り
。
一
緒
に
ラ
ン
チ
（
シ
ェ
ラ

ト
ン
で
お
肉
）。
夜
、
向
山
先
生
、

雨
宮
先
生
、
美
崎
さ
ん
と
食
事
。

火
曜　

旗
の
台
で
向
山
先
生
の
教

材
レ
ク
チ
ャ
ー
（
約
三
十
人
の
セ

ミ
ナ
ー
）の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
。
こ
の

日
は
チ
ャ
レ
ラ
ン
立
ち
上
げ
の
頃

の
話
。そ
の
後
「
庄
や
」で
懇
親
会
。

水
曜　

浅
草
「
み
よ
し
」
で
三
人

会
（
向
山
先
生
・
板
倉
先
生
・
師

尾
）。
書
籍
の
打
合
せ
、
そ
の
他

企
画
会
議
。

木
曜

研
究
所
で
、
Ｖ
字
回
復
会

議
。
夕
方
、
向
山
先
生
の
歯
医
者

さ
ん
に
同
行
。
歯
医
者
さ
ん
の
説

明
を
恵
理
子
さ
ん
に
報
告
。
映
像

全
集
の
撮
影
が
あ
り
、
向
山
先
生

は
も
ち
ろ
ん
、
名
取
家
、
井
上
先

生
、
長
谷
川
先
生
、
小
嶋
先
生
、

雨
宮
先
生
、
安
田
さ
ん
他
と
「
木

曽
路
」
で
食
事
。
歓
ち
ゃ
ん
が
主

役
。

金
曜　

午
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ	

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

の
会
議
。
家
の
用
事
で
早
く
帰
宅
。

土
・
日
曜　

セ
ミ
ナ
ー
。

〈
騒
人
社
の
今
後
〉

①
経
済
広
報
セ
ン
タ
ー
と
の
コ
ラ

ボ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
授
業
が
で
き

る
書
籍
を
制
作
中
。
対
談
・
教

材
と
指
導
案
・
最
先
端
情
報
掲

載
。
三
月
発
刊
予
定
。

②
こ
の
目
で
見
た
向
山
実
践
と
そ

の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
（
向
山
先

生
・
板
倉
先
生
・
師
尾
の
三
人

の
本
）
年
末
？

③
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ	

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
の
教
材
・

教
具
を
本
格
的
に
販
売　

Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
検
定
企
画
中
。

④
既
刊
書
籍
の
販
売
拡
大
。

　

今
後
さ
ら
に
騒
人
社
を
応
援
し

て
く
だ
さ
る
方
、
メ
ー
ル
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

件
名
【
応
援
】
名
前

宛
先
：
師
尾

m
oroo.kiyoko@

toss2.com
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向山洋一の
日常から学ぶ仕事術

東京教育技術研究所　美
み

崎
さき

 眞
ま

弓
ゆみ

教養の深さが
人を引き付ける
すぐには役立つことがない知識も、
いずれ役立つ日が来るものだ。

１ 

マ
タ
ギ

　

毛
皮
が
付
い
た
ベ
ス
ト
を
身
に

着
け
て
い
る
人
を
見
て
（
マ
タ
ギ

み
た
い
だ
）
と
思
う
。
私
は
マ
タ

ギ
に
対
し
て
、
そ
の
程
度
の
イ

メ
ー
ジ
し
か
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

が
、
あ
る
と
き
、
こ
の
話
に
な
っ

た
と
き
向
山
先
生
が
こ
う
言
わ
れ

た
。「
俺
は
、マ
タ
ギ
に
す
ご
く
興

味
が
あ
る
。
四
十
年
前
に
も
本
を

買
っ
て
勉
強
し
た
ん
だ
」

　

そ
し
て
、
マ
タ
ギ
の
歴
史
の
話
、

北
海
道
や
東
北
地
方
で
活
動
し
て

い
る
こ
と
を
話
さ
れ
た
。
マ
タ
ギ

は
転
々
と
場
所
を
変
え
て
暮
ら
し

て
い
る
か
ら
そ
の
子
供
は
学
校
に

も
行
け
な
い
の
だ
。
い
つ
も
向
山

先
生
の
語
り
は
楽
し
い
。
向
山
先

生
の
読
書
量
は
膨
大
だ
と
聞
く
。

向
山
先
生
の
若
い
頃
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
知
識
が
得

ら
れ
る
時
代
で
も
な
く
、
知
識
を

得
る
の
に
本
を
読
ん
だ
り
、
人
に

聞
い
た
り
と
時
間
が
掛
か
っ
た
と

思
う
。
読
書
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た

知
識
と
教
養
の
深
さ
が
心
の
豊
か

さ
と
な
り
、
人
と
な
る
の
だ
と

思
っ
た
。
教
養
を
積
む
と
は
こ
う

い
う
こ
と
な
の
か
と
学
ん
だ
。

　

そ
う
い
え
ば
、神
田
啓
治
氏（
京

都
大
学
名
誉
教
授
）
か
ら
も
向
山

先
生
と
同
じ
よ
う
な
話
を
聞
い
た
。

神
田
先
生
に
は
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
社
会

貢
献
活
動
の
一
環
で
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
環
境
教
育

で
特
別
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
神
田
先
生
は
、
若
い
と
き
、

ラ
テ
ン
語
に
興
味
を
も
っ
て
猛
勉

強
。
す
ぐ
に
何
か
に
役
立
つ
こ
と

は
な
か
っ
た
そ
う
だ
が
、
そ
の
後
、

医
学
の
勉
強
を
し
た
と
き
に
「
ラ

テ
ン
語
を
勉
強
し
て
い
て
よ
か
っ

た
」
と
思
わ
れ
た
そ
う
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
す
ぐ
に
は
役
立

つ
こ
と
が
な
い
知
識
で
も
、
い
ず

れ
教
養
と
な
り
、
社
会
に
出
て
役

に
立
つ
こ
と
も
あ
る
の
だ
。
お
二

人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
無
駄
な

勉
強
な
ど
何
一
つ
な
い
と
思
っ
た
。

２ 

大
し
た
も
の
だ

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
袋
か
ら
出
し
、

ど
ー
ん
と
机
に
置
き
、
向
山
先
生

に
お
見
せ
し
た
。
そ
の
数
お
よ
そ

五
百
枚
。
や
お
ら
、
向
山
先
生
は

そ
の
束
を
し
ご
き
始
め
た
。
そ
の

手
付
き
と
い
っ
た
ら
、「
南
京
玉

す
だ
れ
」
の
ご
と
く
、
ぐ
わ
ー
ん

ぐ
わ
ー
ん
と
し
な
っ
て
、
瞬
く
間

に
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
く
。
私
は
思

わ
ず
「
先
生
、待
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
言
っ
て
、
そ
の
手
さ
ば
き
を
動

画
に
撮
っ
た
。（
上
手
だ
な
あ
、

大
し
た
も
ん
だ
わ
）
と
感
心
し
て

い
た
ら
、
向
山
先
生
は
「
俺
は
印

刷
屋
の
息
子
だ
か
ら
」
と
繰
り
返

し
手
さ
ば
き
を
披
露
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
そ
ろ
え
て
く
れ
た
。

　

何
を
や
っ
て
も
す
ご
い
。

　

ま
、
後
か
ら
思
え
ば
、
先
生
に

そ
ろ
え
さ
せ
て
何
も
手
伝
わ
な
い

私
も
大
し
た
も
の
だ
っ
た
?!

キ
ー
ザ
ー
ズ
「
共
感
脳
」
の
問
題
提
起

一 

ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
発
見

　

一
九
九
〇
年
八
月
、
イ
タ
リ
ア
の
パ
ル
マ

大
学
で
、
ジ
ャ
コ
モ
・
リ
ゾ
ラ
ッ
テ
ィ
ら
の

研
究
チ
ー
ム
が
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
発
見

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
直
観
的
に
相
手
を

理
解
す
る
能
力
が
あ
る
」
こ
と
を
前
提
と
し

た
道
徳
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
高
名
な

神
経
科
学
者
の
ヴ
ィ
ラ
ヤ
ヌ
ル
・
ラ
マ
チ
ャ

ン
ド
ラ
ン
は
、「
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
生
物
学
に
も
た
ら
し
た
も
の
を
、
心

理
学
へ
と
も
た
ら
す
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
キ
ー
ザ
ー
ズ
『
共
感
脳
：

ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
発
見
と
人
間
本
性
理

解
の
転
換
』（
麗
澤
大
学
出
版
会
）
に
よ
れ

ば
、
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
は
あ
る
行
動
を
見

る
こ
と
と
、
聞
く
こ
と
と
、
実
行
す
る
こ
と

を
結
合
し
て
い
る
「
ト
ラ
イ
リ
ン
ガ
ル
」
な

も
の
で
、
自
ら
の
運
動
パ
タ
ー
ン
を
通
じ
て
、

相
手
を
直
観
的
に
理
解
す
る
脳
細
胞
で
あ
る
。

　

彼
に
よ
る
と
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
宣
伝
の

よ
う
な
ラ
ジ
オ
広
告
に
よ
っ
て
、
聴
覚
の
ミ

ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
が
こ
れ
ら
の
商
品
の
購

入
・
愛
飲
と
関
係
す
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

選
択
的
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
商
品
を
欲

し
が
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。「
缶
を
開
け

る
音
」「
炭
酸
の
は
じ
け
る
音
」「
喉
を
鳴
ら

す
音
」
な
ど
の
音
に
反
応
す
る
ミ
ラ
ー

ニ
ュ
ー
ロ
ン
と
い
う
脳
細
胞
が
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

直
観
は
合
理
的
思
考
よ
り
も
劣
る
低
次
な

脳
機
能
と
見
な
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ミ

ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
の
発
見
に
よ
っ
て
、
直
観

は
他
者
を
洞
察
す
る
の
に
自
ら
の
豊
富
な
運

動
技
術
を
利
用
す
る
、
非
常
に
巧
妙
に
洗
練

さ
れ
た
高
度
な
進
化
の
産
物
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
。
人
間
の
本
性
理
解
の
コ
ペ
ル
ニ

ク
ス
的
転
換
が
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
人

間
は
専
ら
自
分
自
身
の
こ
と
だ
け
を
扱
う
脳

で
は
な
く
、
他
者
の
気
持
ち
を
感
じ
る
こ
と

の
で
き
る
脳
を
先
天
的
に
も
っ
て
生
ま
れ
、

人
間
の
脳
は
周
囲
の
人
々
に
共
鳴
す
る
よ
う

に
で
き
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

自
ら
が
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
る
と
き
と

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ
て
い
る
人
を
見
て
い

る
と
き
の
ど
ち
ら
で
も
活
性
化
す
る
脳
細
胞

が
、
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー
ロ
ン
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
自
己
の
経
験
が
基
盤
と
な
っ
て
他
者
理
解

が
可
能
に
な
る
」
の
が
「
他
者
理
解
の
原
理
」

だ
と
キ
ー
ザ
ー
ズ
は
言
う
。
ミ
ラ
ー
ニ
ュ
ー

ロ
ン
と
い
う
用
語
は
動
作
と
い
う
文
脈
の
中

で
作
ら
れ
た
が
、
神
経
プ
ロ
セ
ス
の
全
般
を

指
す
言
葉
で
あ
る
「
シ
ェ
ア
ー
ド
・
サ
ー

キ
ッ
ト
（shared	circuit

）」
上
で
は
、
自

髙た
か

橋は
し 

史し

朗ろ
う

麗
澤
大
学
大
学
院
特
任
教
授

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
教
授

脳
科
学
と
教
育　

第
八
回

日本の　　 のために

アンケートをさばく手付きがお見事。動画は「デジタル・トークライン」に！
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他
の
区
別
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

こ
の
「
シ
ェ
ア
ー
ド
・
サ
ー
キ
ッ
ト
」
の

発
見
は
人
間
の
道
徳
理
解
に
対
し
て
非
常
に

深
い
影
響
を
も
た
ら
し
、
他
者
の
感
情
を
共

有
す
る
こ
と
が
人
間
の
心
に
組
み
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
や
、
そ
れ
が
い
か
に
し
て
人
間
の

自
然
な
倫
理
の
基
盤
と
な
り
、
倫
理
的
法
則

の
核
心
と
な
り
う
る
の
か
を
示
唆
し
て
い
る
。

二 

素
読
の
教
育
的
意
義
と
﹁
理
観
﹂

「
人
間
教
育
を
生
物
学
的
視
点
か
ら
見
直

す
」
た
め
に
「
ヒ
ト
の
教
育
の
会
」
を
立
ち

上
げ
た
日
本
外
科
学
会
名
誉
会
長
の
井
口
潔

氏
（
九
州
大
学
名
誉
教
授
）
は
、『
人
間
力

を
高
め
る
脳
の
育
て
方
・
鍛
え
方
』（
扶
桑
社
）

に
お
い
て
、
江
戸
時
代
の
幼
年
教
育
の
テ
キ

ス
ト
『
小
学
』
が
「
素
読
」
を
通
し
て
、「
清

掃
、
応
対
、
進
退
」
と
い
う
作
業
と
作
法
の

両
面
か
ら
教
え
た
江
戸
期
の
教
育
理
念
に
注

目
し
て
い
る
。
武
士
道
精
神
に
裏
打
ち
さ
れ

た
江
戸
期
の
道
徳
教
育
の
伝
統
が
「
日
本
を

救
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
脳
科
学
と
道

徳
教
育
の
視
点
か
ら
も
必
読
の
書
と
い
え
る
。

　

明
治
大
学
の
齋
藤
孝
教
授
と
東
北
大
学
の

川
島
隆
太
教
授
は
、
脳
科
学
の
視
点
か
ら

『
論
語
』
の
素
読
に
は
教
育
的
意
義
が
あ
る

と
し
て
お
り
、
脳
の
機
能
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
「
ス
ー
パ
ー
ブ
レ
イ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
」
を
構
築
し
た
西
田
文
郎
氏
も
、「
脳

全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
評
価
し
て

い
る
。
素
読
は
脳
を
育
て
る
と
と
も
に
、
精

神
文
化
を
継
承
す
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

大
脳
新
皮
質
系
か
ら
の
神
経
伝
達
物
質
に

は
抑
制
的
物
質
が
圧
倒
的
に
多
く
、
こ
の
抑

制
物
質
に
よ
っ
て
脳
は
常
に
ブ
レ
ー
キ
を
少

し
踏
み
込
ん
だ
状
態
で
機
能
し
て
い
る
。
我

欲
の
抑
制
は
徳
で
あ
り
、
道
徳
の
基
本
で
あ

る
。
井
口
潔
名
誉
教
授
に
よ
れ
ば
、
教
育
と

は
意
識
的
に
自
我
を
抑
制
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
環
境
と
の
調
和
が
う
ま
く
調
節
さ
れ
る

よ
う
に
脳
を
訓
練
す
る
こ
と
で
あ
り
、
道
徳

が
人
格
に
備
わ
れ
ば
、
無
意
識
に
心
の
自
動

調
節
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

国
際
基
督
教
大
学
の
石
川
光
男
名
誉
教
授

に
よ
れ
ば
、
胃
の
中
は
金
属
も
溶
け
る
ぐ
ら

い
の
強
酸
で
あ
る
が
、
胃
の
細
胞
が
溶
け
な

い
の
は
、
そ
の
強
酸
か
ら
細
胞
を
守
る
た
め

に
胃
壁
が
ご
く
薄
い
膜
で
覆
わ
れ
て
お
り
、

細
胞
が
死
ぬ
の
を
防
い
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

胃
は
死
ん
だ
細
胞
が
堆
積
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
胃
壁
を
覆
っ
て
、
新
し
い
細
胞
が
誕
生

す
る
ま
で
幕
間
つ
な
ぎ
を
し
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
感
動
的
な
生
と
死
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

関
係
性
の
理

こ
と
わ
りを

観
じ
る
「
理
観
」
と
い
う
視

点
が
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
に
は
欠
落
し
て
い

た
。
体
験
に
よ
る
自
覚
で
は
な
く
、
分
析
知

を
通
し
て
感
性
を
磨
く
と
い
う
発
想
が
、
従

来
の
教
育
に
は
な
か
っ
た
が
、「
理
観
」
に

よ
り
、
自
分
の
胃
の
中
の
細
胞
が
ど
う
機
能

し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
き

方
へ
の
気
付
き
も
生
ま
れ
る
。

　

小
学
生
に
遠
足
の
感
想
を
四
百
字
原
稿
用

紙
一
枚
で
書
く
か
、
和
歌
一
首
で
詠
む
か
、

自
由
に
選
択
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
全
員
が
和
歌

を
選
ん
だ
と
い
う
。
短
い
か
ら
簡
単
だ
と

思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
和
歌
は
感

性
だ
け
で
は
創
作
で
き
な
い
。
感
じ
た
こ
と

を
五
・
七
・
五
・
七
・
七
の
中
に
凝
縮
す
る

に
は
、
感
性
と
知
性
を
合
流
さ
せ
て
言
葉
に

す
る
高
度
な
認
知
能
力
が
求
め
ら
れ
る
。
こ

の
よ
う
に
感
性
と
知
性
を
合
流
さ
せ
る
道
徳

教
育
の
内
容
・
方
法
を
い
か
に
構
築
す
る
か

が
、
道
徳
教
育
の
今
日
的
課
題
と
い
え
る
。

全
国
の
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
紹
介

http://circle.tos-land.net/

共
に
教
育
を
語
る
仲
間
が
い
る
と
、
教
師
修
業
は
何
倍
も
楽
し
く
な
り
ま
す
！　

授
業
の
腕
を
上
げ
た

い
先
生
、
子
供
が
熱
中
す
る
授
業
を
し
た
い
先
生
は
、
ぜ
ひ
T
O
S
S
サ
ー
ク
ル
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

最新セミナー情報
http://seminar.tos-land.net/

【お知らせ】
TOSSでは、このページでご紹介した以外にもたくさ
んのセミナーを全国で開催しています。
各セミナーの詳細・お申込みは「TOSS最新セミナー
情報」へ！
県別・月別・キーワード検索ができます。

第61回産業金融教育シンポジウムin高知
（TOSS中央事務局　手塚美和）

静岡県
TOSS close to the edge

静岡県裾野市立富岡第一小学校

前
まえ

田
だ

 吉
よし

法
のり

連絡先：maeda.yoshinori@toss2.com

真剣だから楽しい!!
　毎月１回。本気で学べる場所がある。それ
がサークルである。もし、サークルがなけれ
ば、私はきっと勉強もせずに、怒鳴り散らし
ている教師だったと思う。私の下手な授業を
本気で「下手」と言ってくれる。さらには様々
な代案が飛び交う。常に仲間（ライバル）に
見てもらうことで、自分自身がより磨かれて
いくのを感じる。サークルは大人が真剣にな
れる場所である。真剣だからこそ楽しい。

子供にとって少しでも価値ある教師になるために
　法則化長浜は、３～４名の先生方が集まり
勉強をしているサークルである。内容は、模
擬授業、レポート検討、授業映像検討、悩み
の相談など。レポートや模擬授業に対して

「ああでもない、こうでもない」と思ったこ
とを自由勝手に話している。考え方はそれぞ
れ違うが、共通しているのは「いい先生にな
りたい」「教育という仕事に真剣に取り組み
たい」という気持ちである。

第61回産業金融教育シンポジウムin高知
【開催日時】2019年11月３日（日）10：00 ～ 12：30
　　　　　	（受付開始9：30）
【開催場所】国民宿舎桂浜荘
　　　　　	〒781-0262	高知県高知市浦戸830－253
【参加費】無料
【講師】谷和樹氏、小野隆行氏
【講座内容】
10：00 ～ 11：00	 テキストをこの学年・単元・領

域で活用する！　実践模擬授業
（講評）谷和樹氏、小野隆行氏

　　１）工業・貿易・流通テキストを使った授業
　　２）金融テキストを使った授業
11：10 ～ 11：40　特別講演　（わが国の環境教育の充実と発展に資することを願って毎回著名な

講師の先生が分かりやすく最先端の情報をご紹介してくださいます）
11：40 ～ 11：50	　子どもたちの伝え合う力がみるみる上達する！　発表・話し合い向上の手立て

（小野隆行氏）　
11：50 ～ 12：00　主体的・対話的で深い学びを実現する！　効果的なテキスト活用術！　

（谷和樹氏）　
12：00 ～ 12：15　教師が必ず身に付けたい特別支援を要する子への対応術の基本10（小野隆行氏）
12：15 ～ 12：30　最新トレンドテーマを授業化！　基調提案授業（谷和樹氏）

日本の　　 のために

滋賀
県

法則化長浜

滋賀県長浜市立長浜南小学校

柴
しば

山
やま

 佳
か

月
づき

連絡先：shibayama.kazuki@toss2.com

11月
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八
月
一
日
㈭ 

歯
医
者
。
そ
の
後
、
光
村
教
育

図
書
打
ち
合
わ
せ
。
中
央
事
務
局
・
青
年
事

務
局
お
よ
そ
五
十
名
で
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
準

備
。
懇
親
会
は
「
庄
や
」。

八
月
二
日
㈮ 

向
山
型
社
会
セ
ミ
ナ
ー
／
向
山
・

小
森
型
理
科
セ
ミ
ナ
ー
。
お
台
場
タ
イ
ム
24

ビ
ル
に
て
。
社
会
は
百
五
十
名
、
理
科
は
百

二
十
名
の
参
加
者
。

八
月
三
日
㈯ 

向
山
型
国
語
・
算
数
合
同
セ
ミ

ナ
ー
。
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
国
際
展

示
場
）。
撮
影
。
恵
理
子
の
つ
れ
あ
い
。
プ
ロ
。

全
国
か
ら
六
百
名
の
参
加
。

八
月
四
日
㈰ 

二
〇
一
九
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
。

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
国
際
展
示
場
）。

全
国
か
ら
七
百
名
の
参
加
。
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン

ド
会
議
。
来
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
、
九
月
に
開
催
予
定
。

八
月
五
日
㈪ 

中
学
ジ
ャ
パ
ン
セ
ミ
ナ
ー
／
ラ

イ
フ
ス
キ
ル
セ
ミ
ナ
ー
。
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ

ト
。
ラ
イ
フ
ス
キ
ル
セ
ミ
ナ
ー
は
、
百
名
の

参
加
。
中
学
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ
れ
ま
で
最
高

の
六
百
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

八
月
十
日
㈯ 

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少

年
総
合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
河
田
先
生
の
セ
ミ

ナ
ー
「
河
田
ゼ
ミ
」
に
参
加
。

八
月
十
二
日
㈪ 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
に
て
、
青
年
事
務
局
主
催
の
セ
ミ
ナ
ー
。

八
月
二
十
二
日
㈭ 

品
川
「
す
し
好
」
を
貸
し

切
り
で
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
打
ち
上
げ
。
中

央
事
務
局
・
青
年
事
務
局
四
十
名
参
加
。

八
月
二
十
三
日
㈮ 

夕
方
か
ら
ト
ー
ク
ラ
イ
ン

編
集
会
議
。
第
二
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ビ
ル
。

八
月
二
十
四
日
㈯ 

孫
の
歓
ち
ゃ
ん
二
歳
の
誕

生
祝
い
。

八
月
二
十
七
日
㈫ 

午
後
か
ら
向
山
洋
一
教
材

直
伝
セ
ミ
ナ
ー
。
日
本
包
材
の
会
議
室
で
、

研
究
所
社
員
と
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
先
生
方
三
十
名

ほ
ど
。
チ
ャ
レ
ラ
ン
で
盛
り
上
が
る
。

八
月
二
十
八
日
㈬ 

三
人
会
。
板
倉
先
生
、
師

尾
先
生
と
向
山
で
。
浅
草
「
み
よ
し
」
に
て
。

八
月
三
十
日
㈮ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
改
定
会
議
、

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
運
営
会
議
。
改
定
チ
ー

ム
や
、
全
国
の
中
央
事
務
局
代
表
、
県
代
表
、

セ
ミ
ナ
ー
責
任
者
な
ど
四
十
名
が
参
加
。

八
月
三
十
一
日
㈯ 
午
前
は
環
境
セ
ミ
ナ
ー
、

午
後
は
向
山
塾
。
三
百
五
十
名
の
参
加
。
向

山
洋
一
映
像
全
集
の
収
録
。
名
取
監
督
ほ
か

プ
ロ
の
撮
影
チ
ー
ム
十
名
が
、
高
段
者
の
授

業
を
撮
影
し
た
。「
向
山
洋
一
映
像
全
集
」

は
二
〇
二
〇
年
初
春
に
発
売
予
定
。

八
月
二
日
㈮ 

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
週
間
が
始
ま

る
。
理
科
・
社
会
科
セ
ミ
ナ
ー
か
ら
発
進
。

八
月
三
日
㈯ 

向
山
型
国
語
・
算
数
合
同
セ
ミ

ナ
ー
。
介
入
・
解
説
が
大
好
評
。
向
山
洋
一

映
像
全
集
の
撮
影
が
入
り
会
場
は
最
高
潮
に
。

八
月
四
日
㈰ 

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
。
東
京
国
際

展
示
場
。
講
座
を
運
営
し
つ
つ
同
時
並
行
で

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
超
重
要
会
議
を
幾
つ
も
進
行
。

八
月
六
日
㈫ 

サ
ー
ク
ル
例
会
。
新
百
合
个
丘
。

八
月
八
日
㈭ 

Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
ラ
ン
ド
な
ど
の
改
訂

会
議
を
実
施
。
年
内
に
ロ
ー
ン
チ
 ※
予
定
。

八
月
九
日
㈮ 

堀
田
龍
也
氏
の
講
演
を
聞
き
に

大
阪
へ
。
関
西
中
央
事
務
局
主
催
。
ま
さ
に

最
先
端
の
話
。ド
ロ
ー
ン
の
授
業
活
用
を
決
意
。

八
月
十
六
日
㈮ 

デ
ジ
タ
ル
チ
ー
ム
会
議
。

八
月
十
七
日
㈯ 

群
馬
で
谷
セ
ミ
ナ
ー
。
好
評

の
声
多
数
。
企
画
が
い
い
の
だ
ろ
う
。

八
月
十
九
日
㈪ 

子
ど
も
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
デ
ー
小
金
井
。

八
月
二
十
四
日
㈯ 

兵
庫
合
宿
。ブ
レ
ス
ト
ま
で
。

八
月
三
十
一
日
㈯ 

向
山
・
谷
塾
東
京
。
向
山

映
像
全
集
の
最
終
撮
影
。「
向
山
型
と
は
」

を
追
究
す
る
「
十
段
シ
ン
ポ
」
が
大
好
評
。

向
山
氏
が
向
山
型
算
数
を
語
っ
た
言
葉
に
会

場
は
衝
撃
を
受
け
た
。
向
山
行
雄
氏
の
講
演

に
も
感
動
。

2019年8月

向
山
日
記

向山・谷日記

谷
日
記

日本のカタチを授業する　
領土の授業
　日本の教師である。このような超重要テーマ（北方領土返還について）に根拠
を示せて当然である。
　また、今日的なテーマであるから、子どもたちに教えていて当然である。
　このような「領土」をめぐる問題を、日本の教師が日本の子どもたちに教えて
いないのであれば、犯罪行為に等しい。
　教師は、どのように考えて、日本の子どもたちに教えているのか。

（『【新書版】向山洋一全集⑨』東京教育技術研究所　155ページより）

『教育コミュニティ』誌とは、1994年に創刊された『ジュニア・ボランティア教育』誌を前身とし、
2014年3月にリニューアル創刊した、教師の社会貢献活動を支える雑誌です。2019年4月号より、『教
育トークライン』誌と合体し、ウェブ展開をスタートしました。

教育コミュニティWEB　11月号
CONTENTS
●教育コミュニティ 11月号
【連載】

１．０から始める教師の社会貢献……清田直紀氏
２．学校外でのビジネスマナー……田村純子
３．越智敏洋のNPO運営講座８……越智敏洋氏

【特別コンテンツ】
●領土教育に使えるコンテンツ特集！

・	領土領海を子供たちに教える！　日本地図、「EEZ君」など、使えるコンテンツ
大公開‼

・	向山洋一氏「北方領土の授業」、谷和樹氏「尖閣諸島の授業」動画コンテンツを
一部公開！

※編集部からのお知らせ
「教育コミュニティ WEB」では、全国で社会貢献活動をされている方々からの報告を募集
いたします。「公序良俗に反しないもの」「社会貢献活動に関する内容」など、最低限の規準
をクリアしたものは全て掲載いたします（謝礼は発生いたしません）。
　字数は100字～ 1000字程度でご自由に。画像もOKです（著作権にはご配慮ください）。
<contact@tiotoss.jp>まで、件名に「教育コミュニティ投稿」と付けてお送りください。

■教育コミュニティWEB　閲覧方法
①PC・スマートフォンでアクセス　http://kc.tiotoss.jp
②あとは見るだけ、読むだけ、掲示板に書き込むだけ！

※ 

公
開
・
開
始
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小
学
五
年
生
以
上
で
で
き
る
。

指
示
１	

簡
単
に
日
本
列
島
を

か
き
ま
し
ょ
う
。　

こ
の
程
度
な

ら
か
け
る
だ
ろ

う
。
三
、
四
回

か
け
ば
、
地
図

を
見
な
い
で
も

か
け
る
よ
う
に

な
る
。

指
示
２	

排
他
的
経
済
水
域
を

か
き
ま
し
ょ
う
。

　

五
年
の
教
科
書
に
「
排
他
的
経
済

水
域
」
の
意
味
は
載
っ
て
い
る
。
Ｅ

Ｅ
Ｚ
と
い
う
略
称
も
言
え
る
よ
う
に

す
る
。

る
。

　

領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
二

つ
で
展
開
す
る
。

⑴　

歴
史
的
経
緯

⑵　

⑴
を
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で

確
認
す
る
。

　

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と
は
次
で
あ
る
。

①　

先
占

②　

実
効
支
配

③　

国
際
条
約

　

こ
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
際
の

領
土
問
題
に
照
合
さ
せ
て
授
業
を
行

う
。

「
先
占
」
の
定
義
が
最
も
大
切
な
の

で
、
音
読
後
、
四
角
囲
み
の
意
味
を

話
す
。

先
占
＝
無
主
地
を
国
家
が
領
有

の
意
思
を
も
っ
て
実
効
的
に
支

配
す
る
こ
と
。

　

こ
の
後
、
尖
閣
諸
島
の
授
業
な
ら

次
の
よ
う
に
な
る
。

　

一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）

指
示
３	

Ｅ
Ｅ
Ｚ
に
日
本
列
島

を
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
が
日
本
の
範
囲
で
あ
る
。
Ｅ

Ｅ
Ｚ
と
と
も
に
、「
領
土
」「
領
海
」「
領

空
」
と
い
う
言
葉
も
教
え
る
。
正
進

社
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
え
ば
、

子
供
は
す
ぐ
に
覚
え
ら
れ
る
。

　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
は
授
業
の
初

め
に
毎
回
行
う
。

指
示
４	

さ
ら
に
、
端
の
島
を

か
き
ま
し
ょ
う
。

　

端
の
島
は
●
で
も
▲
で
も
構
わ
な

い
。
社
会
科
の
隙
間
時
間
な
ど
に
練

習
を
す
る
。
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

使
っ
て
練
習
す
る
と
楽
し
い
。
三
、

四
回
か
け
ば
見
な
い
で
も
か
け
る
よ

う
に
な
る
。
作
業
が
あ
る
の
で
楽
し

　

同
様
に
発
問
１	

を
繰
り
返
す
。

「
実
効
支
配
」
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で

が
第
二
段
階
。
も
う
一
つ
残
っ
て
い

る
。「
国
際
条
約
」
は
第
三
段
階
と

し
て
扱
う
。

　

日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
は
、

下
関
条
約
で
清
国
の
土
地
を
割
譲
さ

れ
る
。

　

清
国
は
、
遼
東
半
島
、
澎
湖

諸
島
な
ど
附
属
諸
島
嶼
の
主
権

な
ら
び
に
該
地
方
に
あ
る
城
塁
、

兵
器
製
造
所
及
び
官
有
物
を
永

遠
に
日
本
に
割
与
す
る
。

　

下
関
条
約
は
一
八
九
五
年
五
月
の

こ
と
で
あ
る
。

発
問
２	

こ
の
条
約
の
「
附
属

諸
島
嶼
」
に
は
、
尖
閣
諸
島

は
含
ま
れ
ま
す
か
。

　

含
ま
れ
な
い
。
年
に
注
目
す
る
。

　

尖
閣
諸
島
は
下
関
条
約
の
四
か
月

前
に
日
本
の
領
土
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
後
、
一
九
四
三
年
の
カ
イ
ロ

宣
言
、
一
九
四
五
年
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
、
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

い
授
業
に
な
る
。

　

領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後

の
授
業
と
な
る
。

　

領
土
問
題
の
授
業
の
前
に
「
独
立

国
と
は
何
か
」と
い
う
こ
と
も
教
え
る

必
要
が
あ
る
。
独
立
国
の
三
要
素
は
、

１　

領
域

２　

国
民

３　

主
権

で
あ
る
。

　

戦
後
、
日
本
は
独
立
国
に
な
っ
た

が
、
こ
の
三
要
素
が
守
ら
れ
て
い
る

か
ど
う
か
、
考
え
さ
せ
る
必
要
が
あ

ス
コ
平
和
条
約
で
も
同
じ
よ
う
に
問

う
。
尖
閣
諸
島
は
全
て
の
条
約
の
対

象
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

中
国
が
尖
閣
諸
島
を
自
国
の
領
土

だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
張

の
問
題
点
や
中
国
自
身
が
尖
閣
諸
島

を
日
本
の
領
土
で
あ
る
と
認
め
て
い

る
感
謝
状
、
一
九
七
〇
年
の
中
国
の

地
図
（
尖
閣
諸
島
は
中
国
の
領
土
で

は
な
い
）
な
ど
の
資
料
を
提
示
し
て
、

日
本
の
領
土
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す

る
。
中
国
が
な
ぜ
自
国
の
領
土
と
主

張
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
経
緯
も
資

料
で
提
示
す
る
。

発
問
３	

北
方
領
土
は
ロ
シ
ア

に
、
竹
島
は
韓
国
に
、
実
効

支
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
抗
議

し
な
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
で

し
ょ
う
。

　

抗
議
を
し
な
け
れ
ば
時
効
と
い
っ

て
、
領
土
を
失
う
こ
と
に
な
る
こ
と

を
教
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
や
ら
な
い
と
、
子
供
た

ち
は
自
国
の
領
土
に
対
し
て
、
危
機

感
を
も
た
な
い
。

「
何
の
形
に
似
て
い
ま
す
か
」
と
聞

く
と
、
イ
ヌ
、
オ
ッ
ト
セ
イ
、
イ
ル

カ
が
出
る
。
南
鳥
島
の
Ｅ
Ｅ
Ｚ
が
円

な
の
で
、
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
、
オ
ッ
ト

セ
イ
の
シ
ョ
ー
な
ど
も
出
る
。
そ
の

よ
う
に
名
前
を
付
け
て
か
け
る
よ
う

に
す
る
。

古
賀
辰
四
郎
が
、
尖
閣
諸
島
が
無

人
島
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

発
問
１	

こ
れ
は
、
無
主
地
・
領

有
の
意
思
・
実
効
支
配
の
ど

れ
に
当
た
り
ま
す
か
。

「
無
主
地
」
で
あ
る
。

　
一
八
九
五
年（
明
治
二
十
八
年
・

一
月
十
四
日
）
閣
議
で
魚
釣
島
、

久
場
島
を
沖
縄
県
所
轄
と
認
め
る
。

　

発
問
１	

を
繰
り
返
す
。「
領
有

の
意
思
」
で
あ
る
。

　

一
八
九
六
年
（
明
治
二
十
九

年
）
尖
閣
諸
島
、
沖
縄
県
八
重
山

郡
に
編
入
す
る
。

　

同
様
に
発
問
１	

を
繰
り
返
す
。

「
領
有
の
意
思
」
で
あ
る
。

　

一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
年
）

沖
縄
県
知
事
、
古
賀
辰
四
郎
に

尖
閣
諸
島
の
三
十
年
間
無
償
借

地
を
許
可
す
る
。
古
賀
、
尖
閣

諸
島
の
開
拓
を
始
め
る
。

日
本
の
カ
タ
チ
を
授
業
す
る

領
土
の
授
業
。
日
本
の
範
囲
か
ら
領
土
問
題
へ
。

松ま
つ

藤ふ
じ 

司
つ
か
さ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

教
師
と
子
ど
も
の
支
援
活
動

尖閣諸島

与那国島

竹島

択捉島

南鳥島

沖ノ鳥島
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TOSS教師の「超即効」働き方改革特集

『教育トークライン』12月号
予告　11月15日発行

谷和樹　　　松崎力　　木村重夫　河田孝文
小森栄治　　林健広　　並木孝樹　笹原大輔
長谷川博之　田代勝巳　原田朋哉

編
集
後
記		

▼
算
数
授
業
で
「
教
科
書
の
問
題
を
全
て
扱

う
」。
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
算
数
が
苦
手
な
子
に
と
っ
て
は
、
教

科
書
を
全
て
学
習
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

で
す
。
で
き
な
い
子
へ
は
、
算
数
の
「
学
び	

方
」
を
指
導
す
る
こ
と
が
、
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

今
月
号
に
は
、
汎
用
性
の
高
い
「
学
び
方
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
活
用
く
だ
さ
い
。	

（
戸
村
）

▼『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』誌
の
お
試
し
版
が
、

「
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
」
上
で
公
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、『
教
育
ト
ー

ク
ラ
イ
ン
』
誌
の
特
集
の
一
部
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で

ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
本
誌
を
読
ん
だ
こ
と

が
な
い
方
に
魅
力
を
伝
え
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
が

あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
魅
力
で
す
。（
久
野
）

▼『
教
育
ト
ー
ク
ラ
イ
ン
』
誌
が
プ
チ
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
多
く
の
先
生
方
か
ら
好
評

の
声
を
お
聞
き
し
て
お
り
ま
す
。よ
り
ビ
ジ
ュ

ア
ル
に
、
分
か
り
や
す
く
、
若
い
先
生
方
、

お
困
り
の
先
生
方
の
教
室
実
践
を
支
え
る
雑

誌
に
な
る
よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。
二
〇
二

〇
年
に
は
大
幅
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
ご
自
身
の
学
校
や
同
僚
の
先

生
に
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。（
小
嶋
）

サークル紹介動画大成功の
絵画工作授業（本誌６ページ） ５

※デジタル・トークラインは３か月限定公開です！　

今月のデジタル・トークライン
今月の
向山洋一教育語録１ お悩み解決！

谷編集長の５min. アンサー２ TOSS高段者に聞く！
Ｑ＆Ａ 「特別支援学級
担任の心得」

３

４

（動画） （動画）

※アクセス方法は表紙裏を
　ご覧ください。

本誌の PDF データのダウンロードができ
ます！ スマートフォン・タブレット・PC
でいつでもどこでも読むことができます。

トークライン
本誌 PDF データ７本誌掲載論文の

関連カラー画像６
※このマークのあるページは、
　デジタル・トークラインに
　連動コンテンツがあります！

ID：TL11　パスワード： u64npb

入門期の国語授業

教育トークライン：第515号
編集人：向山洋一
編集：谷和樹（編集長）、戸村隆之（副編集長）、手塚美和、
　　　橋本信介、久野歩、小嶋悠紀、長谷川博之、
　　　板倉弘幸（校正）、田村純子（編集実務）
発行人：向山洋一
発行所：東京教育技術研究所、TOSS
〒142-0064	東京都品川区旗の台2-4-12	TOSSビル
電話	：03-3787-6564　
FAX	：03-5702-2384
印刷所：株式会社光陽メディア
DTP・編集：株式会社プラウ21



がいっぱい！ががががいいいいいいっっっっっっぱぱぱぱぱいいいいいい！！

＊TOSSランドの
殿堂入りコンテンツ
もこのパスワードで
ご覧いただけます。

今月のトークラインID・パスワード

u 6 4 n p b
（ユー・ろく・よん・エヌ・ピー・ビー）

※有効期間：
　2019年10月15日～ 2020年1月14日ID：TL11ID・パスワードなしで見られるお試しページを開設

しました。周囲の方に、ぜひ、ご紹介ください‼

ダウンロードコンテンツも満載！

お試し版もはじめました！

そのほかの内容は p.80 をご覧ください。

谷編集長の濃厚すぎる 5分間
今月は「入門期の国語授業」

今、ここでしか
見られない動画！

トップページの下
にあるこのバナー
をクリック！

本誌PDFデータも
ダウンロードできます！

36ページの連動企画
では、そのまま使え
る資料をダウンロー
ドできます！

か月の
期間限定公開！
今すぐアクセス！

購読者限定
WEBサービス デジタルトークライン 検索

http://talkline.tos-land.net

とてつもなく大好評！
TOSS教師Q&Aは、許鍾萬氏の
「特別支援学級担任の心得」

3

デジタ
ル・トークライン

＜アクセス方法＞
PC・スマホでサイトにアクセス !
トップページのログインを
クリックし、IDとパスワードを
入力してください。
※TOSS-SNSに入会されている方は、
　 SNSからアクセスできます。

五色名句百選かるた
　スタートキット　3,000円（税込）
　取り札　　　　　1,500円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料無料
でお届けいたします。
パスワード：afv6lp

鉄棒くるりんベルト　
　2,200円（税込）
ご注文金額にかかわらず、送料
無料でお届けいたします。
パスワード：8zai5z

今月のご紹介教材

⇒ 詳しくは34ページをお読みください。

とびなわキング　
　800円（税込）
１回のご注文につき「級別シール」を
２種類プレゼント！
パスワード：uhp8s4

TOSSオリジナル教材　https://www.tiotoss.jp/
★掲載商品のタイアップ期間は2019年9月15日～12月14日
※パスワードを入力して、３か月間お得に購入できます。
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10月号
で紹介！

12月号
で紹介！

お申込み先
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特
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を
取
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指
導

すべての子供の学力を保障する

教育

トークラインを定期購読
頂いている方へ、本誌の
内容をより深く理解でき
る動画と写真が満載の
　　ウェブサイトです！

東京教育技術研究所

令和元年10月15日発行（毎月1回15日発行）第515号

明日の授業にすぐに役立つ！ 実践的なスキルが満載!!

明日の授業にすぐに使える
学年別・国語・算数「授業開始最初の15分の発問」
小学1年　国語「日づけとよう日」 算数「繰り下がりのあるひき算」
小学2年　国語「さけが大きくなるまで」 算数「式を矢印でつなぐ」
小学3年　国語「もうどう犬の訓練」 算数「『はかり』の読み方」
小学4年　国語「アップとルーズで伝える」 算数「計算する順番」
小学5年　国語「天気を予想する」 算数「分数のたし算とひき算」
小学6年　国語「意見文の作文」 算数「適切な手法を選択」

中学校の授業実践
体育「中学校の跳び箱授業」
英語「できない子ができるようになる
　　  工夫をし続ける」

特集 できない子が熱中し
満点を取る指導
できない子が熱中し
満点を取る指導
―向山型指導法 ２・３学期教材 リニューアル最新版――向山型指導法 ２・３学期教材 リニューアル最新版―

特別支援教育にも対応
医師・研究者の目から見た特別支援教育 …… 安原昭博
プロが教える“教室でできる作業療法”…… 福田恵美子
学校現場のスペシャリストが教える合理的配慮

一目で分かる
板書術・ノート術
カラーで登場！
酒井式絵画指導

子供が実力を付ける秋
一人の例外もなく子供の学力を保障する指導法‼




